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１．世界に名を馳せしバケモノたち




　自由について、考えていた。

　クソ女神ヴイシスによって送り込まれたあの廃棄遺跡は、まさに地の獄と言えた。

　しかし俺は、あそこで同時に奇妙な解放感を覚えていた。

　元の自分に戻ったからなのか。

　しがらみが消えたからなのか。

　廃棄遺跡では何度も生死を分かつ局面があった。

　けれどどんな時もすべて自分で決められた。

　決定権があった。

　自分で己の道を切り開く感覚。

　誰を気遣う必要もなく、俺の意思はあの遺跡で自由そのものだった。

　遺跡を出てもその解放感は続いている。

　自分のしたいことをしたいようにする。

　自身の意思にのみ従って行動する。

　ここからもすべて自分のやりたいようにできる――いや、する。

　伴うのは行動によって起こる責任のみ。

　今、俺の意思を止めるものはない。

　だから今、俺は本当の意味で〝自由〟を手にしたのだと思う。





▽






　地方都市ミルズへ向かうと決めたあと、出立前に水場で衣類なんかを軽く洗っておくことにした。服の汚れを、手もみで落としていく。

　不潔さは相手の疑心を生み出し、清潔さは相手の信頼を得る。

　そんなイメージがある。ミルズ入り前に落とせる汚れは落としておきたい。

「…………」

　先ほどすぐの再会を果たしたあの女を思い出す。

　目指す場所は同じくミルズだろう。

　俺たちは共に名前を教え合わなかった。あの時点で互いに必要な情報ではなかった。

　旅を共にするわけじゃない。必要以上の踏み込みをお互いに避けた形となる。

　多分だがあの女は厄介事を抱えている。だから、あの女も踏み込むのを避けたのだ。

「厄介事を抱えてるのは、俺も同じだしな」

　サクッと洗い終える。

「さて、そろそろ出発するか」

「ピッ」

　ローブ下にピギ丸が巻きつく。軽く乾かした衣類を着直して、俺は水場を離れた。

　ミルズの方角を目指して林の中を進む。その途中、俺は立ち止まった。

　ピギ丸が〝どうしたの？〟みたいに鳴く。

「ピ？」

「何か、引っかかってることがあるんだが……何が引っかかってるのかが、わからなくてな」

　奥歯にものが挟まったみたいな感覚。

　難しい顔のまま、歩みを再開する。歩きながら頭上の重なった枝葉を仰ぐ。

　日が暮れ始めていた。ただ、日が落ちても灯あかりは皮袋がある。

　闇にも廃棄遺跡で慣れた。あそこと比べればこの辺の過ごしやすさなど快適と言える。

　快適ではある、が……できれば本日中にミルズに到着したい。

　しばらく行くと、道が開けてきた。

　ここから先の道はそれなりに舗装されていた。

　目に留めた木の看板に〝ミルズ〟と書かれている。

　長そうなカーブをこのまま進むと、目的地か……このペースなら今日中に着けそうだ。

　先を行くと、ポツポツと人とすれ違い始めた。

　旅人風の格好が多く目につく。荷台付きの馬車ともすれ違った。

　次に、高い壁が視界に入ってきた。都市を守る防壁か。

　簡素な門も確認できる。門番が二人立っていた。

　男女一人ずつ。手には槍やり。腰には剣を携えている。

　――第一印象は、なるべくよくしておくか……。

　ピギ丸に「静かにしてろよ？」と小声で囁ささやく。

　極小の声量で「ピ」と短い返事が戻ってきた。

「それと、見つかりそうになったら例のアレで押し通す。合図は理解したな？」

「ピ」

「よし」

　短く息を吸って意識を入れ替えた俺は、門を通り過ぎようとする。

　予想通り、女の門番に呼び止められた。

「待て。見ない顔だな」

　ミルズはよそ者の出入りが少ないのだろうか？　それとも、単に記憶力がいいだけか？

「ふーむ……武器が見当たらないが、傭よう兵へいか？」

「その……ここで何か仕事があれば、と」

　俺は頼りなく苦笑してそう言った。納得顔になる女門番。

「ははぁ？　ひと山あてるために、例の遺跡攻略募集を耳にしてきたんだな？」

　遺跡攻略募集？　知らない話が飛び出した。

　あの危険すぎる廃棄遺跡のことではないと思うが……。

　ここで追及されてボロを出すのは避けたい。慎重に言葉を選ぶ。

「ええ、面白そうな仕事があると聞きまして」

　これなら詳細を知らない体は装える。俺は、物珍しそうに壁を見上げた。

「しかしこんなに栄えている場所だとは……これまでとんと都会には縁がなかったものですから。この壁だけでも物珍しくて仕方ありませんよ」

「ふん、ここの規模で〝こんなに栄えている〟ときたか。おまえ、よほどの田舎者らしいな」

　俺の足先から首までを値踏みする女門番。

「衣服が大分、汚れているな」

「長旅でしたから。ミルザは遠かったです」

「ミルザではない。ここはミルズだ。やれやれ……これだから、聞きかじりの知識しかない田舎者は」

　俺は愛想笑いを浮かべる。

「すみません」

「まったく……都市名すらろくに覚えてきていないとはな。田舎者は田舎者でも、筋金入りか。うーむ……この調子だと、私が名を聞いてもわからんくらいの辺境の出だな」

　門番たちの警戒心が解けていくのがわかった。余計かもしれないが、だめ押しを入れる。

「見てください」

　俺は、小刻みに震える腕を見せた。

「実を言いますと……門が見えたあたりから、もう緊張しっぱなしなのです」

「ははは！　そんなことで大丈夫か少年!?　さっきのやたらと綺き麗れいな細身の女の方が、まだ戦士然としていたぞ！」

　やたらと綺麗な細身の女？　もしかして森で出会ったあの女か？

　大雑把だが、条件は当てはまる。

　女門番が腰に手をあてた。表情からはすっかり不審感が失うせている。

「ま、他の傭兵の荷物持ちあたりなら務まるかもな。おい、こいつは通していいな？」

　女門番が男の方に確認する。男の門番が、了承を示すように腕を上げた。

「そもそも遺跡攻略で来訪した傭兵はなるべく受け入れるよう、侯爵様からも言われているしな。いいだろ、さっさと行け」

　表情を和らげ、俺は礼を述べる。

「ありがとうございます。がんばります」

　門を潜くぐると――口端が、吊つり上がった。

　小さく呟つぶやく。

「順調だ」

　身体検査や荷物検査もなかった。意外とアバウトである。

　そのへんは門番の裁量で決まるのだろう。

　小川にかかる橋を渡ると、大きめの通りに出た。村というほどには村ではなく、町というほどには町ではない。町と村の中間くらいの印象だろうか？

　抱いていた西欧圏の田舎地方の町並みのイメージに近い。

　都市というから、どれほどの規模かと思っていたが……。

　真っ直すぐ一本伸びる長い石畳。石の表面はやや煤すすけていた。年紀を感じさせる道だ。

　人は適度に行き交っている。通りが埋まるほどではないが、活気があった。

　ここは、目抜き通りってやつか。

「さて、まずは宿さがしだな」

　宿は三軒見つかった。

　出入りする者の身なりと外観でおおよその判断はついた。

　上中下――もしくは、松竹梅。

　今の俺はこの身なりである。ひとまず〝上〟は避けるとして……。

　一旦〝下〟に行って宿泊費を聞いてみるか。

　宿に入って、空気モブモードで聞く。

「こちらの宿は一泊いくらですか？」

「８００マカです」

　ちなみに単位の〝マカ〟は商業を司つかさどる神の名だとか。

　これもパンの値段と一緒にあの女から聞いていた。

　まあ、正確には俺が尋ねたわけではない。女がついでとばかりに教えてくれた。

　値段を聞いてから、思案する。

　宿泊費は十分払える。しかしこの宿は空きが相部屋しかないそうだ。

　ピギ丸のことを考えると相部屋は避けたい。

　俺は〝下〟の宿を出て、次に〝中〟の宿へ足を運んだ。

　こちらの宿泊費は２０００マカ。例の遺跡攻略募集とやらのせいで空き部屋に余裕がないらしい。ただ、運よく個室にまだ空きがあった。

　空き部屋の少なさから、金額の足もとを見られる可能性はある。

　が、このあと〝上〟の宿へ足を運んでいる間にこの空きが埋まるときつい。

　そうだな……ここで決まりでいいだろう。

　と、宿の主人が俺をジロジロ見ているのに気づく。好意的な目つきではない。

　ああ、もしかして――

「実は長旅だったもので衣服がかなり汚れてしまいまして。できれば衣服を洗う場所と、あと、何か着るものがあれば売っていただけませんか？」

　小袋から銀貨を一枚取り出す。カウンターに置き、主人の方へ差し出す。

「これはほんの気持ちです。ああ……部屋には衣服を替えてから入るつもりですので、寝具などを汚す心配はありません」

　と、主人の空気が豹ひよう変へんした。

「は――はいはい！　かしこまりました！　早速ご案内いたします！　替えのお召し物も、すぐにご用意できると思いますので！」

　主人がざっくりと俺の採寸をチェックする。主人は頷うなずき、ニッコリ微笑ほほえんだ。

「少々お待ちを」

　最初の嫌そうな空気は綺麗さっぱり消えていた。調子のいいことだ。

「あ、すみません。できれば手荷物だけ先に部屋へ置いてきたいのですが」

「ええ、ええ！　もちろんけっこうですよ！　あ、そういえばあなた様のお名前は――」

　……名前か。ここで本名を名乗るのはやはりまずいか。

　幸い身分証に類するものが必要な様子はない。

　であれば、偽名でよさそうだ。返事に時間がかかるのはまずい。不審に思われる。

　俺は、急いで偽名をこしらえた。

「ハティ・スコルです」

　北欧神話に登場する狼おおかみの名を適当に並べてしまったが……ま、有名どころからは微妙に外れているはずだ。この名を異界の人間と結びつけるやつもそうそういまい。

「ハティ様ですね！　かしこまりました！」

　主人が宿帳にスラスラと書き込む。

「はい、こちらがお部屋の鍵でございます！　お荷物を置きに行く間、わたくしは洗い場と着替えの準備をしてまいりますね～」

　イロをつけるとこうも応対が変わるものか。上客だと思われたのかもしれない。

　まあいい。気前のいい客として変に強い印象が残るのも、困ると言えば困る。

　が、不審に思われるよりはずっとマシだろう。

　主人と適当に二言三言交わしてから階段を上がり、俺は宿泊する部屋に入った。

　広さは八畳くらい。窓の傍そばにベッドが一つ。他の家具は、最低限かつ簡素だった。

　清潔感の方は申し分ない。掃除は行き届いている感じだ。

　皮袋を置き、鍵をかける。人の気配がないのを確認して、俺は相棒に呼びかけた。

「ピギ丸」

「ピュ」

　ピギ丸が床へ下りて丸型に戻る。

「しばらくこの部屋のどこかで隠れててくれるか？　着替えの時は隠しようがないからな」

「ピッ」

　緑の肯定。

「イイ子だ。あと、いざという時は――」

「ピギッ」

　俺が言い終えるより前にピギ丸はそれを実行した。

　完全な球体。

　サイズがやや小さくなっている。軽く叩たたいてみると表面が硬い――まるで、水晶玉。

「完璧だな」

「ピ♪」

　人前ではひとまず〝商売道具の水晶玉〟で通す。

　なんの商売か聞かれたら、占い師とかまじない師の修行中とでも言えばいい。

　下の階に降りると、主人がもみ手で俺を出迎えた。

「ご準備はできましたかハティ様？」

「ええ」

「では洗い場へご案内いたしますね？　ささ、こちらでございます」

　洗い場へ案内される。

　今の俺はもう用意してもらった衣服に着替えている。この服はもらっていいそうだ。

　洗い場は宿の裏手にあった。半屋外の洗い場。

　今はほとんど日が落ちている。灯あかりとして、柱にランプが掛けてあった。

　雨よけの庇ひさしも確認できる。

　洗い場を見渡す。

　……人力セルフコインランドリーって感じか。当然ながら便利な洗濯用の機械はない。

　壁から壁へ数本の紐ひもが張られていた。紐には洗濯物がかかっている。

　不用心といえば不用心だ。盗難を気にしない者が使っているのだろうか？

　諸注意等の説明を終えると、主人は中へ戻っていった。洗い場には俺一人となる。

「さて、始めるか」

　備えつけの木製台の上に洗濯物を並べる。

　ローブ、制服、下着類。

　制服はなかなかにボロボロな状態だ。破れたり千切ったりしたからな。

　実の親と暮らしていた頃は洗濯もやらされていた。

　叔父夫婦の家でも手伝い程度にはしていた。なので洗濯の心得は一応ある。

　洗濯機がないから、さすがに同じ感覚とはいかないだろうが……。

　壁の小棚に並ぶ小瓶を一本手にする。

　青みがかった液体。洗濯用の液体だと主人が言っていた。

「こっちの世界の洗剤みたいなものか」

　自由に使っていいと許可はもらっている。

　部屋の隅には水槽がある。俺はその蓋を外した。小さい虫が浮いているが、仕方あるまい。その水を入れて桶おけに水をはった。洗い液を使い、手もみで洗う。大した量ではない。

　洗濯は、すぐ終わった。

　今の服と同じく主人から貰もらい受けた麻袋。そこへ洗った衣服を放り込む。

　ひと通り洗濯を終えると、俺は本棟へ戻って主人に尋ねた。

「洗ったものを部屋に干したいのですが」

　主人が少し考え込む。鉄貨を一枚渡すと、主人はあっさり許可を出した。

　ついでに干し台も貸してくれた。

　礼を言って二階へ行き、部屋に入ってまず洗濯物を置く。

　そして、部屋の外から運び込んだ干し台にサクッと洗濯物を干す。

　洗濯物を入れていた濡ぬれた麻袋も一緒にかけておいた。

「ふぅ……これでようやく、ひと息つけるか」

　ベッドに腰掛けると、ベッド下からピギ丸がフミョフミョと出てきた。

「プユ～」

　ピギ丸が床の上で左右にプルプルし始める。

「ピ、ピ、ピ、ピ」

　こうして微弱にプルプルしているだけの時は〝どうか自分のことはお気になさらず～♪〟の意思表示だ。オブジェ感覚で無視してくれというアピールらしい。

　俺が考え事を始めようとしたのを察したのだろうか？

　だとすれば――なんなんだ、この空気を読めすぎるスライムは……。

「まあ、ともかく……」

　口もとに手をやり、思案を始める。

　このミルズで休息と今後の旅支度は問題なくできそうだ。

　次は……その先の方針を決める必要がある。

　旅の当座の資金はまだ気にする段階じゃないはずだ。あの四人組の手持ちは相当な額だった。宝石を換金する必要をまだ感じない程度には、懐は温かい。

　で、次は――目的の設定だ。

　第一は禁呪の呪文書の読み手を捜すこと。

　その読み手の情報を持つとされる人物。

　金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいに隠れ住むという禁忌の魔女。

　最初の目的はやはり、その魔女に会うことだろう。

「あとで魔群帯の情報集めもしてみるか。他は――」

　少しずつこの世界の情報の把握をしていきたい。

　腹を割って話せるこの世界の事情通が一人仲間にいると楽なのだが。

「あとは……」

　プルプルするピギ丸を見る。

　魔物強化剤――ピギ丸の能力向上。

　いずれ、こいつに前衛を任せられる日もくるのだろうか？







　散策調査のため、宿の外へ出る。

　空はすっかり暗いものの、大通りは明るく賑にぎやかだった。

　通りには屋台も出ている。治安も悪くなさそうだ。

　通りを軽く歩いてみた。今のところよそ者を不審がる視線はない。

　ここでも武器を携えている旅人風の人間がたくさん目についた。

　街中での武器携行は認められているらしい。

　とある店先で、俺は立ち止まった。看板のマークが気になったからだ。

　剣と盾のマーク。なんの店かは、ある程度なら看板のマークで把握できるかもな……。

　試しに看板を掲げる店を探してみると、いくつかの看板に巡り合った。

　武具を扱う店、道具を扱う店、衣服を扱う店、食料を扱う店、酒場。

　他にもいくつか想像のつく看板を確認できた。

「一般的な〝町〟からイメージする店はひと通りあるみたいだな……ただ、あれは――」

　杖つえの紋章。魔術の道具なんかを売る店だろうか？

　どことなく風変わりな建物。妖しげな洋館のテイストが連想される。

「あとは――」

　あの書状っぽいマークの看板。なかなか立派な建物だ。

　関所の手形や証書とかを発行する場所だろうか？　役所的な？

　見ると、旅人や戦士風の人間が出入りしている。いわゆる〝冒険者ギルド〟ってやつかもしれない。他には、小さな神殿っぽい建物が目についた。

　俺は、クソ女神が信仰対象でないことを神に祈った。

　で、あの辺が俗にいう娼しよう館かんとかのある区域か。

　雰囲気でなんとなくわかる。が、あそこに用はない。俺は最初の通りに戻った。

「町の把握は、こんなところか」

　腹も減ってきた。今夜はこのまま、宿へ戻るとしよう。







　皮袋の転送機能の問題点はゴミが残ることだ。

　現代包装のゴミは心情的に処理に気を遣う。現状どう処理すべきかを俺は決めあぐねていた。森の中で一度、こんなことも思いついた。

　ピギ丸がゴミを溶かしてくれるのではないか？

　期待して試してみたが、無理だった。

　付着していたソースなんかは溶かして（食べて？）くれたが、ビニールや紙類は溶かせないらしい。溶かせるものとできないものとがあるようだ。まあ、何もかも溶かせたら無限にゴミ処理ができてしまうわけで。そこまで都合よくはできていない、か。

　いずれにせよスライムは思っていたより奥が深い。

　序盤の弱いだけの魔物という認識は改める必要がありそうだ。

　ピギ丸のことを考えつつ、木製のスプーンを手に取る。

　今、俺は宿の一階で食事を取ろうとしていた。

　この宿は一階の半分が酒場になっている。食堂と兼用だそうだ。

　俺は、部屋の中央近くの卓に一人で座っていた。

　あえてこうして食堂で食べるのには一応、理由がある。

　まず、この世界の料理を普通に体験してみたかった。

　今日の料理は、肉メインの煮込みスープ、細長い米を炒いためた香草入りの料理、あとはライ麦パン（だと思う）。パンは切り分けられている。ラスクっぽい平型だ。

　煮込みスープをスプーンで掬すくい、ゆっくり啜すする。

　……ウマい。微妙にピリ辛。スープに溶け出した野菜の味と辛さが絶妙に合う。

　ピリッとした辛味と、肉の脂が思った以上に調和している。

　胡こ椒しようっぽい風味も感じられるだろうか？　程よくスープを吸った葉菜もウマい。

「というか」

　チラッと視線を移動させる。平型のパンを摘つまみ、スープに浸す。

　湿ったパン生地を嚙かむ。

　……予想通り、これはウマい。

　不安もあったが、もはや吹き飛ばされた。主人がこのパンを一緒に頼むのを勧めた理由もはっきりした。なるほど、こういうことか。

　次は香草入りの炒め飯をスプーンで口へ運ぶ。

　うん、イケる……。印象はパエリアに近いか。塩っ気のある香草のアクセントが特にイケる。極細に切られた炙あぶり肉も、食べごたえにひと役買っている。

　異世界の料理、なかなか侮れない。宿泊はオマケで、メインは食事。

　料理の値段は多少張ったが、これなら主人の戦略も頷うなずけようというものだ。

　喉が軽い渇きを覚えた。陶器のカップを手に取る。

　入っているのは半透明の水。アラマ水という飲み物らしい。

　口に含むと、薄うっすらとミントっぽい味が広がった。口内がさっぱりする。

　前の世界の料理と比べるとやや味は大雑把に感じる。

　荒々しい、とでも言おうか。しかしその分、がっつりした味を堪能できた。

　繊細さや味のまとまりでは現代メシに軍配が上がるか。

　あくまで今のところは、だが。

　料理は、まだ半分くらい残っている。残りはゆっくり食べるとしよう。

　この酒場に来たのは異世界の料理に触れる目もく論ろ見みもあったが――メインは情報収集。

　食事時らしく客の数は多い。こういう場所でこそ得られる情報があるはずだ。

　いざとなれば酒でも奢おごって同席する手もある。

　ゆったり食事を楽しむ体を装いつつ、俺は耳をそばだてた。

「領主さまの例の呼びかけで、ミルズもまた賑やかになってきたなぁ」

「近隣から傭よう兵へいたちが押し寄せてるからな。宿のおやじどもは今が稼ぎ時さ」

「ミルズ遺跡の新層発見は土地に活気を生むからなぁ」

　これまで得た情報を並べていく。

　領主、傭兵募集、遺跡の新層発見。

　領主が遺跡ダンジョンの攻略を傭兵に依頼する感じか。

　傭兵がミルズに集まっている理由はこれのようだ。

　ふむ、ここにも〝遺跡〟か……過去に滅んだ文明でもあったのだろうか？

　話を聞くに、ダンジョン化しているようだが。

「ところでよ……あの話、聞いたか？」

　近くの席で別の話題が持ち上がった。三人組の男が座っている席だ。

「なんの話だよ」

「ハイエルフの姫騎士の話さ」

「ハイエルフ？　そいつはエルフと違ぇのか？」

「似たようなもんだろ。多分、ダークエルフよりは一緒くたにしていいはずだ」

　……エルフが実在しているのか。どうも、ダークエルフもいるみたいだ。

「とりあえず耳が尖とがってりゃ全部エルフでいいさ」

「ま、細かい違いの話はどうでもいい」

　男が話を仕切り直す。

「でな？　ネーア聖国の王都から消えた噂うわさの元聖騎士団長ってのが、実はハイエルフの国のお姫さまらしいんだよ。傭兵の間じゃそこそこ有名な話みたいなんだけどな？」

「わかんねぇなぁ。エルフのお姫さまが、なんだって人間の国で騎士なんかやってたんだ？」

「理由なんざ知らねぇよ。で、そのエルフの姫君に懸賞金がかけられたって話だ」

「けど、だからどうしたってんだよ？　話の筋が見えねぇよ」

「いや、実はその懸賞金の告知に添えられた似顔絵ってのがまた大層な美人でよぉ？　うちの連れと同じ生物とは思えねぇんだ」

「へぇ!?　ど、どんな顔だった？」

「傭兵ギルドに行けば見られるぜ」

「よっしゃ、あとで拝みに行くぞ！」

「いや、今の傭兵ギルドは例の募集目当てで集まった連中でごった返してるからやめとけ。あいつらガラの悪いのも多いからな。因縁つけられたらたまらねぇ」

　傭兵ギルド。あの書状マークの建物だろうか？

　やっぱり傭兵に仕事を斡あつ旋せんする組織って感じか？　護衛とか。魔物退治とか。

　思い返せばガヤガヤ賑わっていた。建物の外からでも、わかるほどに。

　戦い慣れしてそうな人間の出入りも多かった。

「しっかしエルフってのは、幻術の結界を張って人里離れた場所に隠れ住んでるのが大半なんだろ？　実物なんて滅多にお目にかかれるもんじゃねぇよ」

「男も女も目ん玉が飛び出るほど綺き麗れいどころが揃そろってるって聞くぜ？」

「奴隷商は目の色を変えて欲しがるって聞くよな」

「ちなみにエルフって強ぇのか？」

「なんでも精霊の力を借りて戦うんだと」

「セイレイ？　なんじゃそりゃ」

「気味が悪ぃな」

　酒の席はいい。気と一緒に声も大きくなる。おかげで内容を聞き取りやすい。

　会話も饒じよう舌ぜつになる。酒飲みの実の親がそうだった。

　やはりこういう場所は情報収集に適している。俺自身は、酒は飲めないが。

「そういや、大たい魔ま帝ていの話は聞いたか？」

　大魔帝。例の世界を脅かす邪悪とやらか。

　そいつのせいで、俺たちはここへ呼び出された。

「傭兵どもの間でも噂になってるな。北の大誓壁ナイトウオールが落ちたんだろ？」

「驚いたよなぁ。こっちは大丈夫なのか？」

「なぁに、所詮はずっと北の話さ」

「けどよ、このまま南下し続けて……たとえば、大遺跡帯の魔物と合流なんかしたらヤバくないか？」

「安心しろって。こういう時はあの女神ヴィシスのいるアライオンも動くだろうし、この大陸には各国にバケモンみてぇな騎士団や軍隊が揃ってるだろ？」

　クソ女神の名前が出た。やはり有名らしい。

「まぁな。そういや、どこが一番強ぇのかな？」

「狂きよう美び帝ていファルケンドットツィーネの擁する〝輝き煌こう戦せん団だん〟も、戦じゃ負けなしで有名だよな」

「大誓壁を失ったといっても、北のマグナル王国には白はく狼ろう騎士団がいるだろ？」

「西のヨナト公国にゃ〝殲せん滅めつ聖せい勢せい〟もいる」

「うちのウルザ王国にだって、魔戦騎士団があるぜ」

「とはいえ」

「ああ」

　三人が同意を示す。

「大陸最強はやっぱり、バクオス帝国の黒竜騎士団だろうな」

「異議なし」

「〝五ご竜りゆう士し〟だけで一国級の戦力だって聞くぜ？　五竜士の中には〝人類最強〟や〝勇ゆう血けつ殺し〟もいるんだろ？」

「黒竜騎士団と大魔帝との戦いかぁ。男としちゃ、いやでも興味が湧くよなぁ」

「そういやさっき話に出てた姫騎士がいたっていう聖騎士団だが、ネーア聖国だったよな？　あの聖騎士団もなかなか評判だっただろ？　女だけで構成されてるってのでも有名だったし」

「ネーアはバクオスにあっさり降伏しちまったからなぁ」

「今じゃバクオスの領土はこのウルザのすぐ隣だろ？　おれたちは大丈夫なのか？」

「バクオスとは確かアライオンを間に挟んで平和協定を結んでるはずだ。大丈夫だろ」

「アライオンかぁ。噂に聞く勇者召喚は、もうやってんのかねぇ？」

「あそこは他国へ情報を出したがらないので有名だからな。もう異界の勇者を抱え込んでいるのかも」

　男の一人が骨つき肉を陽気に齧かじる。

「大丈夫だ！　酒とウマい肉さえあれば、怖いもんなんざ何もねぇ！　勇者や大魔帝だってウマい酒と肉の前では無力のはず！」

「その通り！」

「お国は滅んでも、酒は滅びぬ！」

「よく言った！」

「かんぱーい！」

「うぇーい！」

　勢いづいた男たちが酒をグビグビ呷あおる。

　最強談義をしている間も彼らは飲み続けていた。かなり酒が回ってきている様子だ。

　呂ろ律れつの方も、一緒に回らなくなってきている。他の客もそんな感じだった。

　耳を引く情報もそろそろなくなってきたか……。

　情報収集を打ち切って部屋へ戻ることにした俺は、二階へ上がった。

　初耳の国名をいくつか知れたのは収穫と言えるだろう。

　まあアライオン以外の騎士団やら何やらは俺とは関係ない。

　現状、重要な情報ではなさそうだ。ここでも酒の肴さかなになる程度の話題のようだし。

「旅の道具を揃えて、明日にはミルズを発たつか……」

　今夜はこのまま休むとしよう。

　と、俺は廊下で立ち止まった。

「待てよ？」

　ずっと引っかかっていたものの正体――思い出した、かもしれない。

　急いで部屋に戻る。

「――っと、その前に」

　持ち込んだ夕食の一部をやると、ピギ丸は喜んで食べ始めた。

「ピユ、ピユゥ～♪」

「で――」

　皮袋から手早く『禁術大全』を取り出す。ベッドに腰掛け、ページを捲めくる。

　誌面に指先を滑らせる――指先が、停止。

「……あった」

　前に一瞬だけ目にしていたのだろう。頭の片隅にこの記憶の断片が残っていた。

　だからずっと、引っかかっていたのだ。おそらくは、あの女が森でその名を口にした時から。すぐに気づけなかったのは〝第一〟ではなかったからか。

　意識が一番目の実験にだけいきすぎていた。
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『魔物強化剤の素材』

『スケルトンキングの骨粉を用いた強化剤の作成』

『スライム→有効』

『第二実験に使用』

『スケルトンキング生息地リスト』




『ミルズ遺跡（深部）』
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　◇【廃棄遺跡の調査隊】◇




　闇色の森を歩く数人の男。調査隊の一人が足を止め、背後を振り返った。

「あの死体、なんだったんですかねぇ？」

　隊長も足を止めて振り向く。

「さあな。せいぜい行き倒れの傭よう兵へいってとこだろ？」

「ミルズへ向かう途中だったんですかね？」

「かもしれん。この森に用があるのは、ミルズを目指す者くらいだろう。おれたち以外はな」

　隊員の一人の顔色が悪いのに気づく。その若い青年は、ひどく青ざめていた。

「あんな状態の死体を見るのは初めてだったか？」

「は……はい……」

　死体はひどい有様だった。

　数は四つ。どれも顔が判別できなかった。獣か魔物に食われたのだろう。

　ガタイのよい隊員が、腰の剣柄を叩たたく。

「この森で行き倒れたってことは、大した実力の傭兵じゃなかったんでしょうぜ」

「あの死体、一人も金を持っていなかったよな？」

　行き倒れの死体は稀まれによい小遣い稼ぎになる。

　もちろん死体の荷物は漁あさった。しかし、金は見つからなかった。

「野盗にでも遭遇したのかもしれませんね。ここいらにも、たまに出るって噂うわさですし」

「魔物に殺されたあと、他の旅人が死体から盗んだとか？」

「この森の魔物程度に殺されてるようじゃ、傭兵にゃ向いてねぇよ」

「ついに廃棄遺跡の魔物が地上へ出てきたとか？」

「ははは、もしそうだとしたら魔戦騎士団にご足労願わないとな」

「ですなー」

　冗談まじりに推理を並べていく隊員たち。

「お、我らが仕事場が見えたぞ」

　廃棄遺跡。見慣れた風景。今回も変化はない。当然か、と隊長は思った。

「このたびも異常なし、っと」

「変化に乏しい仕事ですよねぇ」

「だからいいのさ。よし、いつもの確認をちゃっちゃと済ませるぞ」

「隊長って、真面目ですよね」

「仕事だからな」

　これは同盟国のアライオン経由の仕事である。

　廃棄遺跡の定期調査。ウルザとアライオンは、互いに手を取り合ってきた。

　おかげで長らく良好な関係が保たれている。

　この仕事につけてよかった。隊長は心からそう思っている。

　まず金払いがいい。なのに、仕事内容はといえば楽なものだった。

　背負い袋から魔導具を取り出す。魔法の水晶だ。女神ヴィシス手製の魔導具。

　これは、長年この調査隊に受け継がれてきた。

　遺跡の壁沿いに歩く。なんの変哲もない壁の一部を押す。

　ガコッと音がして、窪くぼみが出現。腕が入る程度の幅を持つ細長い穴だ。

　穴に水晶を近づける。

　黒水晶。これが白金色に変わるのを確認すれば、仕事は終わりだ。

　変色する原理は知らないが、それを調べる気など微み塵じんもない。

　楽な仕事。調査隊の誰もが喜んでその楽さを享受している。

　廃棄遺跡がどういう場所かは知っている。

　けれど興味はない。誰がどこへ送り込まれようと、関係がない。自分の人生とは無縁の話。危険と縁のない楽な生活ができればそれでいい。変化は望まない。

　皆、その楽さに慣れ切っていた。自分もそうだ。面倒事など、まっぴらごめんだ。

　この楽で金払いのイイ仕事をずっと続けていたい。

「ん？　あれ？」

「どうしました、隊長？」

「色が、変わらない」

　黒水晶がピクリともしない。いつもは穴の奥の何かが白金色に光る。

　それと呼応するように、手もとの水晶も変色するはずなのだが……。

「隊長！　こ、これって――」

「ああ」

　隊長は真剣な目つきになった。渋い表情で口もとに手をやる。

「ついにこの水晶も、寿命だな」

「女神手製の魔導具にも寿命はあるんですねぇ～」

　指先で水晶を小突く。

「新しいのと、換えてもらわないとなぁ」

「となると、戻ったらアライオンに報告ですか？」

「いや――」

　隊長は一拍置いて答えた。

「半年後の定期報告の時にまとめて伝えればいいさ。その時に交換してもらおう」

「いいんですか？」

「こういう報告はアライオンまで話を通すから手続きが面倒なんだよ。自国だけの話なら手続きも楽なんだが。あと、おれはどうも文書官どもが苦手だ」

「あーわかります」

　調査隊は遺跡から立ち去る準備を始める。

「ま、今回の報告書もいつも通り〝異常なし〟でいいだろ。実際、変わったところはなかったわけだし」

「実はこの廃棄遺跡を生きて出た人間がいたりしませんかねぇ～？」

「ははは！　そいつはありえねぇよ！」

　冗談を笑い飛ばすと、隊長は遺跡の方を振り向いた。

「ここを生きて出た人間の話なんか、過去の記録を調べても一つとしてないんだから」

　生存率ゼロの廃棄遺跡。変化など、あろうはずもない。

　隊長は、役目を果たさなかった水晶をベルトの皮袋にしまった。

「楽な仕事だよ、まったく」







　◇【三森灯河】◇




　翌朝、俺は宿の一階で朝食をとっていた。

　今日の服装は昨日取り替えた服と、乾いたローブ。制服は麻袋にしまってある。

　昨夜は久々にぐっすり安眠できた。頭の方もスッキリしている。

　食堂の席は半分以上が埋まっていた。こんな時間から酒を呷あおっているやつもいる。今朝は傭兵っぽい連中も多く目についた。食事を終えた俺は、宿の主人に尋ねた。

「遺跡攻略の募集の話について少し聞きたいのですが。なんでも、侯爵様が人を集めているとか」

「ああ、ハティ様もやはりそれで来られたのですね？　ええ、確かに領主様が遺跡の新層攻略の募集をかけております。でしたら――」

　募集に関する内容を主人が教えてくれた。

　今日、ちょうど説明会的なものがあるそうだ。参加条件は特になし。傭兵ギルド員だと登録がスムーズな程度らしい。つまり、俺でも参加できる。

　場所は町外れの広場。

　早速部屋へ戻った俺はピギ丸をローブ下に纏まとい、広場へ向かうことにした。







　到着前に広場の位置はすぐわかった。その一帯だけいやに賑にぎやかだったからだ。

　林道を抜けると、視界が開けた。

　ざっと見て五十人はいるだろうか。皆、旅や戦いに慣れている雰囲気があった。

　普通に旅人や傭兵と言われてパッと思い浮かぶイメージに近い。ここがファンタジー系海外ドラマの撮影現場と言われても頷うなずける。広場の一角には台が設置してあった。まるで、イベントのステージみたいに。あの上で開催者が説明をするのだろう。

「時間を把握できる道具を、あとで買っておくか……」

　時刻の把握は元いた世界と近い感覚でいけそうだった。

　十二の時刻に割り当てられた十二の獣。

　時を示す各獣が１時～12時に割り当てられている。そこへ午前と午後の概念が加わる。

　陽ようの獣が午前を示し、陰いんの獣が午後を示す。

　ただ、こっちの世界の基準で考えると頭が混乱しそうだ。

　なので自分の中では日本の時間感覚に思考をセットしておく。

　宿を出たのは、午前９時半ちょっと前。

　主人によると10時が主催者の指定時間だった。

　その時、広場の一角で声が上がった。

「ほっほぉ～!?」

　濁りを帯びた高めの声。

「この場にひどく似つかわしくないお方が一人、まじっているようですねぇ～？」

　ん？　まさか俺のことか？

「外がい套とうなんか纏っていてもわかりますよぉ～？　あんた、ずいぶんと小奇麗だ。フードから覗のぞく部分だけでもとんだ美人だとわかりますねぇ？　しかも気品まで漂っている。さぞかし名のあるお方なんでしょうなぁ？　そんなお方が、どうしてこんなところにぃ？」

　違った。俺ではない。長身の細マッチョが、細身の女に因縁をつけていた。

「何か？」

　あの声……。

　細マッチョが耳を澄ます仕草をする。

「ほぉ!?　声の方も素晴らしく澄み渡るお声では、あ～りませんかぁ～!?　ま～るでぇ――」

　見透かした目つきをする細マッチョ。

「どこぞの聖騎士団の、元団長さんみたいだぁ！」

　周りがざわつき始める。

「え？　まさかあの女、姫騎士セラス・アシュレイン？」「元々ハイエルフの国の姫さまだっていう噂の？」「聞いた話じゃ、バクオスに占領されたネーアから姿を消したって聞いたぞ？」「え!?　その元団長がこのミルズに!?　マジかよ!?」「バクオス帝国から、多額の懸賞金がかけられてるんじゃなかったか!?」

　細マッチョは意図的に注目を集めにかかっている……。

　俺は、状況を注視していた。とりあえず声でピンときた。あれは森で出会ったあの女だろう。とはいえ、助けに入る義理はない。女との間にもう貸し借りはなくなっている。俺も今は目立ちたくない。いや、そうでなくとも手を出すつもりはない。なぜか？

　女には余裕があった。困っている様子もない。沈着そのものだ。多分、ここを切り抜ける目算があるのだろう。下手に俺が介入すると、邪魔になりかねない。まあ――

「…………」

　ここにいる全員を俺のスキルで麻ま痺ひさせるのは、可能だとは思うが。

　細マッチョが意気揚々と女に詰め寄る。

「実を言うと、僕はかつてネーア聖騎士団の団長さまにお会いしたことがありましてねぇ？　それはそれは、お美しい方だった。ただ……せっかくこの僕が食事にお誘いしたのに、とぉっても無下に扱われたわけですが！」

「あなたとお会いした記憶はありませんが」

「ぐっ！」

　細マッチョがイラッとした反応をみせる。

「そ――そうでしたそうでした。記憶が甦よみがえってきましたよ……あの時もそんな風に、お高くとまった態度でこの僕を興味なさげにあしらってくれましたねぇ？」

「…………」

「で、す、が！　おかげでご尊顔はすっかり記憶に焼きついているのですよ！　豊かに実った、そのふしだらでけしからん胸もね！　バッチリ、記憶している！　トボけても無駄ですよぉ!?　惨めな逃亡者と化した、落ちぶれた姫騎士！」

「失礼ですが、人違いでは？」

　ニヤニヤする細マッチョ。

「でしたら、お耳の方はどうなんですかねぇ？」

　細マッチョが女のフードを得意げに指差す。

「エルフは人間と違い耳がピンと尖とがっている種族！　いやしかし、そのふんわりしたフードではお耳の形がわからない！　そう！　つまり何か隠しているのは明白！　明白明白ぅう！」

　確かにフードはゆったりとしている。長い耳をギリギリ隠せても不思議ではない。

「ここにいる皆もご存じの通り、この辺りにはエルフなど滅多にいません！　いえ！　このウルザ王国での目撃談など最近では皆無に等しいはず！　ですがですがですがぁ!?　た、と、え、ば！　最近話題のどこぞの国の逃亡者！　その逃亡者は、ハイエルフ！　ふはは！　バカは欺けても、この僕は欺けん！　その尖った耳こそまさに貴様が、セラス・アシュレインである証拠ぉぉおおおお！」

　細マッチョが、女のフードに手をかける。

「なんとも脇が甘ぁい！　甘い甘い甘い！　甘ぁぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]い―――ッ！」

　フードが勢いよく取り払われた。隠れていた女の頭部が露あらわになる。

「どうだぁぁああああ!?　姫騎士の正体を暴いたのは、この僕――〝閃せん光こう〟のモンク・ドロゲッティだぁ！　見よ見よ見よぉぉおお！　この尖った耳ぃぃいいいい[image: ][image: ]！　そしてこの並外れた美貌ぉおお！　たった一度でも目にすれば記憶に焼きついて、忘れようも――」

　細マッチョが、固まる。

「――な、い？　え……？　え!?　あれぇ!?」

　女の耳は、人間のものだった。

　尖ってなどいない。

　……まあ、そうだろうとは思った。

　俺が森で確認した時もそうだったのだから。顔が露わになって、答え合わせも済んだ。

　やはり森で会ったあの女だ。あの女もこの募集が目的でミルズを目指していたのか。
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　細マッチョが青ざめる。

「ば、馬鹿なぁ!?　しかも――」

　血相を変えた細マッチョが女の顔を凝視する。

「ち、違うぅ!?　顔が、違う！」

　女が息をつく。

「ですから、人違いだと言ったはずですが？　私の名はセラス・アシュレインではありません。名は、ミスト・バルーカスです」

　女は淡々と澄まし顔で言う。

「これで、気が済みましたか？」

「そ、そんな……馬鹿なことが……」

　動揺した細マッチョが震える手を伸ばした。女の耳に触れようとする。

　パシッ！

　女が、手を振り払った。咎とがめ気味に細マッチョを見据える女。叱しつ咤たの視線。

「触れる許可まで出したつもりは、ありませんが」

「そん、な……噓うそ、だ……噓だ、噓だ……」

　あんなにも自信満々で暴いたというのに。大立ち回りを、演じたというのに。

　まさかの、人違い。

　見ようによっては超ド級の大恥だが……。

「せ、セラス・アシュレインでないのならっ――」

　細マッチョが口角泡を飛ばし、女を指差す。

「お、おまえはなぜこのミルズにいるぅうう!?　旅の目的はぁああ!?　ちゃんと言えなければ、お、おお、おまえは噓だぁあああ！　噓っぱち女だぁあ[image: ][image: ]！」

　恥辱が極まって錯乱でもしたのか。細マッチョの質問は支離滅裂になっていた。

　ここにいる時点でミルズにいる理由などわかるだろうに。が、女はまともに答えた。

「私がミルズへ立ち寄ったのは路銀を稼ぐためです。旅の目的は――」

　と、背負い袋のポケットから女がベールを取り出した。

「その、ベールは――ッ」

　あのベールがどうかしたのだろうか？

「ええ、お察しの通りです。私はヨナト公国を目指し、旅をしています」

　ヨナト公国。

　ゆうべ宿の酒場で耳にした国名だ。殲せん滅めつ聖せい勢せいとやらが強くて有名なのだったか。

「ご存じの通り、このベールは聖勢を募っている聖女の呼びかけに応じようとする者の証あかしです」

　聖勢。

　聞き慣れない言葉だ。ただ、集団や組織の呼び名だと想像はつく。

「おわかりいただけましたか？　ヨナトを目指す旅の途中でこの遺跡攻略の募集を耳にし、路銀を稼ぐため立ち寄っただけです」

「ぅ、ぐ……ッ！」

　細マッチョはぐうの音も出なくなっていた。周りがざわつき始める。

「あれだけ騒いで、人違いって……」「一瞬、マジに噂うわさの姫騎士かと思ったじゃん」「ま、傭よう兵へいギルドの似顔絵とも違うしな」「つーか言われてみりゃあ、バクオスに追われてる逃亡者がこんな人の多いところへ出てくるわけねぇか」「あのモンクとかいうやつ、まさに〝閃光〟の速度でバカ晒さらしやがったな」

　細マッチョがプルプル震えている。その瞳に渦巻いているのは、憎悪。

「許、ざん……この屈辱……貴様、許さんぞぉぉ……見目麗しい女というのは、どいつもこいつもぉ……覚えておけぇぇ、ミスト・バルーカスぅぅ……ッ！」

　女を指差しつつ、細マッチョは広場の隅へ引っ込んだ。

　いや、逆恨みもいいところだろ……。

　フードを被かぶり直す女が視界に入る。あの女も、引っかかるといえば引っかかる。

「……人違い、か」

　その時、一人の傭兵が声を上げた。

「お、来たぜっ！」

　広場の方へ馬車が近づいてくる。乗馬した男女が周りを固めていた。

　皆、武装している。馬車の護衛か。

　馬車が停止すると、恰かつ幅ぷくのいい男が降りてきた。男はそのままステージに上がった。

　傭兵たちがステージの方へ集合してくる。

「諸君、よくぞ集まってくれた！　存じている者も多いだろうが、改めて自己紹介をしよう！　わしはクレッド・ハークレー！　好事家のハークレー侯爵として知られておる！」

　俺は初耳である。なので、自己紹介はありがたい。

「このたび、わしの管理するミルズ遺跡で新層が発見された！　諸君らにはその新層の探索を依頼したい！　ただし、この依頼は前払いの報酬を一切用意していない！　だが、持ち帰った宝についてはわしがなるべく高く買い取らせてもらおう！　買い取り価格の交渉にも前向きに応じる！　それが、諸君らへの報酬だ！」

　侯爵は説明を続けた。

　魔物の死体から得た素材は自由にしていいそうだ。素材の買い取りも一応してくれるらしい。となると……スケルトンキングの骨粉は持ち帰れそうだな。

　出入りの際は荷物のチェックが入るとのことだ。

　遺跡に眠る宝は、管理者である侯爵のものってわけか。

「そしてミルズ遺跡のどこかに眠るという秘宝〝竜りゆう眼がんの杯さかずき〟を手に入れた者には特別報酬を出す！　報酬は、金貨３００枚！」

　傭兵たちがざわつく。

「おいおい、前より報酬が上がってるじゃねぇか」「生きてるうちにどうしても欲しいんだろうな」「金貨３００枚はすげぇな……」

　けっこうな大金らしい。

　侯爵に指示されて護衛の一人が台に上がる。護衛は丸めた羊皮紙を開き、俺たちに提示した。羊皮紙には竜眼の杯の絵が描かれている。

　遠い昔に隠された秘宝だと侯爵が説明した。

　ちなみに魔法の道具ではないそうだ。単なる珍奇な調度品らしい。

「この杯で上等な酒を飲むのがわしの夢でな！　きっとこの杯で酒を飲むあかつきには、古代人を征服した王の気分になれるであろうぞ！」

　さざ波のような笑いが起こる。愛想笑いが大半だった。いいからさっさと進めろ、という空気が漂う。空気を察したのか、侯爵が苦笑いで護衛に指示を出す。

　テキパキと護衛が動き、参加者の登録作業が始まった。俺も列に並ぶ。

　一部の傭兵はすぐ登録手続きが終わっていた。カードのようなものを提示している。おそらく彼らは傭兵ギルド員だ。とはいえ、非ギルド員も登録は名前の記載のみだった。

　似顔絵でも描かれるかと思ったが、それもなかった。

　ミルズ遺跡の攻略は出入り時のチェックがある。

　つまり、宝の持ち逃げが不可能な管理体制になっている。

　まあ、俺が必要なのは魔物の素材なのでどうでもいい。

　遺跡の入口は、広場を抜けた先にあるそうだ。

　このまますぐ遺跡へ向かったグループもいた。

　俺は一度、準備のため町へ戻ることにした。

　道を行く途中、あの女が歩いているのに気づく。女は俺の前を歩いていた。

　ミスト・バルーカスといったか。歩調は俺の方が速い。

　すれ違いざま、互いに視線が合う。俺は無言で通り過ぎようとしたが、

「あの」

　女が、声をかけてきた。

　ここで無視はいささか気が引けるな……。まあ、女には少し聞きたいこともある。

　俺は足を止めた。そして言葉を返す直前、一瞬ほど悩む。

　……今さら、丁寧口調に変えるのもアレか。

「あんたも目的地はミルズだったんだな」

　気づいていなかった体で話しかける。

「あなたもあの募集でここへ？」

「……まあな。それと、さっきは災難だったな」

「あれくらい、大した問題ではありません」

「だとしても一応、気をつけておいた方がいい」

「何をですか？」

「さっき絡んできたあの男だ。あのあと、怒りと憎悪で顔を真っ赤にしていたぞ」

　女は悩ましげに眉をひそめた。

「たまに私は、ああして人を怒らせてしまうのです。穏便に済ませようと心掛けてはいるつもりなのですが……ままなりませんね。それに今は好まれて近づかれるよりは、嫌われて相手が遠ざかる方が楽ですから」

「色々あって、性格でもねじれたか？」

　微苦笑する女。

「かもしれません。では、私はこれで――」

「あんたが、人との関わりを意図的に避けているのはわかる」

　場を離れかけた女が、足を止めた。女の目つきが思慮深いものへ変わる。

「あなたも同じだと、私はそう感じましたが？」

「それを踏まえた上で、頼みがあるんだ」

「頼み……？　なんでしょう？」

「俺もこれからミルズ遺跡に入る。ただ、必要な道具やらを揃そろえるのはこれからで……要するに、初心者なんだ」

「ああ、そういうことですか」

　察しがいい。

「あなたは物価に疎かったのでしたね。ふっかけられないよう、買い込みの際に助言が欲しいと？」

　頭の回転も速い。

「まあ、そういうことだ。助言料はちゃんと払う」

　店の人間との腹の探り合いは疲れる。手慣れた者の知恵を拝借できれば、色々スキップできるだろう。相場を知るよい機会にもなる。

　俺は、ジッと女を見据えた。

「？」

　この女はひとまず信頼に値する人物だと判断している。騙だまされたら――まあ、その時は仕方ない。俺の認識と直感が甘かったと思って、諦めよう。

「その、ですね……実を言いますと、今の私は路銀を必要としています。ですので、それは私にも利のある提案なのです。助言料の話、甘えさせてもらってよろしいでしょうか？」

「なら、交渉成立か？」

「の、ようですね。任せてください。店主一人一人と交渉するよりは、私一人と交渉する方があなたの労は少ないかと」

「わかった、あんたを信頼する。よろしく頼む。じゃあ、早速――」

　俺は足を止めた。女が、手を差し出してきたからだ。

「ミスト・バルーカスです」

「……ハティ・スコルだ」

　手を握り返す。白い手。きめ細かい肌。指が細い。

　これが武器を持つ人間の手なのか。もっと硬い皮膚を想像していたが……。

　ん？　女が何やら微妙な表情をしている。……ああ、なるほど。

　この女、噓うそに敏感なんだったな。

「偽名だ」

「え？」

「わかるだろ？　俺もあんたと同じ訳アリだ。宿でもこの偽名で通してる。そして今の俺たちにとって、名前の真偽には意味がない。違うか？」

　女はフッと微笑ほほえんだ。

「はい、その通りです」

　交渉成立後、ミストと一緒に大通りへ入った。互いに口数は少ないが、問題ない。

　買い物につき合ってもらうだけだ。あくまで一時的な契約関係。

　向こうもそれをわかっている――と、思っていたのだが。

「ハティ殿はどちらの宿に？」

「…………」

　会話を広げにきた。……答えない理由もないか。俺は、宿の名を教えた。

「あ、同じ宿でしたか」

　同じ宿だったのか。顔は見なかったが……行き違っていたらしい。

「金が必要な割には、もう一つの安宿にはいかなかったんだな」

　女が苦笑する。

「一人部屋でないと、安眠できない体質でして」

「それはいつから？」

「え？　その――ずっと、昔からです」

　回答に急ごしらえの感があった。別の理由がありそうだ。女には相部屋だと困る何かがある。ピギ丸を隠したい俺と同じように。とはいえ、これ以上追及するつもりはない。

　女が道具屋の看板を指で示す。

「遺跡攻略や旅の道具は、あの店で揃えるのがよいかと」

　俺は店に入ろうとした。が、ミストが動かない。何か思案している。

「すみません、少しだけお待ちいただけますか？　確認したいことがあります」

　言って、ミストが店の裏手へ消える。しばらくすると、トテトテと戻ってきた。

「お待たせしました」

「何を確認してきたんだ？」

「正確には、再確認です。ただ――あまり気乗りがしないというか、我ながら小こ狡ずるいやり方ですけど。しかし今の私はハティ殿から交渉役を任された身。役目は果たさねば」

　いちいち生真面目さが垣かい間ま見みえる女だ。自分に厳しい性格っぽいな……。

「では、入りましょうか」

　俺たちは店に入った。アウトドア用品店を思い出す雰囲気。独特の木のニオイがする。

　ミストが屈かがみ込み、値札を検あらためる。

「相場よりだいぶ高い印象ですね」

　店主がニヤニヤしながら近づいてきた。

「どこから来たか知らんが、王都と比べたら仕入れも大変なんだ。ミルズで作れない品もけっこうあるからね。例の募集で傭よう兵へいたちの需要も上がってるし」

「その需要を見越していれば、仕入れは万全なのでは？」

　やれやれと首を振る店主。

「こっちにもプロの事情があるのさ。素人さんにはわからないだろうがね。この棚の状態を見ればわかるだろ？　予想以上に需要が多くて、在庫の数がないんだ。だもんで、チョコチョコ必死に入荷してる感じさ。理解できたかい？　だからその価格は、適正な――」

「店の裏手に積まれていた箱のいくつかには、ここに置いてある品と同じ名が記されていましたが？」

「あ、あんたっ!?　裏手のアレを勝手に見たのかっ!?」

「たまたま通りかかった時、目に入っただけです」

「あれは……空箱だよ」

「そうなのですか？　空のわりには、重い空箱でしたが」

「な、何勝手に人様の商品に触れてるんだよあんたぁ!?」

「申し訳ありません。通り抜けようとしたところ、箱が裏手の路地を塞いでいましたので」

「む、ぅ……」

「失礼と思いながらも、勝手にどけてしまいました」

「ろ、路地を塞ぐ形になっていたのは確かだが……けど人通りなんて、滅多にない裏路地だし……」

「ところで」

　ミストが立ち上がる。

「今ほど〝商品〟とおっしゃいましたが――空箱に触れただけのわりに、ずいぶんと神経質なのですね？」

「ぬ、ぐっ」

　形勢不利の空気を発する店主。次に彼の口から出たのは、ため息だった。

「こういうのに慣れてるっぽいな、あんた」

　ミストが表情を和らげる。

「節約しながら旅をしているものですから」

「わぁったよ。要するに、値下げ交渉だろ？」

「ええ、端的に言えばそうです。もう少し手持ちがあれば、そのままの値でも黙って買ったかもしれないのですが――今は、懐が寂しいもので」

「ん～」

　考え込む店主。ミストが俺を一いち瞥べつする。

「今日は二人分の荷物を揃えるために訪れました。この店の利益には、貢献できるかと思いますが」

「ちっ、仕方ねぇな……なら、まとめ買いの値引きって名目でどうだ？　ただし、条件はつけさせてもらう」

「なんでしょう？」

「今の話は他の傭兵には絶対バラすな。やり口が知れ渡ったら商売あがったりだからな。ここまできたらバラしちまうが……もう一軒の道具屋が珍しく仕入れに失敗して店を閉じてる今こそ、ウチにとっちゃ稼ぐ好機なんだよ。いいか？　もしバラしたら、二度とあんたらにゃこのミルズでウチの物は売らねぇ。他の店にも、厄介な客として噂うわさを流す」

「ええ、漏らさないと誓います」

「よし、交渉成立だ」

　ぼやきながらカウンターへ戻る店主。

「ったく、箱はさっさと店ん中に運び込んどくべきだったなぁ……ここんところ儲もうかるからって、ちょいとたるんでたぜ」

　なるほど、品薄商法だったわけか。

　今のところ店には俺とミストのみ。

　広場からさっさと引き返してきた二人である。他に客はいない。

　まず、ミストが自分に必要な道具類を買った。次に俺の道具類を購入。

　値引き後の価格は、値札のほぼ三分の一だった。

　大分ぼったくろうとしてたな……。

　店主が商品を陳列し直し始める。気持ち多めに並べている感じだ。露骨に商品が少ないと逆にバレやすいと考え直したようだ。値札もササッと書き換えている。

　俺たちが出ようとすると、店のドアが開いた。

「よし！　買い込むぞ！」

　ゾロゾロ入ってくる数人の傭兵たち。店主がミストへ小さく頷うなずく。今のは〝約束は守れよ〟の合図だろう。ミストも、軽く頷き返した。

　こうして俺たちは最初の店を出たあと、他の店を回った。







　遺跡で必要そうな道具はひと通り揃った。

　替えの衣服類、ベルト。

　腰のベルトには短剣と革製の鞘さやのセット。小型ハンマーも購入した。

　どちらも魔物の素材用である。皮を剝いだり骨を砕いたりする用途だ。

　他には保存食を少々。食料は、いざとなれば皮袋の転送機能がある。

　あとは細々とした道具類。寝袋も一応購入した。

　背負い袋も一つ購入してある。袋の中のスペースは、大きく二つにわかれている。

　片方には魔物の素材を入れられそうだ。買ったものをもう片方のスペースに放り込んでいく。それでもスペースにはまだ余裕があった。そもそも、荷物はそれほど多くない。

　元々は皮袋一つであの廃棄遺跡を彷徨さまよっていたのだ。

　食料、水、適当な寝床。この三つがあれば生き残れる。

　経験者は語る、である。

「何かと助かった。これは約束のアドバイス料だ」

　銀貨を三枚、ミストに手渡す。

　両手で受け取ったミストが「え？」と目を丸くした。彼女が顔を上げる。

「こんなに、ですか？」

「計算すれば俺は銀貨三枚以上を節約できてる。特に、最初の店で何も知らずに買っていたら大分損をしていた」

　銀貨を胸の前で握り込むミスト。若干、不本意そうな表情。

「お、お言葉に甘えてこの銀貨はいただきます。その……思っていたより助言料が高額だったので、実のところ気が引けてはいるのですが……ここまでの金額を、要求するつもりでは……」

　こういう馬鹿正直なところが叔母さんと似ている。声や言葉遣いは似ていないのだが。

「気にするな」

　どうせ所持金の八割はあの四人組から奪った金だ。例の宝石も残っているし。

「では私はこれ、で――、……？」

　ミストがふらつき、倒れ込んできた。少し前に出て彼女を抱き止める。

　……軽い。人並みの重みはあるが、軽く感じる。

　顔を覗のぞき込むと、目の焦点が微妙に合っていなかった。

「……ぅ」

「大丈夫か？」

　ミストが顔を上げた。

「あ――」

　ほぼ眼前にミストの顔がある。間近で見ると、目の下の隈くまがよくわかった。

「――ッ！」

　ミストが慌てて俺から離れた。細マッチョが触れようとした時のことを思い出す。

　あの時も、確か強い拒否反応を示していた。

　男に触れられたくない理由でもあるのだろうか？

　ミストは手早く髪を整え、吐息を漏らした。

「……ほっ」

「大丈夫か？」

「――え？」

「目の下に隈ができてるが、寝不足か？」

「え、ええ。よく眠れない日が続いていまして」

　彼女の言葉を思い出す。

『一人部屋でないと、安眠できない体質でして』

　ミストは個室を選んだ。なのに、眠れていない。不眠症？　あるいは、他に何か――

「と、とにかく私は大丈夫ですっ。少し疲労が強く出ただけですので。ご心配おかけしました。では、これで失礼いたします。お役に立てたのでしたら、幸いです」

　身を翻すと、ミストは素っ気なく立ち去った。

　これ以上の関わり合いを、避けようとするかのように。

「…………」

　今までおとなしくしていたピギ丸が、小さく鳴いた。

「ピ？」

「ん？　これからどうするのかって？」

「ピ」

　俺は再び町外れの広場を目指し、歩き出した。

「当然このまま、ミルズ遺跡攻略開始だ」







　遺跡の周囲は大きな柵で囲まれている。

　各地の遺跡はこうやって管理されているそうだ。

　ここミルズ遺跡もあの侯爵が管理している。

　遺跡の近くに建物があった。小さな砦とりでといった感じだ。管理側と思おぼしき人間が行き来している。大半が武装していた。魔物が地上へ蔓延はびこるのをここで阻止するのだとか。

「ところで、侯爵様は自前の兵で攻略しないのですか？」

　遺跡へ入る前、荷物チェックの担当官にそんな疑問をぶつけてみた。

「使えそうな傭よう兵へいはクレッド様の私兵として取り立てられたりもするからな。ここへ訪れる傭兵にとって遺跡攻略は〝上がり〟を手にできるかもしれない絶好のアピールの場でもあるんだよ」

　根無し草の傭兵と、貴族お抱えの私兵。後者を望む人間が多いと。

「何より新層攻略は危険がつきものだ。クレッド様も、馴な染じみの私兵はなるべく失いたくないのさ」

　傭兵なら使い捨て感覚で送り込める。俺は素直に感心してみせた。

「あなたは物事の裏までしっかり見通している人なんですね」

「そ、そうかっ？」

　まんざらでもない様子の担当官。頰の緩みを抑えられていない。

　大抵の人間は褒められて悪い気はしない。女神に褒められた時の小お山やま田だのように。

　担当官が周囲をチラッと確認した。そして、声を潜める。

「特別に、君にだけ教えてやるよ。新層の地図作成や魔物の棲せい息そく場所の情報はけっこうイイ金になる。クレッド様がそれをあとで買い取るのさ。ま、基本は早い者勝ちだがな？」

　裏の儲け話ってやつか。……構造がわかってきた気がする。

　先発隊としてまず傭兵を新層へ送り込む。その傭兵から新層の情報を得る。強い魔物は腕利きの傭兵が倒す。これらによって、可能な限り安全を確保する。そしてのちに侯爵が私兵を使って次の新層を探索する。で、また新層が見つかったら募集をかける。

　よくできている。

「おや？　これはなんだい？」

　担当官がピギ丸水晶を見つけた。

「商売道具です。といっても〝将来なれたらいいな〟という段階ですが……まだ駆け出しなもので」

　俺はできるだけ照れ臭そうに言った。

「占い師見習いか。君は多才なんだな。がんばれよ」

「ありがとうございます」

　ピギ丸水晶は問題なくチェックを通った。

　最後は首から下のボディチェック。これも問題なく通過。

　ちなみに男には男、女には女の担当官がつく。意外と細かな気配りがあるようだ。

　担当官が記帳を終える。

「気をつけてな」

「貴重なお話、ありがとうございました」

　チェック中、他にもいくつかの情報を得られた。

　聞けば傭兵には生意気な連中も多いとか。露骨に見下してくる者もいるそうだ。

　だからこそ先ほど俺が演じていた腰の低いタイプには、好感を持てたらしい。







　遺跡に入った直後、俺は入口付近の通路の壁に手で触れた。

「このへんの上層部は、皮袋の灯あかりはいらないっぽいか」

　壁に埋まっている石が淡い光を発している。

　地ち下か輝き石せき。

　壁から掘り起こすと光を失う。周囲の壁ごと引っぺがしても光は失われるという。

　原理は不明と聞いた。そして、この輝石は全層にまんべんなくあるわけではない。

　なので、存在しないエリアや深層では灯りが必要となる。

　これらも担当官から聞いた情報だった。

「ぶルぐゥぁァ！」

　魔物の鳴き声。通路の奥で一瞬、逃げ惑う傭兵たちが見えた。

「ひえぇぇ！　小こ牛ぎゆう鬼きだぁ！　事前情報にねぇ魔物じゃねぇか！　多分、新層から出てきたんだぁ！」「新層発見後は先に入る方がやっぱ不利だぜこれぇ！」「逃げろぉ！」

　小柄な牛人間みたいな魔物が、傭兵たちを追いかけていく。

　廃棄遺跡のミノタウロスを思い出す。あれの小型版な感じだ。金きん眼がんなのも同じ。ただし威圧感が比較にならないほど薄い。あのミノタウロスと比べると、さすがにな……。

「がァぁア――ぶモもォ？」

　小牛鬼が俺に気づいた。こちらへ身体からだを向ける。ターゲットを、切り換えたか。

「ぶルるゥ！　ぶ――ガ、ぁァあアあアっ！」

　首の脇に、ニョロッと突起が出てきた。

「ピ！」

〝こっちくるよ！〟といった感じに、ピギ丸が鳴く。

「ああ、わかってる」

　今日のピギ丸は見張りに気合が入っている。あの水場での失点を取り戻そうとしているのだろうか。俺は、あれを失点とは思っていないのだが……。

　まあ、気合が入っているのはいいことだ。

「ブるモぉォぉオお[image: ][image: ]――ッ！」

　小牛鬼が突進してきた。手を、突き出す。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　――ピシッ、ピキ――

「ぶ、ブぉ!?　ブ……も、モ……？」

「【ポイズン毒性付与】」

　麻ま痺ひも毒も成功。腰の短剣を抜き、魔物の皮膚に刃を突き立ててみた。

「ぶッ、も！」

　刺さった。刃が埋まる感触が伝わってくる。刃を抜く。

「やっぱり、廃棄遺跡の魔物の皮膚が硬すぎただけみたいだな」

　少なくともこの魔物に短剣の刃は有効だった。素材の皮などを剝ぐのはできそうだ。

　死を待つ間、他の傭兵は現れなかった。

　小牛鬼が力尽きる。が、レベルは上がらず。予想はしていたが、経験値は低そうだ。

　いや、廃棄遺跡の魔物の経験値が多すぎたのだ。

　俺は、その場を立ち去った。やや遅れて背後の方に気配と声が近づいてくる。

「あ、あっちです！　小牛鬼が出たのは！　お願いします！」「はい、任せてください！」「くっそぉ！　だっから新層発見後は嫌なんだよ！」「仕方ねぇだろ！　新しい層の発見後に新しい魔物が出てくるのは、もう恒例なんだから！」「とはいえ、新層の宝は早い者勝ちだしなぁー！　毎度ながら、ここは葛藤するぜー！」

　俺は気にせず角を曲がった。

　背後の角の向こうで、複数の気配が立ち止まる。

「し、死んでる……」「他の傭兵が倒したようですね」「ていうかこいつ……傷がないぞ？　術式か？　これといって死体に変わった点は見当たらないが……」「微妙に肌が土気色っぽく変色している気はするな」「まさかこれ、最近噂うわさを聞く呪術ってやつか？」「いや待て、よく見るとここに傷がある」「この傷、短剣だよな？」「はぁぁ!?　短剣で一撃ぃ!?　小牛鬼を!?　どんな手て練だれだよ!?」

　短剣で一撃では、ないのだが。

「…………」

　俺は、さっさと下の階層へ向かうことにした。







　背後にも〝眼め〟があるとこんなにも違うものか。

　後方への警戒。廃棄遺跡では、病的なほど背後に神経を使った。

「ピ、ピ、ピ！」

　安全確認よし！　みたいに鳴くピギ丸。

　首の脇の突起が緑の点滅を繰り返す。異常なしの合図らしい。

　ピギ丸のおかげで俺も前方と左右に集中できる。

　遺跡攻略は現状、順調と言えた。

　ミルズ遺跡の地図はあの担当官がこっそりくれた。本来は金で買うものとのことだ。おかげで踏破済みの層の把握は楽になった。新層前まで、道筋での苦労はなさそうである。

　それと、ペンとインクも一緒に渡されていた。新層へ入れたら白紙部分を埋めてこい、というわけだ。で、首尾よく新層部が埋まればその地図が売れると。

　あの担当官には感謝すべきだろう。

　魔物の方は、障害とはならなかった。初見の魔物ばかりだったが廃棄遺跡の魔物とは雲泥の差。要するに、弱かった。何匹かに至っては短剣で倒せたほどだ。

　ステータス補正の恩恵も多少はあるようだ。

　魔物は現時点ですべて金眼。遺跡内だと金眼なのだろうか？

　聞けば、遺跡の魔物には二種類あるそうだ。下へ潜ってそのまま留とどまっている魔物と、上へ上へとのぼってくる魔物。当然、弱い魔物だけがのぼってくるわけではない。

　強い魔物ものぼってくる。階段間を魔物が移動できないといった縛りでもあれば別だろうが、ミルズ遺跡は違う。そういえば廃棄遺跡も上層に強い魔物が溜たまっていた。

　で、その強い魔物が上層に留まると探索が進まない。なので強い魔物は名高い傭兵たちが駆逐する。上層の駆逐のみを依頼するケースもあるそうだ。探索は面倒だが、日帰りの戦闘ならやってもいい。そういった傭兵にとってはよい小遣い稼ぎになるという。

　また、弱い魔物は繁殖力が強い。加えて弱い魔物だと探索時に無視される場合もある。

　素材も安値だからだ。結果、弱い魔物が上層に多くなる。

　といっても、これらはあくまで侯爵サイドの見解とのことだ。

　実際どこまで真実をついているかはわからない。

　俺は、他の傭兵との接触をなるべく避けて進んだ。

　この世界の魔術体系を俺はまだ把握していない。状態異常スキルを見られて変に追及されると面倒そうだ。今はピギ丸もいる。万が一ピギ丸が見つかると、こちらも面倒だろう。

　階段を降りる。

「で、ここが６階層か……」

　新層は15層からだ。まだ先は長い。そのまま、さらに先へ進んだ。

　廃棄遺跡と比べて格段に難度が低いと感じるせいか、どんどん先へ進んでしまう。

　いや……悪いことではないのだが、どうも感覚が定まらない。

　この遺跡がどのレベルなのかが、よくわからない。

「シぃゲぇェぁァあアあア！」

　魔物が襲いかかってきた。

「【パラライズ】」

「お、ゲ――ぇ……？」

「【ポイズン】」

　奥まった物陰に毒状態の魔物を運び込む。他の傭よう兵へいとの接触を避けるためだ。

　毒状態の魔物を脇見しつつ、干し肉を齧かじる。水筒から水を飲む。

「ふぅ」

　やがて、毒状態の魔物は息絶えた。

　廃棄遺跡の魔物、魂喰ぐい、聖なる番人ホワイトウオーカーという四人組。

　どれも脅威と呼ぶにふさわしかった。そう、演技が必要なほどには。

　が、ここの魔物には今のところ何も脅威を覚えない。

「ん？」

　人の気配。壁に背を預け、聞き耳を立てる。すると、会話が聞こえてきた。

「――あれ？　あんたこの前、広場で騒いでたヤツじゃねぇか」

「騒ぎの原因は僕ではない。あの無礼な女だ」

　少し顔を出して様子をうかがう。一人は広場でミストに絡んでいたあの男だ。

　モンク、と名乗っていたか。低い声の大柄な男が聞く。

「で、おれたちになんか用か？」

「実は、君たちに折り入って話がある」

　二人組は禿とく頭とうとヒゲ面。

　顔を見合わせる二人組。禿頭が、ニヤニヤする。

「さっき見てたぜ？　あんた――普通に強ぇじゃねぇか。グールウルフ三匹を傷一つ負わずに片づけちまうとはな。さっき広場で騒いでた時はそんな印象じゃなかったが、戦士としては何気に相当な実力者だろ？」

「当然だ。僕は〝閃せん光こう〟のモンク・ドロゲッティだぞ？」

　ヒゲ面が値踏みする目つきをする。

「おれっちはその名前、聞いたことあるぜぇ？　ウルザじゃ無名に等しいが、あんたバクオスの方じゃちょいと名が売れてるだろ？　こんな田舎の地方都市に集まってるような連中じゃ、ピンとこなかったみてぇだがよぉ」

　……その〝田舎の地方都市〟に集まってるのは、あんたらも同じな気もするが。

「へぇ？　よく知ってるじゃないか。ふん、君たちは見込んだ通りの人物のようだ。やはり他の無知な傭兵どもとは違う」

「もちろんだぜ。一側面でしか物事を見られねぇそこいらの雑魚とおれらを一緒にすんじゃねぇよ。で？　わざわざ話しかけてきたってことは、おれたちに何か頼みごとでも？」

「ああ。君らを実力者と見込んだ上で頼みがある。報酬は弾むぞ」

「へへ、金が貰もらえるんならおれらは興味アリだぜ？　それで、何をしろって？」

　モンクが笑み、口端から歯を覗のぞかせた。

「広場で僕を侮辱したあの女に、この世に生まれてきたことを後悔させてやりたい」







２．姫騎士と呼ばれた女




　二人組が首を傾かしげる。

「具体的には？　殺すのか？」

「ああ、殺す」

「ふーん」

　測りかねている様子の二人組。

　しかしモンクが報酬額を告げると、二人組は目の色を変えた。

「その話、乗った」

「ただしあの女が命乞いをして、心から僕への態度を悔いていると判断した場合は、すぐには殺さない」

「殺す前に〝お楽しみ〟はしていいんだよな？」

「もちろんだ。生きて捕らえられたら、ズタズタに犯してしまえ」

「お、ヤッちまっていいんだな!?」

「当然だ！　この僕の誇りを貶おとしめたんだぞ!?　僕の誇りは二度もズタズタにされたんだ！　あいつにここで二人分、全責任を取らせてやる！　全部、ズタズタにしてやるんだよ！」

　垂れてきた唾を袖でぬぐう禿頭。

「へへ、俄が然ぜんやる気が湧いてきたぜ……ありゃあ大した上玉だったからな」

「服の上からでもわかる、たまんねぇカラダしてたもんなぁ？　こいつは是非とも生け捕りにしたいぜぇ。あー、見てぇよぉ……あの女の顔がクシャクシャに歪ゆがんで泣き叫ぶトコ、見てみてぇぇ♪」

　禿頭が首を傾げる。

「けどあの女も一応は旅の戦士だろ？　腕の方はどうなんだ？」

「そこそこはやりそうだったな。だが、あの女は疲れ切っている。よく見ると目の下に隈くまもあった。さっき上の階層で見かけた時も、時おりフラついていたしな。ただ――僕なら問題なく勝てるとは思うが――万が一を考えて、君たちに声をかけた。確実に仕留めたいのでな」

　誇示するように斧おのをブンッ！　とひと振りする禿頭。

「どの道おれたち相手に女ごときが勝てるわきゃねぇさ！　別にあの女神ヴィシスを相手にするってわけじゃねぇんだしよ！」

　通路によっては剣より斧の方が振るいやすい、か。

　この遺跡だと剣は時に刃の長さがネックとなる。

　しかし――クソ女神の名がここでも出るとは。相当な有名神なのか。

　モンクが、確信を込めて言う。

「あの女……疲れていそうな割に先を急いでいた。あれはもう竜りゆう眼がんの杯さかずき狙いだろう。あの女、とにかく金が欲しいらしい」

「きっと中身は金好きの卑しい女さ。金のためなら、なんでもするようなな」

「どーよ？　竜眼の杯をおれっちたちが先に見つけて、それを快く譲ると見せかけて不意をつくってのは？」

「お、いいねぇ！　おまえ、天才だな！」

「で、命乞いしてきたら――そのままおれっちたちの奴隷にしちまおうやぁ！」

「んで、最後は娼しよう館かんに売っ払う！　多少劣化しても、アレなら絶対イイ値になるぜ！」

　盛り上がる二人組。そこへ、モンクが不服げに割って入った。

「お、おいおい！　最優先事項は確実にあの女を殺すことだぞ？　わかってるな？」

「へへ、あんたあの女に大分キレてんな？」

「愚問だ！　本気でイラつくんだよ……この僕を馬鹿にしたあの女がのうのうと息をして、この世に生きてると思うだけでさぁぁ……しかも、この先も僕のことなんか忘れて平然と生き続けるって思うとさぁぁ！　はらわたぁ煮えくり返って、胸ぇ搔かき毟むしりたくなるんだょぁぁああ[image: ][image: ]！」

　歪んだ憤怒を吐き出すモンク。

「あ、あの澄まし顔が絶望しくさって死ぬところを見ないと――僕はもう、安眠できない！　二度も軽くあしらわれたんだ！　この僕がだぞ!?　に、二度も！　殺したら餌にしてやる……あの綺き麗れいな顔や身体からだを、魔物に食わせてやるんだぁぁ……」

　二人組は若干、引き気味になっていた。

「べ、別に女の末路はそれでもいいけどよ……おれたち二人に犯すくらいはさせてくれよな？　ただ殺すだけじゃ、もったいねぇって」

「じゃあ犯したあとであの女は魔物の餌だ……餌ぁ……エサエサエサぁぁああああ！」

　二人組の笑みが引き攣つっていく。だめだこりゃ、とでも言いたげな表情。

　モンクが俺のいる場所と反対の通路を指差した。

「いいか？　そこの階段を降りたところであの女を待ち伏せる。見た感じ、不意打ちに適した物陰があった」

　モンクは上の階層でミストを見かけたと言っていた。

　おそらくミストはこれからこの階層へやってくる。

　無言で様子をうかがっていた俺は、物陰から身を出した。禿頭が俺に気づく。

「あ……？　なんだおまえ？　今の話、盗み聞きしてやがったのか？」

「どうしようもない連中だな、おまえら」

　モンクが血走った目で俺を睨にらみつける。

「は――はぁ[image: ][image: ]!?　この僕になんて口利いてんだ小僧ぉぉおおおお!?　ぶっ殺すぞぁ!?　あぁわかったわかったぁ！　じゃあおまえも、ヒトの尊厳を全部打ち砕いてから魔物の餌にしてやるよぉぉ[image: ][image: ]！」

　キレやすすぎだろ。

　二人組も、武器を構える。

「けっ！　善人気取りの青臭ぇクソガキのお出ましかよ！　とっとと殺しちまおうぜ、邪魔くせぇ」

「クキキ！　遺跡で人が死ぬのは普通のことだしなぁ!?　お！　おれっちイイコト思いついたぁ！　手足を切り落としてから、こいつ生きたまま魔物に食わせよーぜぇ！」

　俺はてのひらを突き出した。

「ちょっと待った」

「あぁなんだぁ!?」

「俺が悪かった。頼む、助けてくれ」

「ぶはっ!?　相手が格上だとわかった途端、命乞いかよ!?　クソだっせぇガキだなぁ！　けどなぁ、吐いた唾ってのはもう飲み込めねぇ――」

「【パラライズ】」

　――ピキッ、ピシッ――

「んだ、よぉ、ぉ――、……ん？」

「なん、だ……？　動け、ない……？」

　今、こいつらと対たい峙じしてみてわかった。あの四人組とこいつらでは強さの格が違う。

　こいつらは隙だらけ。不意打ちの必要すら、ないほどに。

「なん、で……？」

　目を見開いたままモンクが戸惑う。

「何を、し……た？」

「さあな。それより――」

　モンクの正面に移動する。耳もとで、囁ささやく。

「誰を、ぶっ殺すって？」

「ひっ――」

　短いモンクの悲鳴。怯おびえが滲にじんでいる。

「な――な……なんだ、おま……え？　急、に……別人……みたい、な……」

「クク、悪ぃな」

　自分のクズさに、イイ意味で反へ吐どが出る。

　あいつらを思い出すからだろうか？

「おまえらみたいなのを〝駆除〟すると――不思議と、気分がいい。これが意外と、悪くない」
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「え？」

　それだけではない。当然、ミストへの肩入れもある。

　俺も人間だ。こいつらとミスト。どちらの側に肩入れするかは言うまでもない。

　正しいとか、間違っているとかではない。

　どちらの側につくか――それは、俺が独善的に決める。

　トーカ・ミモリが誰の側につくかはこの俺にのみ決定権がある。よって、好きにやる。

「確か遺跡で人が死ぬのは、普通のことなんだよな？」

　複数対象指定。

「【ポイズン】」

　三人が、毒状態になる。

「う、げ、ぇっ……な、にっ!?　なん、だ、ぁ、ぁ……っ」「ぐ、ぐるじ……っ」「助、け、ぇ――」

　モンクが憎悪を込めて俺を睨む。

「覚え、て、ろ……必ず……後、悔させ、て……や、る……ッ」

「カカカッ、馬鹿かおまえ？　だからこそ――」

　歪んだ笑みで嗤わらいかける。

「ここできっちり、潰しておくんだろうが」

　おまえらは俺を殺そうとした。

　だから、俺もおまえらを殺す。

「ぐっ!?　ぐ、ぅ、ぅ……」

　俺は気づいた。

　複数の魔物の気配が、近づいてきていることに。

　去り際、俺は言い捨てた。

「結局――魔物の餌になるのは、おまえらの方だったな」







　通路の角を曲がった時、角の向こう側から魔物の鳴き声が押し寄せてきた。

「ギぎャぁァ！」「ゴぇェげェぇ！」「グおガぁァ！」

　迫りつつあった鳴き声がピタッと止まる。直後、鳴き声の凶暴性が増す。

「キ、しィぁァあア[image: ][image: ]――ッ！」

　声の位置的にちょうどモンクたちがいた辺りか。

　麻ま痺ひと毒にかかったモンクとあの二人組。

　毒で息絶えるのか、魔物に殺されるのか。俺にはわからない。

　短い悲鳴が、聞こえた気がした。突起状のピギ丸がニョロッと顔を出す。

「ピギ！」

　ピギ丸が少し怒っていた。さっきの連中に対してらしい。

「おまえってけっこう、好き嫌いハッキリしてるよな……」

「ピ！」

　俺が通路の角でしばらく時間を潰していると、

「ピピピ？　ピギッ！」

　ピギ丸が警告を発した。

　モンクらのいた場所で騒いでいた魔物たち。その騒ぎがおさまっている。

　再び鳴き声がこちらへ近づいてきた。ニオイを辿たどっているのだろうか？

「次の獲物は俺らしいな」

「ぎシぇァぁアあアあ――ッ！」

　角から顔と手を出した魔物に、定石コンボを放つ。

「ぐ、ゴ、ェ――、……？」

　襲いかかってきた魔物を封殺。

　魔物がモンクらの毒の影響を受けた様子はない。

　俺の状態異常スキルの毒性。対象者以外には影響しないのか？

　モンクたちのところへ戻ると、食い殺されていた。

　血ち塗まみれの死体。辺りに飛び散った血。金を奪うのは――やめておいた。

　小袋が破れて硬貨が散らばっている。その硬貨にも、血が付着していた。

　持ち帰った際、担当官のチェックが硬貨にも及ぶ可能性はある。

「万が一指摘を受けたら、場合によっては説明が面倒かもしれないしな……」

　地下で一枚一枚血を拭うのも手間だ。幸い、金の手持ちはまだ十分にある。

　なので死体には手をつけず、そのまま放っておくことにした。

　通路を引き返す。麻痺と毒状態の魔物たちは、まだ生きていた。

　……毒死を待つのも、面倒だ。

　魔物の喉元を、短剣で順番に切り裂いていく。

　少しは経験値も入っただろうか？　ただ、この遺跡に入ってからレベルは上がっていない。魔物もそこそこ殺したはずだが……経験値はやはり低い、か。

　となると無理をして殺していく必要もなさそうだ。

　魔物を始末し終えた俺はそう判断し、一つ下の階層へと進んだ。







　今のところ一層分が思ったよりも狭い――というか、狭く感じる。

　廃棄遺跡が広すぎたのかもしれない。

　麻痺と毒の定石コンボで魔物を殺し、俺はぐんぐん先へ進んだ。

　眠りは射程の問題で重ねがけ用になっていた。

　約20メートルという麻痺の射程。いわば遠距離武器感覚で使える。

　そのため初手がどうしても【パラライズ】になってしまう。

　余裕のある時などは一応【スリープ眠性付与】も重ねがけしているのだが……。

　いずれ【スリープ】もＬＶ３に到達させたいところだ。

　進むごとに他の傭よう兵へいを見かける頻度が減っていった。

　レベルは一向に上がらない。物陰で、ＭＰを確認する。
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　ＭＰ：＋５８５１７／５９０３７
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　残量は気にしなくてよさそうだ。

　ちなみにＭＰが睡眠で回復するのは今朝判明している。

　昨夜、就寝前にＭＰ残量をチェックした。起床時に確認すると、回復していた。

　ＭＰは一定時間以上の睡眠で回復する。

　廃棄遺跡で居住エリアに宿泊した時を思い出す。あの時はレベルアップでどんどん回復するのでチェック頻度が減っていた。だが、睡眠でもちゃんと回復はしていたのだろう。

　とにもかくにも、これでＭＰをやや気軽に使えるようになった。

　懐中時計を確認する。この時計は、ミストと巡った店で買ったものだ。

「少し休憩するか」

「ピ」

　この遺跡には休憩用の部屋がいくつかある。傭兵や侯爵の私兵が探索時に設しつらえるそうだ。

　稀まれに保存食や水を置いていく親切な者もいると聞く。

　ただ、人間が引き揚げると魔物が高確率で占拠するという。

　10層で休憩部屋を見つけた。塗料でドアに印がつけてある。休憩部屋の印のようだ。

　ただ、その部屋には先客がいた。部屋から声が漏れ出ていた。人間の声だ。中にいるのは魔物ではない。ピギ丸に背後の警戒を頼み、聞き耳を立てる。

「気づけばもう10層だな！」

「他の傭兵どもは今、早い連中でも７層あたりだろうぜ」

「で、今の僕らはバッチリ休息を取ったあとですからね」

「やっぱ一番乗りで遺跡に潜るのは有利よねぇ」

「ま、その分ワシらは新層から出てきた強い魔物を狩ってやってるわけじゃな」

　もしかして……説明会後にさっさと潜った傭兵たちか？

「いいね!?　竜りゆう眼がんの杯さかずきは、アタシら剣けん虎こ団だんがいただくよ！」

「おうよ！」

「あと５層進めば新層だ！　アンタたち、気合入れんだよ!?」

「任せてくれ、姉御！」

「よし！　いい返事だ！」

　ここにいる傭兵たちが最速攻略組っぽいな……。

　この階層では他の傭兵の姿は見ていないし。

　さて――どうしたものか。

　今は一人で休みたい気がする。この部屋を間借りするのは精神的に疲れそうだ。

　……そうだな。空いている他の休憩部屋を捜してそこで休息を取るか。

　そんなわけで、俺は魔物を殺しながらさらに三つ下の層まで降りた。

　13層。あと二つ降りれば新層が発見されたエリアである。

　その新層へ踏み入る前に休憩を取っておきたい。

　ウロウロしていると、つい先ほど目にした休憩部屋の印を見つけた。

「グがルァぁ！」「ブぉォ！」

　そこは、魔物に占拠されていた。中に十匹はいる。迸ほとばしる、魔物の殺意。

　複数対象指定。

「【パラライズ】」

「ぐ、ガ!?　ぅ、ガ……？」

「【ポイズン】」

　占拠していた魔物を駆逐。が、

「この死体を、運び出すのか」

　デカイのもいる。

　……一旦、一つ下の層にも足をのばしてみよう。

　14層に入り、魔物を殺しつつ探索してみた。しかし、休憩部屋は見つからなかった。

「だめか」

　仕方なく13層の休憩部屋へ引き返す。

　そうして魔物を外へ運び出し、綺き麗れいになった部屋に入った。

「ふぅ」

　廃棄遺跡の居住区とはまた違った造りの部屋。

「寝ている間、見張りを頼んでいいか？」

「ピ！」

　見張りを頼める仲間の存在がありがたい。

　神経がほとんど休まらなかった廃棄遺跡時代とは大違いだ。

　壁を背にし、俺は目を閉じた。







　目を覚ます。意識が覚醒し、懐中時計を確認する。

「――――三時間睡眠、ってとこか」

「ピギッ」

〝異常なしであります！〟

　そんな感じで、ピギ丸が突起でシュバッと敬礼する。

「助かったよ。ええっと、おまえは寝なくても大丈夫なんだっけか？」

「ピ！」

「けど、休みたくなったら遠慮なく言えよ？　俺たちは竜眼の杯の争奪戦に参加する必要はないわけだしな。無理をしてまで攻略を急ぐ必要はない」

「ピ♪」

　ピギ丸が寝ている姿は見たことがない。睡眠という概念はないのだろうか？

　この前尋ねた時は、

『ピ？』

　イエスともノーともつかない反応だった。干し肉をピギ丸に与えながら、不思議に思う。

　スライムは、まだまだ謎が多い。

「ピュュゥ～♪　ピキュピキュゥゥ～♪　モキュ、モキュゥゥ～♪」

　嬉うれしそうに干し肉を食べている。……食欲は普通にあるんだよな。

　軽く空腹を満たすと俺たちは部屋を出た。再び目指すのは、14層へ降りる階段。

　先ほど一度降りているので、階段の場所は把握している。

「ん？」

　血相を変えた男が近づいてきた。その背後には他の傭兵の姿も確認できる。

　俺は軽く身構える。敵意はない――ように見えるが。

「おい、君っ」

　この声……あの休憩部屋にいた最速攻略組か？

　謙虚モードへ移行。

「どうしたのですか？」

「この遺跡は今、何かがおかしい」

「おかしい？　何かあったのですか？」

　剣虎団と思おぼしき面々が、俺の正面で立ち止まる。

　皆、顔色が思わしくない。何かイレギュラーな事態でも起こったのだろうか？

　赤髪の女が悔しげに吐き捨てる。

「くそ――もう少しで、新層だってのにっ」

　褐色肌の男が背後を一いち瞥べつ。

「おそらくこのミルズ遺跡では今、過去になかった何かが起きている。さっき会った上から来た連中も、すでに異変は感じ取っていた」

　俺が寝ていたのは三時間ほど。その間に何かが起こった。口ぶりや表情からして、騙かたりとは思えない。本気で予想外の出来事にぶち当たった表情。

　俺は不安そうに尋ねてみる。

「具体的に、どのような異変が起こったのでしょうか？　すみません、僕はミルズ遺跡へ入ったのが、今回初めてでして」

　褐色の男が神妙な顔つきで答えた。

「魔物がそこいらで変死している」

「変死……？」

「ああ。不思議なことに、死に至った原因が特定できないんだ。死体には傷もない。特に変わった点もない。せいぜい、肌がやや土気色なくらいで――」

　……ん？

　赤髪の女が男から話を引き継ぐ。

「弱い魔物も強い魔物も一律に変死してる。それとね、アタシたちはさっきこの下の14層に行ってきた。今回はアタシらが一番に入ったはずだ。いいかい？　その誰も立ち入っていなかったはずの14層の魔物まで、変死してたんだよ」

　休息前に俺は一度14層まで足をのばしてからここへ戻ってきた。

　足をのばした際に14層の魔物も殺している。

　なので少なくとも一人は、あの階層に立ち入っているのだが……。

「さっき上から降りてきたばかりの連中も言ってた。外傷も変わったところもない魔物の死体が、そこかしこに転がってるって。で、アタシらが降りてくる最中にそんな死体はなかった」

　赤髪の女が続ける。

「要するにだ。このたった数時間のあいだに、遺跡全体に何かが起こり始めたんだよ」

　他の傭兵が次々と口を開く。

「新層の方で毒の霧でも発生してるのかもしれないわねぇ。その霧が上までのぼってきた可能性はないかしら？」

「今のところ人間に被害は出ておらんが……時間差で影響が出てくるかもしれんな。遅効性の毒霧も考慮すべきじゃろう」

「竜眼の杯の所有者だった王の呪いなんじゃないか、なんて話も出たよね」

「いずれにせよ、新層発見前にこんな現象は確認されていなかった……」

　赤髪の女が腕を組む。女が仲間たちを一瞥した。

「アタシは剣虎団とこいつらが何より大事なんでね……この不気味な状態の遺跡の先へこいつらを連れて行くつもりはない。心残りはあるが、アタシらはここで引き返す。ひとまずは……ま、様子見さね」

　褐色の男が赤髪の女に一つ頷うなずいてから、俺に言った。

「君も他の傭よう兵へいと出会ったら、このことをできるだけ教えてやってくれないか？　判断は各々に任せるべきだとは思うが……ひとまず、この異変について知る必要はあるだろう」

「わかりました」

「おせっかいかもしれないけど、きみも早く上へ戻るのをお勧めするわよぉ？　なぁに、調査なんてハークレーのおやじの私兵に任せりゃいいのよ。あのおやじ、どうしてもアノ杯が欲しいようだし」

　俺は謙虚に微笑ほほえんだ。

「お気遣いありがとうございます」

「ところでぇ？　きみ一人？　大分、軽装みたいだけど」

　この層に一人でいるのは違和感がある、か。しかも装備は短剣と小型ハンマー。

「いえ、仲間がいます」

　背負い袋を強調する。

「僕は素材用の魔物の解体とか、荷物持ちに近い立場なんです。ただ、魔物から逃げているうちにはぐれてしまったみたいで……気づけば、この階層に」

　いざとなればミストあたりの名をあげるか。

　が、幸い仲間の名は聞かれなかった。

「あー、アレか。魔物から逃げてるうちに、身の丈以上の階層に迷い込んだパターンか。どうする？　おれたちと一緒に上へ戻るか？」

「ありがたいお話ですが、お気持ちだけもらっておきます。このまま仲間を置いていくわけにもいきませんから」

　顔を見合わせる傭兵たち。どうする？　とアイコンタクトしている。

「わかった。けど、無茶はするなよ？」

「はい」

「悪いけど、アタシらもあんたの仲間捜しを手伝えるほど今は精神的余裕がないもんでね。ま――酷なことを言えば、赤の他人をそこまで慮おもんぱかる理由もないっちゃないわけでさ」

「いえいえ。異変について教えていただけただけでも、十分です」

　剣虎団が立ち去ると、俺は足を14層へ向けた。

　ピギ丸が「ピ？」と顔を出した。

「ああ、そうだ。話題に出ていた〝異変〟は、俺がスキルで殺した魔物の死体のことだろう」

　死体処理や死因の偽装まではさすがに手が回らない。数も多いしな……。

　が、逆に考えれば攻略が楽になったとも言える。

　異変の話が上へ上へと広まればひとまず傭兵の数は減るはず。他の傭兵とのトラブルにも巻き込まれにくくなるはずだ。スキル使用を目撃されて、不思議がられる心配も減る。

「今の俺にとっては、好都合かもな……」

　その後、14層を難なく抜けた。トラップのたぐいもないと聞いている。

　そのまま、新層が発見された15層まで降りた。

　いよいよ輝石のない通路が現れ始める――ものの、大した問題でもない。

　廃棄遺跡と比べれば天国みたいなものだ。

「こいつもあるしな」

　皮袋を出し、魔素を注入。

　今は麻袋や背負い袋もあるので、今のところ皮袋の中身は空になっている。おかげで大分持ちやすくなった。

　新層部分は、すぐ16層へ入るわけではなかった。

　地図を確認する。

　15層から、横へ伸びているのか……。つまり、

「隠し通路を見つけたわけだ」

　先へ進む。少なくなったとはいえ、この辺りはまだ壁に輝石が埋まっていた。

「所々でも光源があるだけで十分だよな……」

　他の人間の気配はない。

　さらに奥へ進む。進みながら、地図をほどほどに埋めていく。

　まあ、すべてを埋める必要はない。俺が足を踏み入れた場所だけ記していこう。マッピングは余裕のある時だけでいい。地図にカリカリと簡易的な書き込みをしていく。

　出遭った魔物は――書き込めない。

　そういえば、正式名称を知らない魔物ばかりだ。

「……魔物の記述は、諦めるか」

　書き込む間は、ピギ丸が警戒してくれていた。

「ピギッ！」

　突起が、背後を示した。背後へ向き直ると、バラバラと魔物が姿を現す。

　馬人間みたいな魔物の群れだった。いわゆるケンタウロスとは、逆パターン。

「ヒひィぃィぃェゃャやヤあア[image: ][image: ]――っ！」

　定石コンボを放つ。麻ま痺ひと毒にかかる魔物たち。

　苦戦の気配は、いまだなし。

　魔物の死体を背に歩き出す。物語として見れば現状、山も谷もない。

「フン――文字通り、話にならねぇ」

「ピ」

　層を二つ降りる。

　17層は、ずっと遺跡っぽい景色が続いていた。遺跡ダンジョンという感じだ。

　居住エリアと思しき区画を発見する。居住区内の大きな部屋に、貴金属の入った棚があった。かつての遺跡の住人の持ち物だろうか。小さめの貴金属類や宝石だけ貰もらっておいた。

　背負い袋のスペースは素材用に開けておきたい。

　居住エリアを抜けて、そのまま先へ進む。

　未踏エリアのため傭兵らが設しつらえた休憩部屋はない。

　まあ、いざとなればあの居住区を一時的な根城にすればいい。

　ただ、魔素注入で開閉するドアは見当たらない。鍵もかけられない。つまり完全に安全な空間ではない。となると、取れても浅い睡眠だろうか。

　などと、考えていたら――天井が高い通路に出た。

　突き当たりへ近づくと、立派な扉が姿を現す。

　……ここには、確実に何かありそうだが。

　疲労度の方は、問題ない。

「行くか」

　ここで足踏みしていても仕方がない。

　扉の前に立つ。両手に力を入れながら扉を押す。

　途中、一気に勢いづけて開け放つ。

　即座に部屋の外へ移動し、壁に背を預ける。このまま踏み込んで身を晒さらすのは危険だ。

　まずは、観察。魂喰ぐいのレーザーの苦い経験があるからな……。

　警戒しつつ部屋の中を覗のぞき込む。

　埃ほこりっぽい空気。どことなく神殿風の造り。輝石が等間隔に配置されている。黒壁と白光のコントラストが美しい。人の手によって配置されたのだろうか？

　部屋の最奥に人型の竜（としか表現できない）の石像が見える。

　大きな石像……ん？　待てよ？　人型竜の石像？

　祭壇と、人型竜の石像のある部屋って――

「…………」

　部屋の奥にある祭壇を見据える。祭壇の上に、杯が載っていた。

　そこはかとなく杯からは威厳めいたものが感じられる。

　鎮座している、と言ってもいいか。杯の外面に煌きらめく石が埋め込まれていた。

　宝石っぽい石。爬は虫ちゆう類るいの瞳を連想させる。つまり――

「あれが、竜りゆう眼がんの杯さかずきか……？」

　どうやら攻略募集の方の目的地に到達したようだ。

　部屋に足を踏み入れるも、魔物の気配はない。ピギ丸も――反応していない。

　今のところは、だが。

　祭壇の前まで移動し、壁際の石像を見上げる。……予感がした。

「多分、動くだろこれ」

　現代日本の物語にそこそこ触れた人間なら誰もが予想する。宝物を手にすると動き出す仕掛け。ＲＰＧなんかによくあるギミック。この石像は、絶対に怪しい。

　……先手を、打ってみるか。

　腕を石像へ向ける。

「【パラライズ】」

　突如――石像の頭頂から鎖骨辺りまでが、変色した。ピギ丸が反応する。

「ピ？　ピ！」

　像のウロコ肌に生命が宿っていく。

「ギぃゲぇェえエえエ、しャぁアあアっ！」

　直後、剝むき出しの殺意と共に魔物の気配が発生した――が、時すでに遅し。

「ォ――ぉゲ!?」

　魔物は麻痺状態。おそらく麻痺の影響だろう。変色は途中で停止していた。

　次いで、毒を付与。

　巨大な竜人の首から上が毒色になる。

「ぎョ、げェ、ぇ……ッ!?　ぎ、ゲ、ぇェ……っ！」

　変色は途中で停止したまま。首から上だけが、もがこうとしている状態。

　口から必死に何か放出しようとしているようだが……。

　麻痺状態で無理に動くと、死へ近づく。

　ブシャァァッ！　ブシュゥゥッ！

　耳や口から血を噴き出す竜人。力ずくで動こうとした際に起こる現象だ。

「ご、ゲ――、……」

　肉のねじ切れる音がして、鎖骨から上が千切れた。舌を突き出した頭部が床に転がる。

　次いで、残っていた石像部が崩れ落ちた。大きさにバラつきのある石が床に散らばる。

　いわゆる、宝の番人のガーゴイル像みたいなものだったのか。

　条件が揃そろうと石像が動き出す系の魔物系トラップ。

「石像に扮ふんしてたと言えば魂喰いだが、あの自動迎撃システムっぽいのがなくてよかった……」

　アレは本当に厄介だった。

　魂喰いに弱者イジメの趣味がなければ、やはり勝てなかった気がする。

　竜眼の杯を手に取る。

「で、この銀の杯が……今回のイベントの〝目玉商品〟か」

　角度によって銀色が紫がかって見えた。金の宝石は竜の瞳を模しているのかもしれない。

　竜の前足を連想させるステム部分。杯の器部分を下から前足で持つようなデザイン。

　やや汚れのついた表面を袖で拭うと、艶やかな面が輝石の光を反射した。

「綺き麗れいなもんだな」

　持ち帰れる大きさではある。さて、どうしたものか――ん？

「ピッ！」

　背後に気配。振り向きつつ、祭壇の物陰に身を隠すべく移動する。

　退避行動と同時――腕を、突き出す。

　が、状態異常スキルは発動せず。

「……あんたか」

　見覚えのある顔がドアのところに、立っていた。噂うわさされ始めた〝異変〟の件を知る機会がなかったのか。もしくは俺と同じく好機と捉え、攻略を継続したのか。

　部屋に入ってきた人物が俺を認めた。向こうの警戒心が、薄まったのがわかった。

「あなた、でしたか」

　ミスト・バルーカス。

　今のミストは、服の他に額当てと装具だけ身に着けていた。

　鎧よろいが見当たらない。置いてきたのだろうか？

　額当ての一部に光が溜たまっている。水銀みたいなドロドロとした光。

　あれが灯あかり代わりか？

　ミストの額当ての光が弱まっていく。今、彼女のその細身は地ち下か輝き石せきの光に照らし出されていた。なんというか、この魔物ひしめく地下遺跡には不釣り合いに思えた。

　王宮なんかでドレスでも着ている方が似合っていそうだ。

　ミストが無念そうにまつ毛を伏せる。彼女は右手で、自身の左腕をキュッと摑つかんだ。

　まるで感情を抑え込むみたいに。その表情は暗い。

「他の傭よう兵へいが引き返しているので、私が一番乗りかと思ったのですが」

　異変は察知していたようだが、リスク覚悟で攻略継続を選んだらしい。

　ミストの眉が八の字になる。形だけの微笑だった。

　彼女の声は頼りなく聞こえた。かすかな叱しつ咤たが、含まれている。

「まだまだ私も見通しが甘かったようです。魔物の群れに少し手こずったあとで休息を取ったのが、攻略速度を遅らせてしまったようですね」

　内なるその感情は、自戒か。自分の力不足を責めているようだ。ふむ、

「必要ならこの杯、あんたにやろうか？」

　ミストが「え？」と顔を上げる。呆ぼう然ぜんとした顔つき。

「今、なんと……？」

「欲しけりゃ、やるよ」

「た――対価は、何を？」

「対価？」

「金貨３００枚の対価となると、その……今の私が差し出せるものは――」

　視線を力なく下半身へやるミスト。腰の剣柄に、そっと手を添える。

「この剣、くらいかもしれません……ですが、この剣に金貨３００枚の価値はないでしょう。ハティ殿、対価として何か私にできることはありますか？」

　ミストが胸に手をあてる。まるで誓いを立てる騎士のように。

「私にできることであれば、どうぞ、なんなりとおっしゃってください」

　ミストの正面に移動する。

「あんたができることなら、なんでもするのか？」

　ミストが唾をのむ。彼女は、少し困ったように視線を逸そらした。

「ひ、ひとまず……何をお望みか、おっしゃっていただけますか？　実際にできるかどうかは一度、望みを聞いたあとに考えさせていただけると――」

「ほら」

　竜眼の杯を差し出す。不思議そうな顔のミスト。

「え？　あ、あのっ」

「やるよ」

　ぐいっと押しつけたあと、手を離す。ミストが、慌てて「あっ」と両手で杯を摑む。

「あの……ハティ殿、この杯の対価としての望みは――」

「これといって望みはない」

「いえ、わ、私の沽こ券けんにかかわります！　荷物持ちでも食事係でも、護衛でも、なんなりとおっしゃってください！」

　なんなりと、か。

　あくまで気持ちの強さを表明するための言葉。実際、本当に言葉通りなんでもするわけではない。いや……相手を信用しているからこそ口にできる言葉、とも言えるか。

「先を急いでるんだろ？　ま……とはいえ睡眠は適度に取ることだな。気を抜くと、倒れそうな顔してるぞ」

　俺は背を向けた。

「じゃあな」

「お待ちください！　必要ないといっても、いくらなんでも無償というのはあまりにも……っ」

「ハティ・スコルは反へ吐どが出るほど甘い男なんだよ。おまけに心も優しいときてる。特に、美人にはな」

「う、噓うそですっ」

「ひどい言いぐさだ」

「すみません。ですが……」

　ああ、そうか。この女、大抵の噓を見抜けるんだった。

　息をつく。

「俺の目的は、竜眼の杯じゃないんだよ」

「竜眼の杯では、ない？」

　床を指差す。

「目的は、この下にいる魔物だ」

「新層は、竜眼の杯のあるここまでだと思っていましたが……」

「とある場所で過去の偉人が残した文献を見つけた。文献の情報によれば、この下には今の俺に必要なモノを持つ魔物がいる。で、ちょうどここの攻略募集の時期と上う手まく重なったわけだ」

　口もとに手をやるミスト。

「そういう事情でしたら、多少は頷うなずけますが……いえ、しかし――」

「今の俺は金に困ってるわけじゃない。だから、どうしても竜眼の杯が欲しいわけじゃないんだよ」

　他にもあえて手放す理由はある。

　竜眼の杯はあの侯爵が血眼になって探している代物。功労者として歓待でもされたら面倒である。この女もちょうど金が必要みたいだ。押しつけるにはちょうどいい。

　記憶から『禁術大全』の記述を呼び起こす。

　大賢者のメモ。祭壇と竜人の石像――この二つのある部屋。

　メモ通りなら、この部屋に隠し階段があるはず。屈かがんで祭壇の裏を調べる。

　この辺に出っ張りがあるはずなんだが……お、あった。

　この出っ張りを押しながら、左回りに――

「あの」

　ん？　まだいたのか。

　俺は一度、立ち上がった。

「どうした？」

「ここよりも下の層へ、向かうのですよね？」

「あー……侯爵には黙っててもらえるか？　アレコレ聞かれると説明が面倒だ。竜りゆう眼がんの杯さかずきを渡したんだから、それくらいはしてくれていいだろ？」

「わかりました」

「ところであんた、異変の話は聞かなかったのか？」

「耳には入れました。ですが、むしろ好機かと思いまして」

　そっちのパターンか。

「あの剣けん虎こ団だんが新層へ入らずに引き返してきた話が遺跡内で広がって、かなりの数の傭兵が地上へ一時的に戻ることにしたようです」

　剣虎団とやらの影響力はすごいようだ。と、ミストが胸に手をあてた。

「ハティ殿……せめてこの私に、護衛をさせていただけないでしょうか？」

「……何？」

「荷物持ちでもかまいません。それに未知の領域となれば危険もあるはずです。剣士として、腕に覚えはあるつもりです。お見受けしたところハティ殿は術式使い。であれば、精神疲労の問題は避けられぬはず。ですが剣士がいれば、術式の使用回数が減り精神疲労を抑えられます。ご安心ください。決して、足手まといにはならないと誓います」

　ズイッと詰め寄ってきたミストが、見上げてくる。

「いかがでしょうか？」

　精神疲労度。ＭＰは現地だとそう表現されているのだろうか？

　ただ――ＭＰの心配は、皆無に等しいのだが。

「…………」

「あ――も、申し訳ありません」

　勢い余って詰め寄りすぎたと感じたのか。気まずそうに身を引くミスト。

「ですが、やはり竜眼の杯を無償でいただくわけにはいきません」

　ミストが床に転がる竜頭へ視線をやる。

「見たところ、ここを守っていた魔物もハティ殿が倒したようですし……」

「欲しい素材があれば、あの頭の部位は好きに持っていっていいぞ」

「そ――そういうことではなくてですねっ！」

「この先は一人で行きたいと、俺がそう言ったら？」

「私の気がおさまりません。せめて、何かさせてください」

　睡眠不足で判断力でも鈍っているのだろうか。

「先を急いでるんだろ？」

　やや思案するミスト。

「竜眼の杯の報酬を得られれば、路銀の問題が一気に解消されます……今後の旅も一気に前進するでしょう。それを考えれば、数日くらいの遅れなど問題ありません」

　引き下がる気配はない。頑かたくなな態度だ。恩義に厚い性格なのだろうか。

　さて……どうしたものか。

　信頼できる相手――だとは思う。積み重ねてきた信頼関係も一応はある。

　……剣士、か。

　近接要員がいる状態で戦闘するとどうなるか、試してみたい気はする。

　この世界の情報をアレコレ聞くチャンスでもある、か。

　空気を読んでか、ピギ丸は息を潜めている。

「条件を出しても？」

「はい」

「基本、俺の個人的な事情に踏み入る質問は避けること。あくまで俺たちは、護衛と雇い主の関係だ」

「承知しました」

「それから俺が一日で地上へ戻るとは限らない。だから、あんたが一人で上へ戻ることになっても俺は責任を持てない。それでもいいなら――護衛を頼む」

　ミストの顔に安あん堵どが浮かぶ。

「ありがとう、ございます」

　すぐさま彼女は表情を引き締めた。声は落ち着きを取り戻している。

「この身にかえても、必ずやハティ殿をお守りしてみせましょう」

　やはり目の下の隈くまが気にかかった。よく注視すると、顔色もよくない。

　相変わらず寝不足なのだろうか？

「…………」

　あのスキルで一度、どこかで軽く眠らせた方がいいかもな。







　メモ通りに、祭壇裏の出っ張りを操作する。

　すると、部屋の扉が閉まった。これもメモ通り。

　そして数秒経たつと祭壇が左右に分離して開いていき、祭壇のあった場所に、下へと続く階段が口を開けた。ミストが目を丸くする。

「こんなところに、隠し階段が……」

「さっきも言った通り、この先の層について侯爵には報告しない。面倒事の嫌いなあんたなら、わかってくれるよな？」

「ええ、漏らさないと誓います」

　俺たちは階段を降り始めた。階段は二人並んで歩ける幅があった。光る皮袋をかざす。

「変わった灯あかりですね」

　恐る恐るの質問が飛んでくる。

　個人的事情にはできるだけ踏み込まないという条件を、気にしているのだろう。

「貴重な珍品でな」

　噓ではない。

　ミストが額当てに触れる。額当てが光り始め、前を照らし出した。

「それは、この辺だと一般的な照明道具なのか？」

「いえ、一般的ではないと思います」

　いわゆる魔法の装備ってやつだろうか？

　しばらくして、階段の先へ到達。遺跡風の通路が続いていた。

　廃棄遺跡の下層に広がっていた洞窟風ではない。まだ文明の域だ。

「今のところ、魔物はいなそうだな」

「ハティ殿、実は――」

「なんだ？」

「あ、いえ……すみません。なんでもありません。どうか、お気になさらず」

　こういう時の〝なんでもない〟には必ず何かあるものだ。

　が、まあいい。個人的な事情に踏み入る何かを尋ねかけたのだろう。

　俺たちは、先へ進んだ。

「道が分かれていますね」

　迷宮というわけではなさそうだが……一応、道は覚えておくか。

　歩をさらに先へと進めていると、ピギ丸がローブ下で俺のわき腹をつついた。声を出さずに、ピギ丸は〝それ〟を伝えてきた――魔物の気配を。

　曲がり角の向こうから、魔物が雄お叫たけびと共に姿を現す。

　初見の魔物。その頭部は花の蕾つぼみを連想させた。蕾の外側には三つの目玉。目は、三つとも金きん眼がん。身体からだだけ人型なのが奇怪に映る。ここより上層の魔物とは異なる不気味さだ。

　ミストが剣を抜き、俺を庇かばうように前へ出た。

「ここはお任せを」

　魔物の頭頂部がカパァッと開いた。まるで、蕾が花開くように。

　数本の触手が勢いよく中から飛び出す。触手が、ミストへ襲いかかる。

　ズバッ！　スパッ！　ザシュ――ッ！

　刃で的確に触手を斬り落としていくミスト。

　彼女は、触手を斬り捨てながら前進。足捌さばきも華麗だった。

　あっという間に、ミストは魔物へ肉薄する。そして、

　ズバンッ！

　魔物を真っ二つに、両断。

「ヒ、ぎョぇェえエえエ――――っ！」

　断末魔の悲鳴を上げ、魔物は沈黙した。

　血を振り飛ばし、ミストが刃を鞘さやに納める。俺は緩く拍手する。

「見事なもんだな」

　ミストが軽く一礼。

「恐縮です」

　ふむ、こういう感じか――近接戦闘型の仲間のいる戦闘ってのは。

　背後を任せるにはいいかもしれない。

　現状、ピギ丸は見張り役が限度だ。戦闘能力は低い。

　――護衛、か。

「では先へ進みましょうか、ハティ殿」

「ああ」

　改めて見ると、上層よりワンフロアが広い。その一方で構造は単純そうだ。

　目印にできる壁の装飾や柱もたくさんある。これなら、迷う心配もなさそうだ。

　歩きながらミストに「ところで」と話しかける。

「はい」

「魔物について、少し聞きたい」

　金眼とそれ以外の魔物の違い。これを知りたかった。

　ミストは何か探りを入れる様子もなく、質問に答えた。

「金眼の魔物は〝経験値〟を多く持つと言われています。大陸の者は経験値を〝魂こん力りよく〟と言い換えたりもしますね」

　ミストは経験値の概念を知っていた。

　異界の勇者は殺した魔物の魂力を吸収する。それが、現地人の認識のようだ。

「異界の勇者たちにとって金眼の魔物は〝レベルアップ〟――加護の向上に適した獲物と認識されているようです。異界の勇者の話は、ご存じですか？」

「一応は」

　経験値やレベルアップ。異世界の勇者のアレコレは、そこそこ知られているらしい。

「それから、人間を殺しても経験値は得られないと伝わっています。経験値とは、魔物のみが有する特性なのだとか」

　あの四人組は相当な手て練だれに見えたが、殺してもレベルは上がらなかった。

　そうか、そもそも経験値が入らなかったのか。まあ、でもそうか。人殺しで経験値を得られるとしたらそれ目的の殺人が頻発しかねない。

　たとえば名のある戦士を生いけ贄にえの名目で勇者に殺させる。そうすれば勇者は一気にレベルアップできてしまう。もしできれば、クソ女神なら生贄を用意してそれをやりそうだ。

「金眼の魔物は貴重な経験値源でもあるわけか」

「ある時代では勇者たちによる度を越えた狩りが横行し、金眼の魔物たちは次々と地下へ潜ったそうです」

　魔物たちからすれば勇者は虐殺者とも言える。

「だから地下遺跡群に金眼の魔物が大量に棲せい息そくしている、と」

「はい、そう分析されています。また、金眼の魔物の群れの三分の一は大遺跡帯へと集い、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいを形成したと伝えられています」

　魔物は過去の勇者たちから逃れるべく地下へ潜った。結果、遺跡ダンジョンが形成された。視点次第では勇者側がとんでもない殺さつ戮りく者にも見えてしまう。

「遺跡からは魔物がまれに地上へ出てきます。ですので、各国は地下遺跡を可能な範囲で管理しています」

「出口を塞いでしまわないのか？」

「塞ぐと別の場所に出口を作って出てくるのです。ただし一つでも出口を開けておくと、他の場所からは出てこない性質があるとか」

　廃棄遺跡はどうなんだ？　出入口は塞がっていたと記憶しているが。

「ですが――ごくまれに封印の力が強い遺跡も存在すると聞きます。神による封印によって魔物が地上へ出てこられないのだとか。そういった遺跡は管理の必要がないので、普段は放置されているようです」

　神による封印の力。女神。クソ女神――なるほど、それが廃棄遺跡か。

「金眼でない魔物はどういう扱いなんだ？」

「普通の魔物ですよ？」

　普通、と言われても……。

「人間と友好な関係を築く魔物もいます。凶暴性が高いのは金眼の魔物の特徴で、金眼以外なら穏やかな魔物もいますから」

「つまるところ、金眼の魔物ってのはどういう存在なんだ？」

「邪じや王おう素そ、というものをご存じですか？」

「名前だけなら」

　クソ女神が召喚時に説明していた。大たい魔ま帝ていが内に秘めている特殊な魔素、だったか。

「根源なる邪悪が現れると、その邪悪の放つ邪王素が世界に影響を及ぼすと言われています。伝承によれば、邪王素の影響を強く受けた魔物が金眼化するそうです。ただし元々凶暴性を秘めていた魔物の本能が解放されるだけですので、元々穏やかな魔物は影響を受けないとされています。これは、かつて大賢者アングリンの提唱した説が広まったものです」

　……予想はしていたが、けっこうな大人物だったらしい。

「その大賢者自身も魔物と友好関係を結んでいたと伝えられています。中でも、スライムがお気に入りだったとか」

「…………」

「何か？」

「興味深い話だった」

「？」

　そうか……魔物と友好関係を結ぶケースは普通にある、か。

　で、金眼は経験値が高いぶん凶暴と。

　首もとへ視線を落とす。

　とすれば、ピギ丸をミストにお披露目しても問題ないかもな。

　にしても、

「…………」

　金眼の魔物。

　金。

　金の勇者――桐きり原はら拓たく斗と。

　関連性は、ないのかもしれない。

　ただ、金色という符号の一致――俺にはそれが、少し不吉な符号とも思えた。







　◇【十河綾香】◇




　十そ河ごう綾あや香かは勢いをつけ、フレイルを振った。

　重々しい打撃音。直後、手首へズシッと反動がくる。

　魔物の骨に、ヒビが走った。綾香は打ちつけたフレイルを構え直す。

　魔物の名は、スケルトン。

　スケルトンの動きが停止し、砕けてバラバラになる。綾香は汗をぬぐった。

「ふぅ……」

　ここはアライオンの王都近くに位置する古代遺跡帯。

　魔ま骨こつ遺跡と呼ばれているそうだ。

　２‐Ｃの勇者たちは女神の命でこの遺跡を訪れていた。

　実戦に慣れることと、経験値稼ぎ。

　主な目的はこの二つ。

　魔物が多い場所だと聞かされた。ただ、遺跡の地下は１層までしか踏み入る許可がおりていない。しかしこの一帯は魔物が遺跡の外へ出てきている。なので、魔物の数は十分。

　ただし通称〝ツノつき〟が出た際は、逃げろと指示が出ていた。

　ツノつきの正式名称はスケルトンナイト。

　この一帯は90％以上がアンデッド系の魔物が占める。種類はその多数が骨系――スカル系とのこと。最初は骨が動いている光景が不気味だったが、もう慣れた。

　瓦が礫れきに立てかけておいた槍やりを手に取る。槍を肩掛けの革帯に装着。

　今手にしているのは槍ではない。フレイルという武器だ。鉄塊が柄の部分と鎖で繫つながっている。遠心力を利用し、相手に鉄塊を叩たたきつける武器である。

　骨相手には刃より打撃武器の方が有効。

　元来、鬼き槍そう流りゆうは武芸百般を目指した武術だった。

　主眼は槍だが、槍を使用できない局面にも対応している。

　鬼槍流が想定していたのは戦場――要は、実戦武術。敵から奪った武器や、死者の武器。

　一つでも多くの武器を扱えれば生存率も上がる。様々な局面に対処できる。

（といってもフレイルなんて武器は、初めて使ったけど……）

　過去に使用経験のある武器の中では、鎖鎌の分銅投とう擲てきが近いか。

　とはいえ、重心やインパクトの感覚はまるで別モノである。

『綾香には天性の才がある。ただ……こういう性質の武が不要に等しい国と時代に生まれたのが不幸だったのか幸いだったのかは――わからんね』

　祖母の言葉。

（意図せずですが必要とされる場所にきたようです、おばあさま）

「キしィぃェぇエえエえ――ッ！」

　短刀を手にしたスケルトンが暗がりから飛び出してきた。

　人間の武器を操る魔物。生前の記憶で使っているのだろうか？

　タイミングを見極め、綾香は力強く踏み込む。

　ブンッ！　バキャァッ！

　鉄塊がスケルトンの胸部を粉砕。

　この魔物は色違いの骨部分が弱点。弱点を砕けば容易に倒せる。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ４→ＬＶ５】
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　ステータスを確認。

（固有スキルはまだ覚えない、か）

　午後の日差しが降り注いでいる。一人、森に囲まれた遺跡群でポツンと立つ綾香。

「…………」

　２‐Ｃの生徒は現在いくつかのグループに分かれている。

　まずは桐原拓斗のグループ。Ｓ級の桐原がリーダー。他はＡ級の小お山やま田だ翔しよう吾ごやＢ級以上の勇者で構成されている。エリートを揃そろえた上位グループという感じだ。

　次は戦いくさ場ば浅あさ葱ぎのグループ。Ｂ級の浅葱がまとめ役。最大ランクはＢ級。ただ、このグループは数が多い。女子の大半が浅葱班へ流れたためだ。グループ構成も女子のみ。

　綾香としては、このグループの鹿か島しま小こ鳩ばとが気にかかっている。

（どうにか無事でいてね、鹿島さん……）

　三つ目は安やす智とも弘ひろのグループ。この班は行き場のない生徒で結成されたらしい。桐原班からも浅葱班からも弾はじかれた生徒たち。

　Ｃ級が二名。他はＤ級。Ｃ級以下の彼らは、Ａ級の存在に救いを求めたようだ。

　ただ、Ｃ級以下の女子は浅葱グループへ流れている。

　そのため男子のみで構成されている。このグループも数が多い。

　四つ目は高たか雄お姉妹。Ｓ級とＡ級。グループ、とは言い難いだろうか。彼女たちはずっと二人だけで行動していた。とはいえ、それは前の世界にいた頃と変わらない。

　他の生徒たちは意識的に二人を避けていた。否、できるだけ存在しないものとして扱っている。姉妹がそういった扱いを気にする素振りはない。異世界でもあの姉妹は変わらない。あのブレなさは見習いたい、と綾香は思った。

　担任の柘ざく榴ろ木ぎと女神の〝通過儀礼〟を乗り越えられなかった男女数名は、今も城に居残っている。

　そして、残るは十河綾香。綾香は女神に逆らった人間として認識されている。

　一緒に行動すると女神の心証が悪くなる。そう思われているようだ。

　仕方がない。心の動きとしては、自然な流れだ。

（私だって、自分の心の動きに従って行動したんだし……）

　今の孤立状態はその結果だ。受け入れるしかない。

「待てってんだよ！　骨のくせに、速ぇんだよ！」「ざけんなよ！　逃げてんじゃねぇよ！」「おら骨！　一回もう死んでんだろ!?　おとなしく殺されろっての！」

　聞き覚えのある声が近づいてくる。顔ぶれで、すぐにどこのグループかわかった。

　桐原拓斗のグループ。異世界衣装の男女数名が、立ち止まる。

「んだよ!?　ホネホネ野郎、粉こな々ごなってんじゃん！」

「あ！　綾香!?　あんたもしかして、あたしらの骨奪った!?」

「え？」

「ひどーい！　綾香、ひどい！　その骨、あたしらのだったのにー！」

「倒すんなら僕らに許可とってくれよ！　これじゃ僕ら走り損じゃん！」

「元クラス委員だからって、さすがに横暴すぎ！」

　口々に不平を訴える桐原グループ。少し遅れて、小山田が姿を現す。

「これはこれは！　ボッチサイドに堕おちた綾香センセェじゃないっすかぁ!?　うわぁ～、ひっでぇ～。おれらの狩場に不法侵入かよ～」

　小山田が担いだ大剣の腹で自分の肩をトントン叩く。まるで、挑発でもするみたいに。

（狩場？）

　視線を落とす。床に石を削って線が引いてあった。薄うっすらと、だが。

「ここから先はおれらの狩場なんだよなぁ～？　で、綾香センセは部外者だろ？　おれらのグループじゃねぇもんな！　こいつは立派な違法行為だぜ？　やべぇな綾香、クラス委員から一転して犯罪者かよ？　冷えるわ～」

「そのへんにしておけよ、翔吾」

「んだよ拓斗ぉ？　まさか綾香を庇かばうんか？」

　最後に桐原が登場。ファーつきコート風な外がい套とうを身に着けている。

　金きん獅じ子し。そんなイメージ。

　やれやれ、と首を振る桐原。

「腐っても十河はＳ級だからな。おまえらＡ級以下がいくら吠ほえても、簡単には引き下がらねーだろ。ナメられてんだよ、おまえら」

　綾香はすぐさま反論する。

「私、そんなつもりじゃ――」

「いいって」

　手を突き出し、制する桐きり原はら。

「ヴィシスから、聞いてるから」

「聞いてる？　何を？」

「十河綾香は精神が脆もろい。Ｅ級ゴミを廃棄した時の凶行も、極度の緊張で錯乱してたのが原因だろ？　いいんだよ。オレはわかってる」

　桐原が小山田たちの前へ歩み出る。ゆったり立ち止まると、彼は言った。

「おまえは今も錯乱中で、自分がここで何をやってるのかも実はまだよくわかってないんだよな？」

「あなたには……私がそんな風に見えるの？」

「オレはおまえが怖くて仕方ないよ、十河」

「え？」

（怖、い？）

「２‐Ｃじゃ一番まともだと思ってただけにショックがでかかった。異世界に飛ばされただけで、あの十河綾香がこんなにもおかしくなってしまうなんてな……」

「ねぇ桐原君。私、あの女神さまはいまいち信用でき――」

「いいか、十河？　おまえはさ」

　桐原に肩を横からポンッと叩かれる。

「オレたちのグループに入る誘いを断った時点で、もうまともじゃないんだよ」

　綾香へ向けられる視線には、憐あわれみの情が含まれている。

「桐原、君」

「けど、おまえにはＳ級って価値がある。でもおかしくなってるせいで、今はまともな判断力を喪失している……ほんと、かわいそうだと思う」

　桐原が背を向ける。ふと、彼はあごを上げた。何か思いついたみたいに。

「オレを王とするなら――十河綾香は、王を守る騎士がふさわしいかな？　まあ……女王は、さすがにないか」

　桐原が首を巡らせ、綾香へ顔を向けた。絶対的な自信に満ちた表情。

「まともな家臣としていつか目覚めるのを一応待っていてやるよ、十河綾香」

　小山田がくつくつ笑う。

「この転落劇、マジで傑作だわ。２‐Ｃ内ランク急落しすぎだろ、クラス委員センパイ」

　他の桐原グループの表情を見ると、奇妙な優越感が彼らから放たれていた。

「よくわかんないけどさ、綾香はコブジュツでがんばればオッケーなんじゃん？」「意外とさ、十そ河ごうちゃんなら一人でもタイマテー倒せんじゃね!?」「イケるイケるぅ！　女神さまの腹パン一発で沈んだのは、何かの間違いだって！」「十河さんマジ最強すぎ！　さっすが女神さまに刃向うだけあるよね！　アタシらじゃ絶対、真ま似ねできないもん！」

　綾あや香かは、無言で踵きびすを返した。

「おい、綾香」

　小山田が呼び止める。

「何？」

「金を払うんなら時間限定でこの先の狩場に入れてやってもいいぜ？　実は金を払った浅葱たちが今、骨野郎が次々出てくるこの先の狩場で経験値稼いでんだよ」

　だから一時的に桐原グループが引き返してきたのか。

「手持ち、多くないから」

「はぁ？　この前〝お小遣い〟が女神から支給されたじゃんか」

「……私にはそれ、支給されていないの」

「マジで!?　かーっ、女神に嫌われすぎだろーっ！　カワイソー！　ネツいわ～」

　綾香は拳を握り込む。女神に刃向ったことに対する後悔は、ない。

「きゃぁぁああああっ！」

　突然上がった悲鳴に、綾香は振り返った。

　林の向こうから複数の悲鳴と共に何か近づいてくる。

　人影。女子生徒たち。バラバラと逃げてくる。

「で、出たぁ！　出た出たぁぁ！　いやぁぁああああっ！」

　戦場浅葱のグループ。彼女らは、この先で経験値を稼いでいたのだったか。

「な、なんだぁ!?」

　桐原グループが身構える。浅葱が走ってきた。

「アホーッ！　この状況見ればフツー何が起きたかくらい察するでしょーが！　出たの！　例の〝ツノつき〟が！」

（スケルトンナイトっ!?）

　綾香は武器を構え、ハッとした。

「あっ」

　鹿島小鳩が、足をヒョコヒョコさせた女子に肩を貸しつつ姿を現したのだ。

　足を怪け我がした子がいたらしい。

「はぁ……はぁ……小鳩に助けられるとか、ない、わー……ウケ、る……」

「大丈夫！　桐原君たちと、合流したよ！　ほら、十河さんもいる！」

　小鳩の目が綾香を認める。自分を目にした小鳩の表情に、安あん堵どが灯ともった。

　綾香はそれを見て、意識を完全に戦闘に切り換える。

　切り換えた直後のこと、だった。

「うぁぁああああっ……[image: ][image: ]～っ……」

　林から出てきた一人の女子。その背後には骨人間めいた大きな影。

　ゆうに３メートルはあるだろうか。禍まが々まがしい角のついたシルエット。

　小山田が身を引く。

「げっ!?　マジかよ!?」

　桐原グループの一人が口もとに手をやった。

「うっ!?」

　林から遅れて出てきた女子。

「[image: ][image: ][image: ]……ないよぉ……な[image: ]ぃぃ……なぐな、っじゃったぁぁ～……」

　左の手首から先が、なくなっていた。

　遅れて姿を現した女子――佐さ倉くら麻あさ美み。彼女は千切れた左手首を右手に持っていた。次なる衝撃が、２‐Ｃの生徒たちを襲う。

「シぎィぇェえエえエ――っ！」「シぎャぁァあアあア――っ！」

　幅広の剣と大きな盾を持った人型の巨骨――二体の、スケルトンナイト。

　綾香は鳥肌を立てた。今までの魔物と〝空気〟が違う。

　これまで出遭ってきたどの魔物よりも強い。それを、肌で感じ取った。

　手もとのフレイルを見やる。

（この武器でいける？　いえ……やる！　みんなを逃がす時間を、私が稼い――）

「手ぇ出すなよ綾香ぁぁああああ！」

　叫んだのは、小お山やま田だだった。

「こいつらはまだおれらの狩場ん中の獲物だからよぉ!?　冷やしに入ってくんじゃねぇぞ、Ｓ級貧乏人！」

　桐原グループの一人が驚く。

「ちょっ!?　小山田!?　コイツが出たら逃げろって言われたじゃん！」

「いーんだよ、これで」

「桐原……っ!?」

「逃げるのはザコの話だろ。しかしオレは違う。このオレの話はもはや、ザコとは格が違っている」

（――なんと言われても、ここは加勢しないと！）

　綾香は小山田の言葉を無視して、前へ駆け出そうとした。その時、

「ご、ごめん十河さん！」

　足を怪我した女子を、小こ鳩ばとが綾香に託してきた。

「しばらくの間、間ま宮みやさんを守ってあげてくれないかな!?」

「えっ？　え、ええ……」

　手首を失った麻美に駆け寄る小鳩。

　皆、逃げているのに。いや――彼女も青ざめている。肩も声も震えている。

　だが、見捨てられないのだ。

「腕のここ縛るよ、佐倉さん!?　たぶんこういうのって、こうやって止血しないと……っ！」

「[image: ][image: ]ぇぇぇ……も[image: ]、やだぁぁぁ……」

「め、女神さまが治してくれるかもしれないよ!?」

「[image: ][image: ]ぁ……元のぜがいに、帰りだいよ[image: ][image: ]……」

　麻美の唇は白くなっていた。小鳩が腰のベルトを素早く外す。

　彼女は、麻美の腕をきつく縛った。泣き喚わめく麻美。

「いだ[image: ][image: ]ぃぃ」

　先ほど小鳩から預けられた女子――間宮誠せい子こ。彼女が引き攣つった顔をする。

「鹿か島しまのあの度胸、ナニ？　つーかがんばりすぎて、逆にキモいんだけど……」

　思わず綾香は誠子をキッと睨にらんだ。

「な、なんだよ？」

「鹿島さんは、立派だよ」

　桐原が前へ出て小山田と並び立つ。

「一匹ずつだ、翔しよう吾ご」

「言われなくてもわかってんだよ！　ぶぅぅっ殺してやるよぉツノつきぃぃ！」

　小山田が大剣を振りかぶり、投げた。

　右のスケルトンが盾で剣を弾はじき飛ばす。

　この時すでに小山田は骸骨騎士の盾の内側――懐へ、潜り込んでいる。

「【赤の拳弾バレツト】ッ！　うぉらぁああ！」

　小山田の固有スキル。

　赤き弾丸めいた巨大エネルギーを拳から射出する能力。

　振り上げられた骸骨騎士の大剣。それが振り下ろされるよりも、速く――

　ドガァッ！

　赤き弾丸が、骸骨騎士に激突。

「ガっ、ギぃィっ!?」

　よろめく骸骨騎士。

「そらそらぁ！　【赤の拳弾バレツト】、【赤の拳弾バレツト】！　追加追加追加ぁ！　【赤の拳弾バレツト】、【赤の拳弾バレツト】！　そらそらそらそらぁぁああ[image: ][image: ]！　【赤の拳弾バレツト】ぁぁあああ！」

　固有スキルの速射。

「ギ、し!?　ギ、ぃィぃ!?　ィ、ぇ!?　シ、ぐ、ィえ!?　キし、ェえッ!?」

　耐え切れずついに膝をつく骸骨騎士。

　数秒後――骨の魔物が、粉々に破砕した。砕けた骨辺が辺りに散らばる。

　左右の拳を握り込む小山田。彼は、天に叫んだ。

「おっしゃ！　レベル、アップぅぅうううう！」

　その隣では、桐きり原はらがすでに【金色龍ドラゴニツ鳴波クバスター】でもう一体のスケルトンナイトを消滅させている。

「スケルトンナイトは決して弱い魔物じゃなかった。こいつが強敵だったのは紛れもない事実……しかし、このオレの方がさらに強かった。常に桐原拓たく斗とという人間――このオレ自身には、驚かされ続ける……」

　桐原グループが沸く。

「さっすが桐原ぁ！」「やっぱカッコイイ～♪」「Ｓ級勇者は、やっぱ伊だ達てじゃないよね！」

　桐原が鼻を鳴らす。

「これで……レベル24、到達」







「すみませ～ん、お待たせしました～」

　女神ヴィシスが部屋の奥から歩いてくる。室内において一つ段が低くなっているフロア。十河綾香は今、そのフロアの椅子に座っていた。

　ここは女神の第二個室だそうだ。部屋の奥は机や高い棚で埋まっている。

　机上には堆うずたかく積まれた紙束や手紙。女神が、正面の椅子に腰かける。

「お呼び立てして申し訳ありません、ソゴウさん」

「私に何か？」

　魔ま骨こつ遺跡から戻ったあと、綾香は女神に呼び出された。

「うふふ」

　今は女神の笑顔にも身構えてしまう。女神が、小袋を卓に置いた。

「ついうっかりこれを綾香さんにだけ支給するのを失念していました。忙しさが原因です。申し訳ありません。Ｓ級勇者なのですから、それなりのお金は必要ですものね？」

　小山田が言っていた例の〝お小遣い〟らしい。

　本当に忘れていたのだろうか？　どうも、疑いの目で見てしまう。

「それと今日の魔骨遺跡行き、私が付き添えなくてこちらも申し訳ありませんでした」

　女神が背後の紙束を見る。

「突然の大たい魔ま帝てい軍の南進と大誓壁ナイトウオールの陥落のおかげで、お仕事が増えてしまったのですよ～。各地から上がってくる報告にもなかなか目を通し切れません。重要度の低そうな地域の情報を確認するのは、どうしても遅くなってしまいますね～」

「他の人に情報の選別を頼めないのですか？」

「ふふ、それを頼んだ上であの量なのですよ。さてさて」

　話題を切り換える女神。

「スケルトンナイトが現れて大変だったみたいですね？」

「あの、佐倉さんは？」

「ええ、治りますよ？　斬り落とされた手首はひとまず【女神の息吹ヒール】でくっつきます」

「そう、ですか。感謝します、女神さま……」

（よかった……）

「ですが、神の力は誰にでも使うわけではありませんよ？　特に【女神の息吹ヒール】はとても疲れますので。ただ、サクラさんはＢ級ですからね～」

　Ｃ級以下は治さないかもしれない。暗にそう言っているのか。微笑ほほえむ女神。

「ところでソゴウさん……皆さんから大分孤立してしまったみたいですけど、大丈夫ですか？　私、それがとっても心配で……」

「今のところは、一人でもなんとかやっています」

「ええっと、その……つかぬことをお聞きするのですが、ソゴウさんには自覚がおありですか？」

　綾あや香かは細く息をついた。

「また錯乱がどうこうの話ですか？」

「あ、いえいえ！　今は前よりもかなり落ち着いてきたようですし、こうしてちゃんと会話も通じますから。あ、キリハラさんたちに何か言われたのですか？　ん～、古い情報が２‐Ｃの皆さんに出回っている状態は困りましたねぇ～」

　悩ましげに思案する女神。

「誰か影響力のある者が、古い情報を訂正しないといけませんね～」

「あの、自覚がどうこうの話は……」

「あ、もうそちらの話へいきますか？　ん～、ではまず一つ質問をします。ソゴウさんは、キリハラさんたちのグループに入らないのですか？　私としては、できるだけＳ級勇者には共に行動してほしいのですが」

　綾香は視線を逸そらす。今の桐原拓斗はどこかおかしい。狂気的、とでも言おうか。

「今の桐原君と私が上う手まくやっていけるとは思えません。現状ですと、共に戦うのは難しいと感じています」

　女神がニッコリ微笑む。

「そういうことです」

（〝そういうこと〟？）

　言葉の意味がわからない。

「要するに、ソゴウさんのわがままが２‐Ｃの皆さまの足並みを乱しているんじゃないかな～、と私は見ているんですよ」

「わ、わがまま？」

「あ、あらら？　違います？　聞いていますと、ごく個人的な感情の要素が大きいと感じるのですが……あらら？　違っています？」

「それは――」

「あの、理論的に説明できますか？　漠然とした予感や不安みたいな話ではなく、理路整然と説明できます？　大丈夫ですか？」

「あの――」

「んふふ？　できないなら、やっぱりわがままですよ？　ん～、ですが困りました。タカオ姉妹もわがままな行動が目立っていますし……誠意を尽くして接すれば話が通じると思っていたソゴウさんまで、こうもわがままなお子様となってしまうと……」

「ち、違います！　私は、ただっ……」

「いえいえ、いいのです」

　女神の目尻に涙が滲にじむ。

「これはすべて、私の指導力の至らなさが引き起こしたこと……ぐすっ……すべての責は、この私にあるのです……」

　綾香は腰を浮かせた。

「ソゴウさん？」

「申し訳ありません。わがままだとしても、私は今の桐原君たちとは組めません」

「救いを求めるこの世界に背を向けても、ですか？」

「Ｓ級勇者の役目は私なりに果たすつもりです」

「どうしても、だめですか？」

「すみません」

「わかりました」

　女神は笑顔になると、一つ軽快にパァンッ！　と両手を打ち鳴らした。

「では、試練に合格できなかった生徒たちをソゴウさんに託します！」

「え？」

　急に、何を言い出したのか。話にまるで脈絡がない。

「皆さんから避けられている今の孤立状態では何かと大変ですものね？　まあ、Ｃ級以下の子しかいませんけど……ですが大丈夫です。Ｓ級のあなたが鍛えてくれれば、必ずや百人力になりますよね？　ただ――」

　沈鬱な表情になる女神。

「死人が出ないことを、祈っています……」

「な、なぜ突然そんな話になるんですか？　それに、私が彼らの代わりに戦うということでその話は決着がついたはずですよね？」

　女神が無念そうに視線を落とす。

「実は先日、国王より命がくだったのです」

「国王様、から？」

　女神は王の命令に逆らえないのだろうか。ただ……何か、違和感があった。

「王は〝戦いもしない勇者はやはり廃棄すべきだ〟と……あ、私はちゃんと説得したのですよ？　しかし王は聞く耳を持たず……すみません、私の力が及ばぬばかりに……」

「…………」

「ただ、彼らの今後の扱いについては私も少々悩んでいたのです。ですが、ソゴウさんが一手に面倒を見てくれるのならひと安心ですね！」

「…………」

「ソゴウさん？」

「私が拒否すれば、彼らを廃棄するんですね？」

「そうせざるをえません。ごめんなさい」

「わかり、ました」

「はい！　ではお願いします！　まあ、わがままでキリハラさんたちと組むのを拒否したのですから、彼らの面倒を見るのも当然ではあるのですが」

　詳細は追って説明しますね、と女神は言い添えた。辞去前、綾香は一礼する。

「失礼、します……」

　部屋を出る直前、女神が声をかけてきた。

「あ、これは万が一の話ですが――彼らが足手まといになった時、ソゴウさんは非情な現実を直視するかもしれません。でも大丈夫です。現実を知った人間は強くなります。私は、人の可能性を信じています。人は自ら成長し、変われる生き物ですから……もしソゴウさんがわがままな子ども時代を脱してちゃんとした大人になったら、キリハラさんたちにはしっかりと私から口添えします。絶対に、約束します」

「……お心遣い、感謝します」

「はい！　私も、期待していますね！」

「失礼します」

　綾香は、後ろ手にドアを閉めた。







　◇【女神ヴィシス】◇







「クソガキが」

















「――――手間のかかるサルめ」
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　◇【三森灯河】◇




　下層へ降りる途中、俺はミストにピギ丸を紹介した。

「辺りに魔物の姿が見えない時も近くに気配があったので、気になっていたのです。そういうことだったのですね」

　思い出されるのは、隠し階段を抜けた直後の会話。

『今のところ、魔物はいなそうだな』

『ハティ殿、実は――』

　あの時、ミストは何か尋ねかけた。魔物の気配があると言いたかったのだろう。

　俺は〝ピギ丸以外の〟が前提になってるからな……。

「ほら、ピギ丸」

「――ピ」

　恐る恐るピギ丸がミストの方へ突起をのばす。

　ミストも手をのばしてきた。彼女がチラと俺を見る。

「大丈夫、なのですよね？」

「ああ」

「ピィィ～……ピ、ピ……ピ……？」

　ピギ丸はまだ警戒している。突起が、ミストの指先をツンツンとつつく。

　おっかなびっくりといった感じ。ミストの唇が綻んだ。彼女の目もとが、和らぐ。

「私はミスト・バルーカスと申します。よろしくお願いいたしますね、ピギ丸殿？」

「ピ？　ピィ……ピ……ピュゥゥ～……♪」

　ピギ丸がミストの指に突起を擦りつけ始めた。

　色味が薄ピンクになっている。好意を持ったようだ。

「ふふ、とても可愛かわいらしいスライムですね。不思議と気持ちが安らぎます」

「ピィ～♪」

「あんた、ピギ丸に気に入られたらしいな……こんなに好意的なのは俺以外だと初めてじゃないか？」

「ピ!?　ピユゥゥ～！」

　突起が急に俺の方へのびてきた。頰にプニプニした感触。

　ピンク度合いが強くなっている。ミストは口もとに手をやると、クスッと微笑ほほえんだ。

「それでもやはり、ハティ殿が一番だそうです」

「ピ♪」

　その後も魔物は定期的に襲ってきたが、ミストがすべて斬り伏せていった。

　危なげのない戦い。かなり腕が立つようだ。

　なんというか、戦い慣れている感じがする。

　俺たちは階層をさらに下へと進んだ。またも、居住区っぽい場所へ辿たどり着く。

「ん？」

　見覚えのある扉が視界に入る。

　正確には扉というより、見覚えのある宝石。魔素を流し込むと開くあの扉だ。

　宝石に触れて魔素を注入すると、扉は難なく開いた。

　警戒しつつ中を確認。もぬけの殻、といった感じだ。

　踏み入って部屋を調べる。気になるものは特にない。古びた家具が置いてあるくらいか。

「罠わなの形跡も、なさそうだな……」

　部屋の外で見張りをしているミストを呼ぶ。

「もう入っていいぞ」

「わかりました。失礼します」

　ミストが部屋へ入ってきた。扉を閉めて荷物を置くと、懐中時計を確認。

「ここで休憩をとろう」

「承知しました」

「軽く寝ていいぞ？　出発になったら起こす」

　ミストから返答がくるまで、間があった。

「いえ、大丈夫です」

「俺にはあんたが寝不足に見えるんだがな……足手まといにならないと誓ったなら、できれば仮眠くらいは取ってほしい気もするんだが」

　まつ毛を伏せるミスト。

「きっと、眠れないと思います」

「横になるだけでも多少は疲れが取れると聞く。せめて寝袋を床に敷いて横になったらどうだ？　途中で倒れられたりしたら、俺も困る」

　ミストは少し考え込んだのち、微笑みまじりに息をついた。

「わかりました……では、横にだけなっておきます」

　淡く光を発する額当てを除き、装具を外していくミスト。

　次に寝袋を敷き、彼女は横たわった。俺の方へ背を向けた体勢で。

「ピギ丸」

「ピ」

　ピギ丸には先ほどコッソリ指示を与えてある。

　ミストの気を逸そらしてくれ、と。

　プニョンッ、と床に下りて丸型へ戻るピギ丸。ピギ丸はそのまま這はってミストの正面へ移動する。そして、顔の前辺りで停止。

「ピ」

「ピギ丸殿……？　どうかされましたか？」

「ピ！」

「――【スリープ】」

「――、……すぅ」

　ミストに【スリープ】がかかった。これでゲージがなくなるまでは眠れるだろう。

　深い眠りは短時間でも回復効果がある。以前、ネットのどこかで読んだ。

「持続時間がもっと長かったら不眠症の治療とかに使えたりするのかもな……」

　まあ【スリープ】の眠りに安眠効果があるかまでは今のところ不明だが。

「ピ、ピ、ピ、ピ、ピ」

　ピギ丸が左右に揺れている。なんとなく、動きがメトロノームっぽかった。

　あれは……ミストを見守っているのだろうか。その時、

「ピ？　ピピッ!?」

　ミストの額当てが、消失した。

　寝袋の傍そばに置いてあった装具も一緒に消失。

　直後、ミストの変化が確認された。

「――――――――」

　耳が、変形している。

　尖とがった長い耳。

「エルフ……？」

　俺は、横たわるミストの正面へ回った。

「ピッ？」

　ピギ丸は〝これってどういうこと？〟と、俺に尋ねているみたいだった。

「実を言うと予感はあった。だが……こいつは驚いた」

　改めてミストを見る。変化は耳以外にも及んでいた。顔も変化している。

　今の【スリープ】で〝何か〟が解除されたと思われる。

　髪の感じもわずかに違う。

　顔立ちの方は明らかな相違があった。これには……思わず息をのまされた。

　変化前のミストは普通に美人と言えた。

　が、今は――それ以上。

　美人は見慣れているつもりだった。たとえば、叔母さん。

　２‐Ｃで言えば十そ河ごう綾あや香か。他だと高たか雄お姉妹もいわゆる美人筆頭だろう。

　だからミストも同じ範はん疇ちゆうの〝美人〟と捉えていた。

　しかし、今のミスト・バルーカスは違う。なんというか……噓うそみたいだ。

　生き物というよりは、美を求めた果てに生まれた造形物のような――

『男も女も目ん玉が飛び出るほどの綺き麗れいどころが揃そろってるって聞くぜ？』

　酒場での会話が、急に思い出された。

「なるほどな……これが、ハイエルフってやつか」

　次に思い起こされた人物――モンク・ドロゲッティ。

　広場でミストに絡み人違いで大恥をかいた男。のちにこの遺跡内で命を落とした。

　あいつが広場でミストに絡んだあと、俺は違和感を持った。

　モンクには確信がありすぎた。

　なぜあんなにも自信満々だったのか？　それが微かすかに気にかかっていた。

　あの時、ミストの頭部はフードで覆われていた。普通、あの時点であそこまでの確信は持てないはずだ。相手の顔をまだ確かめてすらいないのだから。

　まず別人の可能性を考慮するのが当然の感覚だ。

　にもかかわらずモンクはあの時点で絶対的な確信を持っていた。

　どういうことか？

　あったのだ――確信に至る材料が。

　たとえばあの時、声を聞いた時点で俺はピンときた。ミストが〝闇色の森で出会ったあの女だ〟と。モンクも、ピンときたのである。同じくミストの声を聞いて。

　彼女はおそらく何か特別な力で顔や耳を変化させられる。

　ただし変化させられるのは外見のみだと思われる。

　つまり〝声〟までは変えられない。

　モンクは〝セラス・アシュレイン〟にひどく執着していた。忘れるはずのない声としてその声を記憶していた。で、声が一致した。モンクの中では、完全に一致。

　もう一つ言えば、だ。

　俺はミストの胸へ視線を移動させる。身体からだつきの方に変化はない――と思う。

　見る限り変化が及んでいたのは頭部のみ。モンクの発言を、またも振り返る。

『豊かに実った、そのふしだらでけしからん胸もね！　バッチリ、記憶している！』

　あいつは自信を持つほどこの〝胸〟を脳裏に焼きつけていた。いや、胸を記憶に焼きつける行為もどうかとは思うが……しかも衣類で覆われているというのに。

　ただしモンクにとっては重要な個性だったのだろう。

　声と胸。記憶に強く焼きつけたその個性。焼きつけたゆえに、絶対の確信があった。

　だからフードを取り払った時、モンクはひどく混乱した。

　顔立ちと耳の形が、記憶と一致しなかったから。

　モンクには意味がわからなかっただろう。

　声と身体つきは完全に一致している。なのに、顔と耳がまるで一致していない……。

『そん、な……噓、だ……噓だ、噓だ……』

　あれほど錯乱していたのも頷うなずける。

　俺は尖った耳へ視線を移動させた。

　あれは、モンクがミストに触れようと手を伸ばした時のこと。

　ミストは咎とがめるがごとく、その手を強く振り払った。

「つまり……見た目が変わっているだけか？　形自体が変化しているんじゃなく、相手の目に映る〝情報〟だけが変化している……？」

　いうなれば、幻術みたいなものか。

　なるほど……触れられたら〝視覚情報〟と〝手触り〟に齟そ齬ごが生じてしまう。

　だから、触れられるのを強く嫌ったのか。

『ちなみにエルフって強ぇのか？』

『なんでも精霊の力を借りて戦うんだと』

　宿の酒場で男たちがそんな話をしていた。

「幻術は精霊の力、か」

　噓を見抜くのも案外、精霊の力かもしれない。

　額当て、装具、鎧よろい。

　どれも精霊の力を借りた装備だったのだろう。

　今、ミストの精霊の力は解除されているようだ。

　以前【パラライズ】で動けなくした時は、精霊の力の効果は持続していたが、

「どうやら【スリープ】だと精霊の力も一時的に失われるらしいな……」

　思わぬところで【スリープ】の優位性が発見された。

　穏やかな顔で眠る美貌の護衛を見おろす。青のゲージが、ジリジリと減少している。

「…………」

　まだ、確定ではない。

　抱いていた予感が補強されただけとも言える。

　しかし、これはほぼ確定だろう。

　ネーア聖国から姿を消したという元聖騎士団長。

　ハイエルフの姫君。

　ミスト・バルーカスの正体は――

「姫騎士、セラス・アシュレインか」







３．セラス・アシュレイン




　ピギ丸に指示を出してから、俺は自分の寝袋の上に座った。

「おとりみたいな役回りばかり頼んじまって悪いな、相棒」

「ピ♪」

　寝転がる前に眠りゲージを確認したあと、俺はミストに背を向けて寝転がった。

　今は遺跡の攻略中。正体発覚でゴタゴタするのは避けたい。

　ミスト――セラス・アシュレイン。

　彼女についてはまだ考えあぐねていることもある。まあ、この話をするならまた別の機会が適当だろう。せめて地上へ戻ってから。今はまず、目的の素材入手を済ませたい。

　問題は俺の【スリープ】に気づいているかどうかだが……。

　俺は横になったまま目をつむると、効果が切れるのを待った。

　そうして効果が切れる頃合いになって、

「ん――、……え？」

　音波めいた高い音が、かすかに聞こえてきた。消失していた額当てや装具が元に戻る音だろう。目覚めると、幻術も自動復元される感じか？

「まさか……私、いつの間にか眠っていた？　しかし――」

　身体を起こす気配。

「まだ契約の時間は残っているはずなのに……なぜ？」

　契約の時間？　精霊と契約した代償か何かで、ミストは眠れないのか？

　次いで、ホッとする気配。寝ている俺を確認して安あん堵どしたのだと思われる。

　よし……感じからして【スリープ】のことは覚えていない。

　ピギ丸が気を逸そらしてくれたのが功を奏したか。

「――、……ピュ？」

「ピギ丸殿？　もしかして、眠っていたのですか？」

「ピィ～」

　ピギ丸は眠らない魔物だと思うが、今はあえて寝ていた演技をしてもらった。

「そう、ですか」

　再びホッとする気配を発するミスト。

　顔や装具の変化をピギ丸に見られていない。そう認識したらしい。

「ピィィ～♪」

「ど、どうしたのですか？　あ、まさか……ハティ殿が眠っているので、寂しいのですか？」

「ピッ！　ピッ♪　ピィィ～ッ♪」

「あ、あの――申し訳ありません。私の身体には、あまり触れないでいただけますと……その、特に顔の方は……」

「ピ!?　ピィ……ピュゥゥ～……」

「あぁ違うのです！　ピギ丸殿に何か問題があるわけではなく、ですね……っ!?」

　ピギ丸は忠実に指示を実行した。指示通り、大きな声を上げてくれた。

　ついでにミストも騒いでくれたしな……。これで〝自然〟に起きやすくなった。

　あくびを嚙かみ殺し、目尻に涙を滲にじませる。

「ん……どうしたピギ丸？　何を騒いでる？」

　身体を起こして目もとを指で擦こする。ミストが俺に気づく。

「あ、申し訳ありません。起こしてしまいましたか？」

「問題ない。それより時間になったら起こすと言ったのに、悪かったな」

「いえ、どうかお気になさらず」

　顔はやはり元に戻っていた。額当てや装具も。さっきのタヌキ寝入りはバレていないようだ。……噓を判断する材料は〝声〟だけなのかもな。

「少しは休めたか？」

「……はい。おかげさまで少し休むことができました。その……自分の疲労の程度を、私自身もよくわかっていなかったようです」

　苦笑するミスト。笑みにはぎこちなさが残っている。それもそうだろう。眠れないはずなのに自分の意識が一時的に落ちたのだ。それに対する違和感が残っているのだろう。

　が、ひとまず正体がバレていないのならよしとしたようだ。

「睡眠は大事だぞ」

　廃棄遺跡でそれは嫌というほど思い知らされたしな。

「はい。取れる時は、可能な限り取るようにします」

「そうするといい」

　出発の準備をして部屋を出ると、俺たちはさらに一つ下の層へ降りる。

「この層だけ、地ち下か輝き石せきの量が増えている気がするな……」

「そのようですね」

　左右を警戒しつつミストが答える。

　短眠でもそれなりの効果があったのか。彼女の動きが少し前よりキビキビしている。

「廊下もずいぶん広い印象だ。広さに比例して輝石も多くなるのか？」

「輝石は魔素濃度の強い場所にできやすいと聞きます」

　上層の方が輝石は多かった。つまり、地上の方が魔素が濃いのか。

　しかし――ここは下層でありながら魔素が濃い。

「見方を変えれば、ここは何か特別な層とも考えられる？」

「かもしれません」

　目的の素材に近づいていると思いたいが。

「そういえば、気になってることがある」

「なんでしょう？」

「遺跡の隠し階段や開けられた扉ってのは、自動的に閉じたりするもんなのか？」

　大賢者はこの遺跡の深部で素材の骨粉を発見したはずだ。ならばあの隠し階段は大賢者は開けているはずである。なのに、仕掛けは元に戻っていた。

「古代遺跡の仕掛けなどの復元については一応〝遺跡の幽霊リペアゴースト〟の存在で説明されています。といっても、実証はされていないので真相は不明ですが」

「リペアゴースト？」

「各地の遺跡には、数十年ごとに遺跡の機能の修復や復元を行う幽霊がいるとされています。今は、霊的な魔物の一種と考えられていますね」

　オカルトにひとまずの理屈をくっつけたみたいなものか。

　あるいは、本当にいるのかもしれないが……。

　と、俺は立ち止まって正面の先を指差す。

「あの扉」

　横幅の広い巨大な扉。ミストが俺の前へ出た。

「何かありそうな雰囲気ですね――お気をつけください、ハティ殿」

　骨を一面に貼りつけた扉、とでも言えばいいのか。おどろおどろしい扉である。

　俺の目的はスケルトンキング骨の王の骨粉。

　……目的の魔物は、近いのかもしれないな。

「扉の片側が開いていますね」

　扉は片側だけ開かれていた。

　扉の奥を凝視する。が、ここからだとよく見えない。

　警戒しつつ扉に近づく。ミストと俺で、両側から中を覗のぞき込む。

　壁に骨が一面に貼りつけられた部屋。いや、あれは壁際に骨が積まれているのか。

　魔物のものと思おぼしき骨が大量に確認できた。中には、人間の骨もまじっている。

　室内に魔物の気配はない。

　俺たちは軽く部屋を探索してみた。

　骨以外、特に何もない。気になるのは輝石がオレンジ色なくらいか……ん？

　屈かがんで床に触れる。

「ハティ殿？」

「……部屋の主は、お出かけ中かもな」

　よく見ると床に何か引きずったような跡がある。

　何か硬いものによって削られている。比較的、新しいと思われる跡もあった。

　この部屋にいた魔物の残したものだろうか？　削れ方を見る限りだとでかいな……。

　扉を開けてどこかへ行ったのか？

　……ダンジョンの主が必ずしも探索者を待ち構えてくれているわけではない、か。

「どうしますか、ハティ殿？」

「捜しに行く。目的の魔物かもしれないからな」

　俺たちは部屋を出た。その時、

　ドゴォン

「今の音、聞こえたか？」

「はい」

「ピッ」

「不法侵入が、バレたのかもな」

　音はまだ遠いが、近づいてきている。おそらく……数は、一体。

「――ィぃェぇエ――ギぃェぇ――」

　遠くから叫びにも似た咆ほう哮こうが届いてくる。通路の構造のせいか、咆哮は妙な反響をしている。これだと声で位置を特定できないな……。

「ハティ殿、次はどう動きますか？」

「観察に適した場所へ移動するぞ。ひとまず上へ通じる階段の近くに移動だ。あの辺りは身を隠しやすい地形だったはず」

　魔物の強さは現時点で未知数。

　今は、スケルトンキングかどうかすらまだ不明の段階だ。

　魂喰ぐいの例がある。油断は禁物。

　移動を開始した俺たちは、途中で広いフロアに出た。天井はそう高くないフロア。

　ここを抜ければ、目的の――

　ドッ、ガァァアアン――――ッ！

　壁を突き破り、それが姿を現した。

　宙を舞う壁材と、輝石。一瞬で俺は理解する。

　こいつ……この遺跡の他の魔物とは、比べものにならない強さだ。

「まさか、この魔物は――」

　ミストの表情が、張りつめていた。心当たりがある反応。

「スケルトンキング……ッ！」

　頭部の形は王冠を連想させる。予測通りの巨きよ軀く。サイズはドラゴンゾンビに近い。

　ただし、ここは直立できるだけの高さがない。なので低い四つん這ばいで地を這う姿勢だった。骨はオレンジに近い。黒々とした眼がん窩かの奥にも、小さな橙だいだいの光がある。

　光が眼球めいて忙せわしなく動いている。

　肩には突起物が確認できた。人間の腕や足の形をした骨。魔物と思しき骨も、そこから突き出ている。こいつ……他の生物の骨を取り込んで成長してるってわけか？

　さっきの部屋は、取り込み用の骨の貯蔵庫だったのかもしれない。

「ひ[image: ][image: ]ィぃェぇァぁァあアあア[image: ][image: ]――っ！　ゲろ、ゴはァぁァあアあアあア――っ！」

　ドラゴンゾンビの雄お叫たけびに近い濁った声。今のは威嚇の意図らしい。

　今のところ、まだ襲ってくる気配はない……。

　スケルトンキングはジィィッと俺たちを観察している。

「ハティ、殿」

「ん？」

　隣のミストが、唇を嚙む。

「あごの下の骨を見てください。よく見ると、銀色の部分が確認できると思います」

「ああ、あるな」

「あそこを砕けば倒せるはずです。ですが――はっきり現実を、言わせていただきます」

　魔物を凝視し、ミストは続ける。

「あれはこの遺跡の攻略に集まった傭よう兵へいたちの手に負える魔物ではないでしょう。あの剣けん虎こ団だんでどうにかなるか否か、といった格の魔物です。巨体でありながら俊敏、骨は硬く、魔素を用いた術式も効果が薄いと聞きます。ですので、ハティ殿の術式といえど――」

　剣虎団って、何気にすごい連中だったんだな。

　俺は、スケルトンキングを注視した。

　素早い羽虫のように動き回る光る金きん眼がん。ミストを捉えている回数が、明らかに俺より多い。警戒すべきはミストの方だと思っているようだ。

　二人の内で強いのは、あの女の方。

　ふむ……ミストが隣にいれば、敵の意識を俺から逸そらす効果も期待できるか。

　さて、どう攻める？

　魂喰いのアレの記憶が甦よみがえる。

　こっちの攻撃に合わせて超速の迎撃行動を取ってくる魔物か、否か。

　現状ではまだわからない。こいつは――どのレベルの魔物だ？

　確実性を上げるなら、相手が攻撃へ移る瞬間の隙を見つけ、そこにスキル発動を合わせたいところだが――

「ハティ殿、お願いがあります」

　ミストが声をかけてきた。

　――ピシ、ピキッ、ピシィ――

　見ると、ミストの剣の刃に氷脈が浮き上がっていた。氷がその量を増していく。

「この剣を氷の打撃武器に変化させ、あの弱点部位を砕けるかやってみます。さらに、とある力を使ってこれから私の身体能力を底上げする特殊な装具を生成します。その力を使えばあの魔物に勝てるかもしれません。ただ、この力は……できるだけ存在を隠したいのです。ですからどうか、ここで見たことは内密にしていただけないでしょうか？」

　スケルトンキングが大口を開けた。口に光が溜たまり始めているのは先ほどから見えていた。何かを放ってミストを攻撃するつもりか。

　が、まだ射出はない。攻撃性が一気に膨れ上がる瞬間があるはず。

　その機を見極めるべく俺は注視を続ける。時にはイチかバチかも必要だが、普段はこうして確実性を重視したい。確実な隙を見つけて――仕留める。

「それと……申し訳ありません。あの魔物の強さが想定以上だった場合、あなたを守る余裕がないかもしれません。ですので、いざとなればハティ殿とピギ丸殿はここから逃げ――」

「ぎィぃ、ゲ、ろォぉォおオおオぉォぉォ[image: ][image: ][image: ][image: ]―――っ！」

　何かを放つ直前の状態に、入った。

　最も隙の生じる瞬間――ここだ。




「――【パラライズ】――」




「オ、ぉ――ォ――」

　スケルトンキングの口内の光が萎しぼむように、弱まっていく。

　リザードマンのように破裂はしないか。

「――[image: ]、ォ？　ぉォ……？」

　魔物の動きが、停止。スケルトンキングの混乱が伝わってくる。表情はないが、わかる。

　俺は一歩、前へ出た。

「……え？」

　ミストの口から、呆ぼう然ぜんとした声が漏れた。氷の武器の形成は途中で止まっている。

　ゆったりと、俺は振り向く。

「わかった。あんたのその力、許可なく他人に漏らさないと誓おう」

　俺は再びスケルトンキングへ顔と手を向けた。




　こいつが効きさえすれば、弱点もクソもない。




「【ポイズン】」

　スケルトンキングの巨体が紫に変色。

　毒も、成功。腐竜に続き骨だけの魔物にもスキルは効果を発揮した。

　このスキルの原理はよくわからないが、現状すべての相手に状態異常は成功している。

　唯一の例外クソ女神を除いて、だが。

「これは一体？　術、式……？」

　不可解げな顔で骨の王を見上げるミスト。氷の武器を構えたまま、目を見開いている。

　ああ、そうか。ミストは【ポイズン】の方を見るのは、初めてか。

　彼女の方へ振り返る。

「俺はあんたのその力に関して口をつぐむ。その代わり――」

　毒に侵された骨の王を背に、言う。

「あんたもこの力について、内密にしておいてもらえるか？」

　まだミストは状況認識が追いついていない様子である。

「それから、この遺跡で起こった例の異変のことだが……あれはおそらく、俺がこの力で殺した魔物の死体が原因だ」

「ハ、ハティ殿の……？」

「途中で会った剣虎団の人間から話を聞いた限り、そうとしか考えられない。この力で魔物を殺すと大抵は外傷が残らない。この力は以前、あんたも身をもって体験してるだろ？」

　過去にミストはあの森で【パラライズ】をその身に受けている。

　さっきの眠りの方は、まだ気づいていないようだが。

　死へ向かう背後のスケルトンキングを、親指で示す。

「ま、この力は――この世界じゃ少しばかり、異常らしくてな」







　麻ま痺ひゲージが切れかけた頃、スケルトンキングは力尽きた。

　ガラガラと音を立て、骨の巨体が崩壊していく。

　瓦解した骨が床の上で大量に散らばった。まじり合った人間と魔物の骨が床に広がっている。どこか、大量虐殺の果ての光景にも見える。

　レベルは、上がらなかった。というか、

「…………」

　この遺跡の他の魔物とは、確かに比べものにならない強さだった。それはひと目でわかった。

　が、攻撃へ移行した時点で廃棄遺跡の魔物以下なのもわかった。

　魂喰いの経験のせいか、石橋を叩たたきすぎた。ミストの説明を聞いて強敵と思い込みすぎたのも原因か。いや、ミストのせいにするのはよくないな。

　相手の強さをもっと俺が見極められるようにしないと。

「ハティ殿が探していた魔物とは、もしかしてスケルトンキングだったのですか？」

　細い骨の破片を踏みしめ、頭部に近づく。

「ああ……俺がミルズ遺跡へ来た目的は、この魔物だ」

　ミストが息を吞のむ。俺は『禁術大全』を素早く取り出し、該当ページを確認した。
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『銀ぎん骨こつの骨粉』
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「よし、こいつで間違いなさそうだ」

　本を閉じて背負い袋に戻す。

　荷物チェック時に『禁術大全』は古い図鑑だと説明してある。

　担当官が重視するのは遺跡から持ち帰った宝のみ。基本、荷物の細かな部分までは言及しないと聞いた。傭兵側も持ち物の詳細を調べられるのをよく思わない。

　結果〝宝をくすねていないか〟のみが重視される。そう担当官が言っていた。

「素材になるのが、弱点部分だったか」

　小型ハンマーを取り出す。銀骨の部分だけを上う手まく分離できるだろうか？

　骨の前でしゃがみ込み、銀骨近くの別の骨を軽くハンマーで叩いてみる。

　ピシッ、と小さな亀裂が入った。

「意外と脆もろいな」

「スカル系の魔物の骨は、死後に強度が下がるようですね」

　背後でミストがそう説明した。

　今のミストには遠慮気味な空気があった。色々と聞きたいこともあるようだ。

　雰囲気でわかる。が、俺についての踏み込んだ質問をしないという取り決めを気にしているのだろう。律儀な性格である。

　俺は、立ち上がって振り向いた。

「地上へ戻ったら、話せる範囲なら質問に答えるぞ」

　微苦笑するミスト。

「察せられて、しまいましたか」

「俺もあんたに少し話がある。ただ、魔物が出るような場所でするのもアレだしな。諸もろ々もろは、上に戻ってからにしよう」

「わかりました。それにしても……あなたの力には驚きました。スケルトンキングは強敵と名高い魔物ですから。アライオンの魔ま骨こつ遺跡の地下深くでも過去に確認されていて、その時の記録が文献として残っているのです」

　魔骨遺跡……？　そういえば、ミルズ遺跡の下にその名前が記してあった。

　場所が不明だからミルズ遺跡を優先したが、アライオンにある遺跡だったのか。

　ミストが骨の王の頭部を眺める。

「かつて腕利きの異界の勇者が決死の覚悟で挑み、スケルトンキングと相討ちになったと……そんな話が後世まで伝わっているほどです」

　俺も視線につられて頭部を見る。頭部は綺き麗れいに残っていた。

「ピッ」

「どうした、ピギ丸？」

　突起がのびてスケルトンキングの頭部を示す。

「あそこに何かあるのか？」

「ピッ」

　肯定のグリーン。

　試しに、頭部の中へ入ってみる。内側は空洞になっていた。

「ハティ殿？　どうしました？」

「この中がちょっと気になってな」

　皮袋で照らしてみる。頭部の内側には人骨の上半身が数体、へばりついていた。

　胴から下が頭蓋骨の内側と同化している。

　スケルトンキングに取り込まれた人間だろう。なかなか不気味な光景である。

　ただ、人骨はもう廃棄遺跡で見慣れてしまった感もあるが……。

「ん？　奥の人骨に、何かぶら下がってるな」

　布にくるまれた何か。それは、脇の骨あたりにきつく結びつけてあった。

　周りの骨を砕き、手に取る。そしてそっと足もとに置く。

　布の上から丸みが確認できる。何かの頭部か？

　この頭蓋骨内にずっとあったのだろうか。

　注意を払いつつ布をほどいてみる。すると、くるんでいた布が発光し始めた。

「なんだ……？」

　発光部位を確認してみる。布の表面に、紋章めいたものが浮かび上がっていた。

　爆発などを警戒して一応距離を取る――が、光はすぐにおさまった。

　ただの布に見えたが……魔法の布か何かだったのだろうか。

　ピギ丸に急せかされながら布をほどき切ると、その中身が姿を現した。

「これは……卵、か？」

　形からして卵に見える。大きさはネットのどこかで見たダチョウの卵くらい。

　特徴的なのは色だ。赤、黒、白のグラデーション。

　前の世界にあったら何かのアート作品かと思える色合いだ。

　手の甲で軽く叩いてみる。コツコツ、と音が鳴った。

　硬い――というか、異様に硬い。廃棄遺跡の魔物の皮膚を思い出す硬さだ。

　一方で重さはそうでもない。荷物として大した重さにはならなそうだが……。

「ピ！」

「なんだ、ピギ丸？　この卵が気になるのか？」

「ピーッ」

「持ち帰ってほしい、のか？」

「…………ピュ？」

〝だめ？〟とせがまれている感じ。ピギ丸がこういうことで主張するのは珍しい。

「わかった。おまえがそうしたいなら、持ち帰ってみるか」

「ピュ～♪」

　礼を言っているようだ。

「おまえにはこの遺跡でアレコレ世話になったしな」

　俺は珍ちん色しよくの卵を脇に抱えた。

　魔物の頭部から出ると、背中越しにミストが尋ねてきた。

「中に何か？」

　ミストは、頭部を守るような立ち位置で剣を構えていた。周囲を警戒してくれていたらしい。卵を見せると、その綺麗な目が丸くなった。

「それは……卵、のようですが」

「取り込まれた人間の持ち物だったらしい。妙な布にくるまれてた」

　今はなんでもないただの布になっている。

　布に魔素を注入しても何も起こらない。一回限りの魔法の道具だったのだろう。

「この色の卵に何か心当たりはあるか？」

「いえ、そのような色の卵は初めて目にします。布にくるまれていたのでしたら、スケルトンキングの卵でないとは思いますが……」

「ま、危険な卵じゃないことを祈るとするか」

「ピュ～……」

　どこか申し訳なさそうなピギ丸。

「気にするなよ、ピギ丸。ただ、危険な卵だと判断した時は捨てるかもしれないぞ？」

「ピ！」

　肯定のグリーン。

　卵の話が済むと、再び俺は銀骨の前にしゃがみ込んだ。本来の目的はこっちだからな。

　銀骨をハンマーで砕く。適度な大きさにし、布にくるむ。

　銀骨も難なく背負い袋におさまった。

「よし……それじゃあ、地上へ戻るとするか」







　地上へ出る前に一度、ミストと別れることにした。

「俺はできるだけ目立ちたくないんでな」

　竜りゆう眼がんの杯さかずきを持ち帰ったとなれば十中八九、注目を浴びる。

　あえて俺が手放した理由もそこにある。

　ミストは提案を了承した。ただ、できれば彼女も注目を浴びるのは避けたいだろう。

　それでも報酬を優先するようだ。とはいえあの幻術が効いている限り問題あるまい。

　今はあのモンクがいちゃもんをつけてくる心配もないしな。

　別れる前、ミストに声をかけた。

「さっきも言ったが、戻ったら話がある。あとで合流できそうか？」

　警戒心の失うせた微笑を浮かべるミスト。

「もちろん、善処するつもりですよ？」

「可能なら二人きりで話したい」

「二人きりで、ですか？」

　考え込むミスト。

「わかりました。場所はどこにしましょう？」

「泊まっている宿のどちらかの部屋でどうだ？」

　宿の部屋はひとまず三日分確保してある。

「その、私はあの宿にもう部屋を取っていませんので――」

「なら俺の部屋でいいか？　話は俺の方から宿の主人に通しておく」

　ミストがまつ毛を伏せ、フッと微笑ほほえむ。

「手際がよいのですね、ハティ殿は」

「心配性なだけさ。じゃあ、またあとでな」

「あ、ハティ殿――」

「わかってる。例の力のことは、漏らさない」

「いえ、違うのです」

　ミストが両手で俺の手を取った。曇りのない空色の瞳で、目を見つめてくる。

「竜眼の杯の件、改めて感謝いたします。ありがとうございました」

「なに、礼を言われるほどのことじゃないさ」

　そうしてミストは俺より先に地上へ戻った。

　やや遅れて俺も地上へ戻ると、予想通りちょっとした騒ぎになっていた。

　入口近くでたむろしていた傭よう兵へいたちが鳴り止やまぬ驚きを発している。

「竜眼の杯!?」「あれは本物っぽいぞ!?」「え!?　見つかったのか!?　もう!?」「あ、あんた例の異変は気にならなかったのか!?　え？　イチかバチかに賭けた!?　かぁーっ！　そんな綺麗な顔して度胸が据わってんなぁ！」「大したもんだ！」「おい！　てことは異変の方は特に問題なさそうだぞ！　早速、他の宝をいただきに潜ろうぜ！」

　剣けん虎こ団だんの姿は確認できなかった。見ると、チェック担当官たちも慌てふためいている。

「ク、クレッド様にご報告だ！　急げ！」

「しかし、まだ他の荷物のチェックが――」

「かまわん！　竜眼の杯の報告が先だ！　ミスト・バルーカスの他の荷物のチェックは適当に済ませろ！　わたしが許す！」

「はっ！」

　俺は普通モードに移行し、担当官のところへ向かった。

「遺跡から戻りました」

「あ、君か！　ええっと、チェックだな!?」

　潜る前と同じ担当官。彼は台帳を取り出すと、バタバタとチェックを始めた。

「問題なし！　問題なし！　問題なし！」

「あ、この骨系の素材と色鮮やかな卵型の石を遺跡で見つけたのですが――」

「ん？　ああ、素材は持ち帰って問題ないぞ！　この宝石やら装飾品は、希望すれば侯爵様が買い取るだろう！　ご祝儀で普段より高く買い取るかもな！　ま、素材は好きにするといい！　よし、チェックはこれで終了だ！　すまないな！　今は竜眼の杯の発見で、それどころじゃないんだ！　おい、おまえ！」

　担当官が同僚を呼び止める。

「募集をかけさせていた傭兵ギルドの方にも一応、発見の報は伝えておけ！」

「わ、わかりました！」

　竜眼の杯が見事、目くらましとなった。俺の荷物チェックは驚くほどザルに終わった。

　にわかに騒がしくなった遺跡前広場を眺める。

「とにもかくにも、これでミルズ遺跡での用事は済んだな」

　遺跡で得た装飾品や宝石類の買い取り手続きを終えたあと、しばらくすると名前を呼ばれた。硬貨の入った小袋を受け取る。担当官によると大分イロをつけてもらえたらしい。

　侯爵からそうするよう指示があったという。

　竜眼の杯発見のご祝儀ってところか。気前のイイことだ。

　といっても、宝の相場は俺にはよくわからないが。

　いずれにせよこれでまた懐が温かくなった。三日分の宿泊代など問題ないくらいには。

「そのうち、あの卵の情報も調べてみないとな」

　何か情報がないか、あとで『禁術大全』にも目を通してみるか。

「ハティ殿」

　遺跡前を離れようとした俺に声をかけてきたのは、ミストだった。

「遠目に見てたけど、大変な騒ぎだったな」

「据わりの悪さもあります。本来称賛されるべきは、ハティ殿なのですから」

　言葉通り、据わりの悪そうな微笑を浮かべるミスト。

　俺は銀骨の入った背負い袋を指差す。

「俺は称賛じゃなく、コイツが欲しくてあの遺跡に入った。不要なモンをもらっても仕方がない。で、今後の予定はどうなりそうだ？」

「明日、報酬の引き渡しを兼ねて歓待を受けることになるようです」

　読み通りか。

「辞退できればよいのですが、受けねば報酬の引き渡しも行われないだろうとのことでして」

「ま、侯爵は形式とかを重んじる人間なんだろ」

　案外、侯爵の私兵として勧誘されたりしてな。

「ですので、このミルズでもう一泊となりそうです」

「宿はどうする？」

「侯爵の屋敷に部屋を用意すると言われたのですが、それはお断りしました」

「じゃあ、また宿を取り直すのか？」

「ええ。明日には金貨３００枚が手に入りますので、宿泊費用の懸念もなくなりました」

「となると、明日のその歓待まではもう暇と考えても？」

「はい。ですが、もうしばらくここにいなくてはならないようでして」

　今、竜眼の杯が本物かどうかを侯爵の屋敷で調べているそうだ。

　本物を見たことがない者に鑑定できるのかは、いささか疑問だが。

　懐中時計を取り出す。

「なら、午後８時に俺の部屋でどうだ？　あんたも宿で少し休みを取りたいだろうしな。夕食は各自、別に済ませる感じで」

「ふふ、テキパキと決めてくださいますね。わかりました」

　約束を済ませた俺はミストと別れると、遺跡前を離れた。

　骨粉を強化剤化する道具はすでに揃そろえてある。以前、ミストと店を巡った際に買っておいた。割れものもあったので、一部は遺跡に入る前に担当官へ預けておいた。

　強化剤の作製にあたって必要な道具も『禁術大全』に記してあった。

　基本は似た道具で代用がきくようだ。

　強化剤の作り方自体は思ったより単純。

　一番のネックは素材の入手だったが、それも無事入手できた。

　ただ一つ、別件で買い忘れたものがあった。

　遺跡の攻略と強化剤に気を取られて買い忘れていたもの。

　俺はそれを入手すべく大通りへ足を向けた。

　目的の店に入る。在庫はたくさんあった。

　……品薄商法はなさそう、か。

　いくつか種類がある。中身の詳細さで値段が違うらしい。

　店主に断って中身を確認したあと、選んだものを店主に差し出す。

「これを一ついただけますか？」

　購入を済ませ、俺は店を出た。そのまま店の外壁に背を預ける。

　結び紐ひもを外し、購入したそれを広げた。

「ええっと、ここがヨナト公国で――」

　購入したのは世界地図。そう、コレを入手したかった。

　今いるウルザ王国は大陸の南に位置している。

　ここミルズは、ウルザの中でも最南の小都市らしい。

　さらに南へ行くと、廃棄遺跡のあった闇色の森がある。

　大陸の中心には、大遺跡帯こと金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい。

　その北にあるのがマグナル王国。

「北のマグナルは対大たい魔ま帝ていの最前線、って認識でよさそうだな」

　マグナルは国土が東西に広がっている。横に長い国土だ。大陸の上部をそのマグナルが占めている。陥落した例の大砦とりでの場所は、注ぎ口のようにせばまっていた。

　砦の東西へ尖とがった山のマークが連綿とのびている。なるほど……陥落した砦の辺りだけが平地になっているわけか。ここしか最北地域への出入口はない、と。

　つまり、陥落前はここで最北からの侵入者を堰せき止めていたのだ。

　大陸南西の地には、ミラ帝国という名が記されている。

　酒場でチラッと名前が出ていた。狂きよう美び帝ていとかいうのが治めてるのが、この国だったか。

　大陸の南東にはバクオス帝国。

　で、このウルザとバクオスに挟まれているのがネーア聖国とやらか。バクオスに侵略されてあっさり降伏したと聞いたが、この地図ではまだ改訂されていないようだ。

　そして大陸の北西に位置するのがヨナト公国。ミストが目指していると口にした国だ。

「でもって――」

　視線を右上へずらす。

　大陸の北東に位置するのが因縁深きアライオン王国。クソ女神のいる国だ。

　北――マグナル王国。

　北東――アライオン王国。

　北西――ヨナト公国。

　中心――金棲魔群帯。

　南東――バクオス帝国。

　南西――ミラ帝国。

　南――ウルザ王国。

　大陸には金棲魔群帯を除きこの六つの国が存在する、と。

　よし……大まかな国の位置関係は摑つかめた。確認したかった情報をこれで把握できた。

　時間を確認する。まだ約束の時間までは十分ある。

「なら、宿に戻って早速取り掛かるか……魔物強化剤の、作製に」

　宿の主人に断ってから、部屋で強化剤の作製を始めた。

　素材一つで作れるのはお手軽と言える。器具類を先ほど下の水場でサッと洗ってきた。

　ピギ丸はベッドの上で、音もなく左右にフヨフヨ揺れながら見学している。

　清潔な敷き布の上に道具を広げる。全体的にコンパクトな器具類――というか、なるだけコンパクトなのを選んだ。旅に持っていくのが、楽なように。

　ま、今後も使うかもしれないしな。

　傍らで開いたままの『禁術大全』を再確認する。

「ええっと、最初は……」

　まず、骨を細かく砕く。さらにその骨をすり鉢でゴリゴリと粉状にする。

　次に、粉を水と混ぜ合わせる。

　混ぜると水かさがかなり減った。色は、銀から半透明の青に変わっている。

「お次は……」

　混ぜたものをガラス容器へ入れて加熱。加熱は専用の道具を使用する。

　加熱すると、青い骨粉水の透明度が増した。そして最後には透明になった。

　なんだか、理科の実験でもしている気分である。

「あとはこの、ろ過器で――と、その前に」

　ろ過器には水晶が嵌はめ込まれている。魔素を流し込むと、水晶が光り出す。

　特殊な力によって綺き麗れいにろ過できるのだとか。コレと加熱用のヤツはなかなか値がはった。魔素を使う道具は、ややお高めらしい。

　ちなみに使用回数による寿命があるので、無限には使えない。

　少しして骨粉水の最初のろ過が終わる。

　作った骨粉がなくなるまで、これを繰り返した。そうして、

「これで、完成か」

　骨粉はたくさんあったように見えたが、

「水と骨粉を混ぜると水かさがかなり減るから、最終的にはコーヒーカップ一杯分くらいの量になるんだな……」

　ともかく、これにて作製完了。

　不意に、眠気を覚える。時間を確認。

「……少し寝るか」

　睡眠は大事だ。ミルズ遺跡で溜たまった疲労もまだ抜け切っていない。

　強化剤をピギ丸に試すのは起きてからだな。

　試したあとですぐに寝てしまって、その間に何かよからぬことが起きたら大変だ。

　とはいえ、効果は『禁術大全』に記されている。なので、大丈夫だとは思うが。

　ま、万全を期すに越したことはないか。

「というわけで、おまえの強化はまた後でな」

「ピ♪」

　ピギ丸に目覚まし役を頼むと、俺は柔らかなベッドの上で眠りについた。







　目を覚ますと、床に置いた懐中時計の前でプニっていたピギ丸が「ピッ」と鳴いた。

　時刻を確認する。予定より早く起きたようだ。

「夕食の時間は、余裕で取れそうだな」

　下の食堂へ行って食事をとることにした。

　客の数は少なめだった。一応、夕食どきのはずだが。

　カウンターの向こう側で宿の主人がため息をついた。

「今日でミルズを去った傭よう兵へいもそれなりにいるみたいなんですよねぇ～」

　ちなみに今、俺はカウンター席で食事をとっている。

「なんでもね？　侯爵様がご所望だった竜りゆう眼がんの杯さかずきがあっさり見つかったらしいんですよ。まだ新層に他の宝があるはずだと言って、残った傭兵もいるみたいですけど……」

　目玉の消えたクジ引きみたいなものか。

「おかげで昨日まで満室だった部屋もポツポツと空きが出てまして……あぁ、ミルズも次の新層発見までまた静かになるのかなぁ？　あの侯爵様のことだから、いずれ次のお宝が欲しくなって、また新層探索は始めるんでしょうけど……」

　独り言まじりにブツブツつぶやく主人。が、もはや慣れた流れという感じもあった。

　新層発見は、ひと時のお祭りみたいなものなのかもしれない。

「ああそうだ、ハティ様」

「なんでしょう？」

「といっても、悪いことばかりでもなくてですね？　竜眼の杯を見つけた話題のお人が、今この宿に泊まっているんですよ～。実はその人、発見前からこの宿を選んでくれていましてね？」

　主人が声を潜める。

「しかも、ものすごい美人なんですよ」

　主人には部屋へ客人を招くかもしれないと先ほど伝えてある。招く人物の名は出していない。招くのがその竜眼の杯の発見者とは思っていないようだ。

　ちなみに部屋に客を呼ぶと伝えた時、

『わかっておりますよ～』

　下世話な顔で主人にそう言われた。娼しよう婦ふでも呼ぶと思われたのだろう。

　ともあれ、ミストは難なく宿を取れたらしい。

「この宿は料理が評判みたいですから、また食べたいと思われたのかもしれませんね」

「竜眼の杯の発見者が泊まった宿ってことで、宣伝にならないかなぁ～」

　夕食を終えた俺は、ピギ丸の分の食事を手に部屋へ戻った。

　炙あぶり肉とサラダを嬉うれしそうに食べるピギ丸。

「モキュゥ、モキュゥゥ～♪」

　そうしてピギ丸が食事を終える頃、ドアがノックされた。素早く水晶化するピギ丸。

　懐中時計を確認。

「ハティ殿、ミストです」

　約束の時間、ピッタリだった。







「私を護衛として雇いたい、ですか？」

　意外そうな顔をするミスト。

「ああ、もうひと稼ぎどうかと思ってな。といっても、竜眼の杯の報酬で路銀はもう十分かもしれないが」

　我ながら嫌な言い方をしている。

　竜眼の杯を譲った件を遠まわしに持ち出しているのだから。

「けど、金はどれだけあっても困らないだろ？」

「おっしゃる通り……あるに越したことは、ありませんが」

　ミストはベッドの縁へりに腰掛けている。俺は、質素な椅子に座っていた。

「あんたは確か、ヨナト公国を目指してるんだよな？」

「――はい」

　購入した地図を手もとで広げる。

「薄々察してるだろうが、俺の目的は禁忌の魔女に会うことだ。つまり、目的地は金棲魔群帯になる」

「ええ。ある程度、それは察していました」

「で――あんたがここからヨナトへ向かう場合、先を急ぐなら西のミラ帝国か北の金棲魔群帯を抜ける必要がある。ま、陸路を取るならだが」

「ヨナトは原則としてミラからの船を受け入れていません。また、ミラはヨナトへ向かう西の海の航路を封鎖しています」

「ん？　てことは、このウルザからも西回りの航路でヨナトへは行けない？」

「はい。特に傭兵や旅人では難しいかと。ミラは、ヨナトに聖せい勢せい志願者が集まるのが面白くないのでしょう。ミラの狂美帝とヨナトの聖女は、一説によれば仲が悪いと聞きますし」

「狂美帝、か」

　狂美帝ファルケンドットツィーネ。

　酒場で先日その名は耳にした。やたらと長い名（？）だったので印象に残っている。

　で、その狂美帝とやらが治めるのがミラ帝国か。

「ですが北回りを取ると、大魔帝勢力に近い大たい氷ひよう海かいを通らねばなりません」

「選択肢が陸路しかないわけだ」

「はい」

「それで、あんたはどっちを抜けるつもりだ？」

「それは――」

　考え込むミスト。

　難しい選択だろう。

　聖勢志願者とやらを嫌う人物の治める国。話を聞く限りミラ帝国を抜けるのは困難な道に思える。本当にミストがその〝志願者〟なのかは、わからないが……。

　俺は、言い添えた。

「俺の目的を果たしたあと、あんたが望むなら金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいを抜けるまで同行してもいい。俺にはスケルトンキングを倒したあの力がある。対魔物の戦力にはなれると思うが」

「正直、私としても金棲魔群帯を抜けられるならそちらの方が都合がよいのです。ミラを抜けるのは、魔物とは別の危険が多いですから。ですが――」

　ミストはさらに黙考を深めた。

　目的地は魔〝群〟帯と呼ばれる場所だ。当然、群れで魔物に襲われる頻度は高いはず。

　今の俺の背後にはピギ丸の〝眼め〟がある。

　一方で、今のピギ丸はあくまで敵を察知するだけである。

　そして、第二実験の強化剤では――ピギ丸の戦闘能力はほぼ上がらない。

　たとえば魔物の群れによる前後左右からの同時攻撃。これをされると、俺一人では処理し切れないかもしれない。死角を潰せる背後の〝壁〟を常時維持できるとも限らない。

　そこで、戦闘に長たけた者が背後に一人いれば心強い。

　ミストと共にミルズ遺跡を攻略してそう感じた。安全策を取る意味で、元から戦士を雇うことは考えていた。現状、彼女は適任だ。

　当のミストはまだ考え込んでいた。迷いが生じているようだ。

　この護衛旅にはおそらく一つ大きな問題がある。

　俺には、彼女の抱えるその〝問題〟の察しがついていた。

　ミストは長い間、考え込んでいた。彼女の顔には躊躇ためらいが見受けられた。

　……少し、気は引けるが。

　問題を取り除くのに必要なことと割り切ろう。成功するかどうかは、わからないが。

　俺は、空気を緩めて言った。

「答えを急ぐ必要はないさ。聖勢志願者のあんたとしては、ミラ帝国を抜けるかどうかは迷うところだろうしな。ところで一ついいか、セラス？」

「はい、なんでしょう？」

　次の瞬間――ミストが固まった。

　彼女が自分の口もとへ手をやる。まるで、自らの失言を自覚したように。

「――あ――」

　そう――彼女は今、自分の名ではないはずの人物の名前を呼ばれて返事をしたのだ。あまりに、違和感なく。

「あの、ハティ殿……その、今のは――」

「騙だまし討ちみたいな真ま似ねをして、悪かったな」

　視線を伏せるミスト。一拍あって、彼女は口を開いた。

「気づいて、いたのですか」

「ああ」

　俺はミルズ遺跡で【スリープ】を使った件を話した。付与後、眠ったミストの耳や顔立ちが変化したことも。ミストの正体がセラス・アシュレインだと推察するに至った理由も。

　すべて、話した。

「そう、でしたか」

　思ったより彼女はあっさり受け止めた。

「安心しろ。誰かに漏らすつもりはない。幸い金にも困ってないんでな。あんたにかかってる懸賞金も必要ない。俺が誰かにバラすメリットもない。俺が必要なのは、あんたが持つ戦士としての力量だ」

　複雑そうな笑みを浮かべるミスト――否、セラス・アシュレイン。

「あんたがさっき迷っていたのは、自分の正体を明かすかどうかだろ？」

「――ッ」

「正体を隠したまま俺と旅をすると一つ問題が出てくる。おそらくそれは、睡眠時の問題だ。違うか？」

　セラスがハッとする。

「は、はい」

　宿なら部屋を分けられる。が、金棲魔群帯となるとそうもいくまい。

「俺の理解では、あんたが眠りにつくと変化の力が一時的に解除される。で、変化していた顔や耳が元に戻る。そして……俺があんたの正体を知っていれば、睡眠時に変化が解けても問題はなくなる」

「……ええ」

「しかしあんたはさっき正体を明かしかけるも、踏ん切りがつかず踏みとどまってしまった」

　結果、俺が決断の側へ引き込む形となった。

「さっきも言ったが俺はあんたを誰かに売り渡す気はない。俺にとって必要な戦力を誰かに引き渡す理由はないからな。それに正体を知っていれば、いざという時に話も合わせやすい」

　セラスはしばらく口をつぐんでいた。やがて、意を決したように話し出した。

「私の精霊の力は、他の精霊と性質が異なっています」

　胸に手を添えるセラス。

「契約した精霊たちの力を借りる際、私は精霊たちに〝睡眠の欲求〟を捧ささげる必要があるのです」

　精霊にはその者が最も必要とする欲求を捧げなくてはならない。

　セラスはそう説明した。彼女にとって最も大切な欲求は、睡眠欲らしい。

　他の欲求の存在を考えると、見ようによっては無欲とも言えるか……。

「精霊の力を使うと、眠れなくなるってことだな？」

「はい。覚醒と非覚醒の状態を行き来するごく浅い眠りを取ることはできますが、深い眠りを取ることができなくなります」

　なるほど。だから寝不足が続いていたのか。

　聞いた感じ睡眠の前借りをしているみたいな印象だ。で、前借りしたその睡眠時間を精霊に捧げている感じだろうか？

　……睡眠を捧げて精霊の力を使うハイエルフ、か。

　寝なくてはいけないのにどうやっても眠れない。前の世界でまれにそんな夜があった。アレがずっと続く感じだろうか？　しかもその先に、まともな眠りが訪れない状態で……。

　考えようによっては、ゾッとする状態だ。

　セラスが契約している精霊は三体だという。

　顔や耳を変えるのは、光の精霊の力。

　真偽を感知するのは、風の精霊の力。

　武器を補強するのは、氷の精霊の力。

　鎧よろいや装具の生成は三さん精せい一いつ体たいの力だそうだ。

「私が眠りにつけるのは精霊への対価を支払い終わった時……ですのでその時は、顔や耳を変える精霊術を解除している状態となります」

　眠る＝元の姿に戻る。

「だから安宿の相部屋を避けた、と。睡眠中の本当の顔を、他の者に見られないために」

「はい」

　ミルズ遺跡でも眠るつもりはなかったのだろう。いや、彼女は眠れるはずがないと断じていた。眠れないからこそバレる心配はない。そう踏んでいた。

　が、想定外の【スリープ】で眠らされてしまい、精霊術が解除されてしまった。

「それとあなたが倒したあの四人組ですが――」

　視線を伏せ、セラスが語り出した。

「彼らは私を追っていました……ある時、私の不注意から彼らに本当の顔を見られてしまったのです」

　変化の精霊術は頭部以外の特徴までは変えられない。

　他の特徴さえ一致すれば追跡できなくもない。

　あの四人組、性格はともかくとして有能だったみたいだしな……。

「聖なる番人ホワイトウオーカー――あの四人がいなくなったことで、私の旅はかなり余裕ができました。あなたには、本当に感謝しています」

　その時、セラスの頭部が淡い光を放った。

　姿が戻った。

　遺跡で見た〝あの姿〟だった。耳は尖とがっており、美しさも増している。

　起きているとまた違った印象を受ける。

　俺は立ち上がった。

「変化を解いたってことは……俺を信頼してくれたと考えていいのか？」

　セラスもベッドから腰を浮かせる。

「はい。ハティ殿を信じます。私はあなたを――」

　俺の目を真っ直すぐに見据えてきた。変化が解けて透明度の増した、その曇りのない瞳で。

「信頼できる人間だと思っています」

　……信頼、か。

「トーカだ」

「え？」

　セラスが目を丸くする。

「俺の秘密をもう一つ教えておこう。俺の本当の名はトーカ・ミモリ。この名を他人にバラさないでもらう代わりに、俺もあんたの本当の名を許可なく他人にバラさない」

　本当の名を明かす。これは、相手を信頼しているというメッセージ。

　セラスのようなタイプにはこういうやり方が効果的だと思われる。

　信頼という名の鎖で、さらに縛りつけるやり方。

「ハティ――いえ、トーカ殿」

　セラスの目もとが和らぐ。狙い通りの効果を起こせたらしい。

　彼女が手を差し出してくる。

「改めまして、セラス・アシュレインです。あなたの護衛として、金棲魔群帯に同行いたします」

　セラスの手を握り返す。

「ああ、よろしく頼む」

「はい」

　俺はドアの方を見た。

「ピギ丸」

「ピ」

　ピギ丸がプニプニ寄ってくる。今までピギ丸は誰かに会話を盗み聞きされていないかを、ドアの前でチェックしてくれていた。

「ピュゥ～♪」

　ピギ丸が薄ピンクになってセラスの足もとで鳴く。

　セラスはたおやかに微笑ほほえむと、ゆったりと膝をついた。

「ピギ丸殿も、改めてよろしくお願いいたしますね？」

「ピッ♪」







　俺は、護衛の報酬として青い宝石を一つ提示してみた。廃棄遺跡のあのペア骸骨から貰もらった宝石だ。セラスがもし知っていれば価値がわかるかもしれない。

「あっ」

　観察していたセラスが宝石を取り落としそうになった。が、床に落ちる前にキャッチ。

「も、申し訳ありません」

「大丈夫か？」

「その、驚いてしまって」

「何がだ？」

「トーカ殿」

　手もとの宝石を差し出してくるセラス。どこか、問い詰めるみたいに。

「これは、青せい竜りゆう石せきとしか思えないのですが」

「青竜石？　その宝石は人から貰ったものなんだ。価値がある宝石のはずだとしか、聞いていない」

　持ち主は幻（？）の中でこう言っていた。

『そこそこの高値で売れるはずだとは思うんだが……今の時代の経済状況がわからないから、意外と今は安いかもしれないな。その……安値だったら、すまない……』

　ランプの光にかざし、セラスが仔し細さいに検あらため始める。

「本物、ですよね？」

「俺にはわからん」

「トーカ殿、宝石に魔素を流し込んでみてもらえますか？」

「セラスはできないのか？」

「私たちは人間と比べて魔素を練り込むのが苦手なのです。練り込める量も少ないですし。真しん贋がんを見極めるためには、それなりの魔素が必要なはずです」

　人間より魔素を練り込む能力が低い。だからエルフは主に精霊術の方を使うのか？

「わかった」

　宝石を受け取り、魔素を流し込む。

　プリズムめいた煌きらめきが躍った。美しい光の乱舞。光は、すぐにおさまった。

「私の読んだ文献に記されていた現象とも一致しますね……おそらくそれは本物です、トーカ殿」

「やけに畏かしこまった顔だが、そんなに価値のある代物なのか？」

「〝価値がある〟のひと言で軽く済ませて、よいものかどうか……」

　セラスが説明を始める。

「青竜石とは、伝説の生物に等しい青せい眼がん竜りゆうというドラゴンがごくまれに生み出す石だと伝えられています。青眼竜は死を迎えるとその身体からだが溶解するのですが、まれに死体が溶け切ったあと、そこに美しい石が残るそうです」

　宝石をジッと見つめるセラス。

「青眼竜は魔物の中でも群を抜く強さで、しかも、たびたび人里へやって来ては人間を喰くらったとか。当時は災害級に指定されるほどの魔物だったそうです。かつて幾人もの勇者や傭よう兵へいが挑んだものの、その大多数が返り討ちにあったという伝承も残っています」

　大賢者にばかり注目していたが、廃棄遺跡で手を繫つないで死んでいたあの二人組。

　彼らも相当な力の持ち主だったのかもしれない。

「青竜石は、今は表の市場では流通していないはずです。その価値は――」

　セラスが困った風に額へ手をやる。湧いた混乱を鎮めようとしているようにも見えた。

「竜りゆう眼がんの杯さかずきの報酬を、軽く超えるかと」

「なら、護衛の報酬はそれでいいか？　聞く感じだと、貴重なものすぎて換金は難しいのかもしれないが」

　それでも、大きな交渉の際には役立つかもしれない――交換材料として。

　額に手をやったまま、セラスが手を突き出した。俺を制止するみたいに。

「いけませんよ、トーカ殿」

「は？」

「これは、そんなあっさり渡してよいものではありません」

　お人ひと好よしも極まれりである。というか、

「…………」

　他の青竜石の入った小袋を見る。一つ譲ってもまだまだ数がある。

　俺は、青竜石をセラスの方に放る。

「あっ」

　左右のてのひらで慌ててキャッチするセラス。彼女が、手もとから視線を上げる。

「あの、トーカ殿……？」

「そいつはもうあんたのものだ。捨てたきゃ捨てていい」

「え？　いえ、ですが――」

「報酬は払った。報酬として少なすぎるってことはないんだろ？」

「そ、それはそうですが」

　竜眼の杯より価値があるなら申し分ないはずだ。

「じゃあ、報酬の交渉もこれで成立だな？」

「ピッ？」

　畳み掛けるようにピギ丸が続く。

　ややあって、セラスの口もとが緩んだ。彼女は観念したように目を閉じる。

「私の、負けです」

　青竜石の入った小袋をしまい、俺は椅子に座り直した。

「人前では当面ハティの名で呼んでくれ。俺も外ではミストと呼ぶ。確実に二人きりとわかる時や、その場にいるのが他にピギ丸だけの時はどっちの名で呼んでもいい」

「承知しました」

　と、セラスがそこでかすかな葛藤を覗のぞかせた。

「その、今さらではありますが……本当によいのですか？」

「ん？」

「ご存じの通り私は追われている身です。あなたに話していない個人的な事柄も多くあります。ですが……すべてをお話しすべきかどうか、私はまだ――」

　決めあぐねている、と。声の調子と表情でわかる。

「経緯や背景はいずれ話したくなった時に話せばいいさ。俺としては、あんたが問題なく睡眠を取れる関係さえ作れればよかったわけだし」

　セラスが心置きなく睡眠できる環境。欲しかったのはあくまでそれだ。

　いつも睡眠不足な状態では護衛として支障が出る。

　その一方で、睡眠問題さえ解決すればあとはどうでもいい。

「俺が明らかにしたかったのは、あんたの過去じゃない」

　俺がミストの正体を知っている。

　俺がミストの正体を知っていることを、セラスが知っている。

　必要なのはこの認識の共有だけだ。

「雇い主と護衛として最適な状態が作れていればいい。ま、さっきも言ったようにもし旅の途中で話したくなったら話してくれてもいいけどな。ただ、必要と思った情報を尋ねることはあるだろうが、基本としてあんたの過去を俺の方から追及するつもりはない」

　セラスの表情が和らぐ。

「トーカ殿はそうやって、いつも気遣ってくださるのですね」

「俺は優しいからな」

　実際のところ、今のは事実を述べただけだが。

　ま、気遣いと受け取られたならそれはそれで好都合だ。

「それで、今夜は眠れそうか？」

「遺跡で使用した分とこれまでの変化分は、今夜には消えると思います」

　今夜には睡眠欲が戻ってくる、と。

　俺は、冗談めかして言った。

「今夜は俺の【スリープ】の出番はなさそうだな」

「ふふ、そのようです」

「じゃあ、今日は自分の部屋に戻ってゆっくり休んでくれ。あんたみたいなタイプは、歓待とかだと気疲れしそうだし」

　苦笑するセラス。

「お察しの通りです」

　セラスが顔と耳を変化させた。エルフ耳が、人間の耳へと変わる。

　廊下の短い移動距離でも油断はしない。こういう点は非常に考えの回るエルフである。

　部屋を出る前、セラスが俺とピギ丸に言った。

「二人とも、おやすみなさい」

「ピッ♪」

　セラスがピギ丸に微笑む。そこから、やや間があった。

「トーカ殿」

「ん？」

「明日、朝食を共にしませんか？」

「ああ、わかった」

　翌朝に落ち合う時間を決めたあと、今度こそセラスは部屋を出ていった。

「さて……」

　俺としては、まだ眠るには早い時間。今日は仮眠もとったしな。

　立ち上がり、俺は魔物強化剤の入った瓶を手に取る。

「ピギ丸、この強化剤を今から吸収してもらっていいか？　まあ、怖いのなら心の準備を――」

「ピギ！」

　肯定色の即答。〝準備ならもうできてるよ！〟とでもいった感じ。

「さすがだな、相棒」

「ピニ♪」

　ピギ丸がボウルみたいな形に変化する。

「そこの窪くぼみに垂らせって？」

「ピ」

「……じゃ、垂らすぞ？」

「ピ！」

　透明な強化剤。ボウル状の穴にそれを垂らしていく。

　やがて瓶が空になった。

　強化剤を包み込むようにして、ピギ丸が丸型へ戻る。すると、

「ピ？」

　ピギ丸の身体が、発光を始めた。

「ピィィギィィィィ――――ッ」

　結果だけ言うなら、第二実験にあたる強化は成功した。

　ピギ丸は実験結果の記述通りの反応を示した。

「夜だから、諸もろ々もろの検証は明日に回すとして……寝るまでしばらく経過だけ見ておくか」

　ベッドの上にあぐらをかいて『禁術大全』を開く。

　時おりピギ丸の様子を確認しつつ、眠気がやってくるまで、俺は『禁術大全』のページをめくり続けた。







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　部屋に戻ったあと、セラスは近場の気配を探った。

　安全が確認されると、変身を解く。

　精霊への〝対価〟を考えれば、変身を解除する時間はどこかで作らなくてはならない。

　さもなくば何日も眠れぬ日々を過ごすはめになる。

　しかしこの〝誰にも見られぬ一人の時間〟を作るのが、存外難しい。

　正体を隠しての逃亡生活の厳しさをいまだに痛感させられる。

　セラスは、衣装の一部を外し始めた。

　露出すべき部分を露出して膝を折り、借りた桶おけ内の水に清潔な布を浸す。

　垂れ落ちた髪を艶あでやかにかき上げながら、布を緩く握って、セラスは含ませた水を適度に絞り落とした。

　表通りまで行けば公衆に開かれた浴場もあるが、ここなら変身を解けるし、何より一人の方が気が楽だった。

　汗ばむ胸下を布地で優しく拭きながら、ふと思う。

（先ほどトーカ殿と会う前に、身を清めておくべきだったでしょうか）

　身体からだの各部位に鼻先を近づけてみる。
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　エルフは人間と比べて体臭が薄いとされている。けれど当然ながら、完全な無臭ではない。付着したアレコレから発せられるニオイまで消すのは不可能だ。

　わきの下に布を潜り込ませつつ、セラスはハッとした。

（男性のために身を清める……そんな思考をしたのは、いつ以来でしょうか）

　故郷にいた頃は大して気にしなかった。

　ネーア聖国に身を寄せていた頃は、姫の配慮のおかげか、男とあまり個人的に深く関わる機会はなかった。

　印象では、人間の男の方が野卑な印象があった。

　対してエルフの男は異性への感情が薄く思える。

　これは、故郷を追放されて人間の国で暮らすようになって見えてきた違いだった。

　だから姫に拾われた直後などは、自分へぐいぐいと詰め寄ってくる人間の男たちに戸惑いを隠せなかった。

『人間の男には気をつけなさい』

　故郷の母もそう言っていた。姫も同じことを言っていた。

　ミルズの広場で因縁をつけられた件を思い出す。

　実はモンクという男のことをセラスは覚えていた。

　ネーアで初めて会って以来、執しつ拗ようにセラスへ言い寄ってきた人物だった。姫が手を回してセラスの周囲から彼を遠ざけたと聞いているが、あの執念深さを感じさせる迫り方には当惑せざるをえなかった。

　ゆえにあの広場で詰め寄られた時、実を言えば内心気が気でなかった。

　まさか身体つきや胸の大きさを鮮明に記憶しているなど、考えてもみなかった。

（もっと彼の気持ちを上う手まくなだめる方法が、あったのかもしれませんが……）

　姫ならきっと巧みに相手をなだめることができただろう。

　けれど、セラスにはできなかった。

　思えば、ネーア聖国にいた頃は人間の男たちからいつも言い寄られていた気がする。

　一様に彼らが〝美しい〟と評すから、自分の風貌は人間の男にとって価値あるものらしい――そのように理解はしていた。

　けれど〝それ〟を真っ先に求めてくる男と一緒にいて楽しいと思えたことは、ついぞなかったように思える。

　美しさで得をした経験が、それほどあっただろうか？

　むしろそのせいでいつも孤独を生じる距離感を覚えていた気がする。

（だからこそ……姫さまや聖騎士団の皆さんと共に過ごす日々は、私にとって幸福な時間だったと言えるのでしょう）

　聖騎士団にいた頃は何ごとにも胸を張って立ち向かえた。

　ここが自分の居場所なのだと思えた。

　そして聖騎士団の団長としての活動が増えるにつれ、人間の男と個人的に関わる機会はさらに減っていった。

　その美しさは男を狂わせてしまう――姫による、セラス評。

（あの言葉を聞いて以来、私は無意識の内に男性を避けるようになっていたのかもしれません……）

　膝の裏を拭って、セラスはフッと唇を自嘲的に綻ばせた。

（あるいは、この顔を隠すために仮面でも被かぶればよかったのでしょうか。ただ――）

　トーカ・ミモリ。

　彼はこれまで出会ってきた人間の男の中でも、不思議な部類だ。

　表情が希薄なわけでもないが、その感情は淡々としている印象。

　しかし無関心というほどセラスに気を払っていないわけでもない。

　もちろんこれまでもセラスに無関心な人間はいた。必ずしも人間すべてがセラス・アシュレインに羨望の眼まな差ざしを向けるわけではない。

　そういった者たちとは、セラスも関係が希薄であったが。

　身体を拭く手が止まる。白い床を濡ぬらす雨のように、雫しずくがポタポタと太ももを打つ。

（私に関心は持ってくれているようです。しかしあれは、異性へ向ける好意とは質が違う印象ですが……）

　頭が回る人物なのは言うまでもない。

（……いえ、私が思ったより単純なだけなのかもしれませんね）

　身体を拭き終えたセラスは、就寝用の服装に着替えた。寝具に横たわる。

（しかし彼は妙に公正なところもあって……その、彼は――）

　――信用、できるのではないか。

　かつて身を置いていたネーア聖国。

　その聖国の王宮は陰謀の渦巻く騙だまし騙されの世界でもあった。噓うそを見抜けるセラスは、誰かが誰かを騙し追い落とそうとするその醜さを、嫌というほど目にしてきた。

　容易に誰かを信用するのは命取りになる。

　事実、その法則に従ってきたからこそ生き残ることができた。

（ただ、できることなら……）

　――信じたい。

　セラスの胸にそんな想おもいが去来する。

　信用し合える相手。

　いつも誰かを疑いながらの逃亡生活。

　そんな中、もしかしたら出会えたのかもしれない。

　そう、思いたかった。

（姫さまのように、心を許せる……人間の男に……）







　次に目を覚ました時には朝日が窓から差し込み、淡い日差しがセラスの身体に温かな熱を与えていた。

　空が白んでくるまで悶もん々もんとしていたが、一応少しは眠りにつけたようだ。

（さて……）

　セラスは寝具から身体を起こすと、トーカから貰った青せい竜りゆう石せきを手に取った。

　そして、穏やかな顔でそれを指で摘つまんだ。

「それでは、行きましょうか」







　◇【三森灯河】◇




　翌朝、俺はセラスと下の食堂で朝食をとっていた。

　他の客がセラスにチラチラ視線を送っている。今の顔は〝ミスト・バルーカス〟時のものだ。美しい風貌は異性の目を惹ひく要因となる。

　が、今はおそらく竜りゆう眼がんの杯さかずきの発見者として注目を集めている。

「おい見ろよ。もうあの女に取り入った傭よう兵へいがいるみたいだぜ？」「へへ、どうやら発見者殿はああいう男が好みらしいな」「昨晩あの美人さんがあいつの部屋から出てきたって噂うわさもあるぞ？」「ひょ～♪　竜眼の杯と一緒に男の味も発見しちまったってか!?」「あの目つきの鋭い彼も羨ましいねぇ～♪」

　ひやかしの空気。スプーンを持つセラスの手が止まっている。

　硬い表情。彼女は、キュッとこぶしを握り込んだ。

「私への侮辱はともかく……恩人であるハティ殿にあのような侮辱、聞き捨てなりません」

　食事を口に運びつつ、俺は吞のん気きに言った。

「俺のことならどうとでも言わせておけばいい。あんな連中に一々目くじら立てるのも無駄な労力だ。モンクみたいに絡んでくるわけでもないしな」

　今ここで騒ぎを起こすのは、デメリットでしかない。

　セラスがゆっくりとこぶしを解く。表情からも硬さが取れていく。

　自分を落ち着かせるみたいに、彼女は一つ息をついた。

「大人なのですね、ハティ殿は」

「ま、悪意には慣れてるからな」

　慣れているというよりはたわいないと感じる、か。クソ女神や桐きり原はらたちと比べれば可愛かわいいものだ。殺意はともかく、悪意はスルーの方が結果として楽な場合もある。

「ま、堪こらえてくれたのには感謝するよ。ところで、話は変わるんだが……禁呪って聞いたことあるか？」

　呪文書の文字については前に尋ねたが、禁呪自体の話はまだ持ち出していなかった。

「ええ、ありますよ」

　あるのか。というか、

「なんでも知ってるな」

「勘違いされては困ります。なんでも知っているわけではありません。ただ、昔から古い文献を漁あさるのが趣味だったもので」

　穏やかな顔で胸に手をあてるセラス。

「読書中は心を穏やかにできる時間なのです。私と書物だけの一対一の対話が心地よい、とでも言いましょうか」

　俺にはない感覚だ。俺は文字を情報の羅列として追いがちだ。

　まあ、感情が動かされることもあるが。

　それからどうでもいい発見を一つ。セラスは話す際、胸へ手をあてる癖があるらしい。

「ふーん……自分を心穏やかにしてくれる趣味があるのはいいことかもな。ええっと、禁呪の話に戻っても？」

「あ、すみません。一般的に禁呪とは〝ある特定の古代呪文〟をさすと言われています」

「〝禁じられた呪文〟と命名された理由なんかも、知ってるか？」

「そう命名したのは、女神ヴィシスとされていますね」

「――――――――」

「ハティ殿？」

「……ちなみに女神ってのは、そもそもどういう存在なんだ？」

「この世界に救いと祝福をもたらすべく天界の主神より遣わされた神族と言われています。アライオンの女神ヴィシスが、それにあたる存在なのでしょう。巨大な邪悪が現れた際、神の召喚術をもってその邪悪と戦う異界の勇者を召喚する――この大陸においてそのすべを有しているのが、女神ヴィシスです」

「……その女神の禁じた古代呪文が〝禁呪〟ってわけか」

「私が読んだ文献にはそう記されていました。ですので、女神の意向によって禁じられたと考えていいでしょう。ただ、禁呪は存在自体も疑問視されていますが」

　この情報は重要な気がする。

　女神が禁じると指定した呪文。

　裏を返せば、女神にとって危険な呪文ってわけだ。

　つまり、禁呪は女神に有効な対抗手段である可能性が高い。

　これなら大賢者が呪文書を廃棄遺跡まで持ち込んだ理由も納得がいく。

　……禁忌の魔女に会う必要性がより増したな。

　今の情報の確度が高いなら、禁呪の読み手を捜す意味は大いにある。

　微苦笑するセラス。

「申し訳ありません。私が知っているのはこのくらいでして……古い文献をつぶさにあたる者なら、大抵は知っている知識でしょう」

　俺はセラスの目を見た。

「いや、十分だ。ありがとう」

　セラスが膝に手を置き、肩を縮める。

「お、お役に立てたのでしたら幸いでございます……」

「……礼を言われただけでそんな畏かしこまるもんか？」

「ハティ殿から率直に〝ありがとう〟と言われたのは、初めてな気がしましたので……少し、気恥ずかしいものですね」

　なるほど。適度な態度の緩急は効果アリか。

　俺は話題を変えた。

「それで、今日のこれからの予定はどうなんだ？　発たてるなら、今日中にミルズを発とうと思ってるんだが」

「そうですね、このあとの私の予定は――」

　セラスは今後の詳細な予定を話した。

　聞く限り歓待は午前中に済みそうだ。

　ちなみに今、ピギ丸は部屋で待機中。

　昨晩強化剤を与えたあとは寝るまで経過を観察していた。

　前より色ツヤがちょっと増した気はしたが、外見で特に変わった点はなかった。

　まあ〝第二実験〟に関する記述通りではあった。

　変わったのは外見ではない。別のところだ。

　そうだな……セラスと合流する時間まで、アレコレ試してみるか。

　朝食を終えると、セラスがしなやかに椅子を引いて立ち上がった。

「遅くとも午後１時には侯爵から報酬を得て戻ってきます。あちらも何かと忙しいようでして、昼前には切り上げると話していましたから」

　青竜石は換金が面倒かもしれない。一方、金貨はすぐにでも使用可能な共通の通貨。

　そういう使いやすさを考えても、竜眼の杯の報酬はもらっておくべきだろう。

「俺は、昼過ぎには宿の前にいる」

「わかりました。ではハティ殿、のちほど」

　そうしてセラスは侯爵の屋敷へ向かうため、宿を出て行った。

　セラスと別れたあと、俺は部屋へ戻った。

　部屋は今日の昼過ぎまで取ってある。

　10時までは強化後のピギ丸の新たな能力を部屋でアレコレ試してみた。

　次に俺は宿を出て、人目のない場所を探した。まず宿の裏手の小道に入る。

　裏手には雑木林が広がっていた。その先を行くと、廃はい墟きよが見えてくる。

　宿の主人の話通りだ。以前は宿の建物だったという。今は、移転して俺が泊まった宿の方で商売をしているとのことだ。だから、ここはあの宿の前身ってわけだ。

「なかなかイイ場所だな」

　ここへ来たのは、ピギ丸の新しい能力を広い空間で試してみたかったからである。

　と、ちょうどいい場所を発見する。人目を避けられる遮蔽物も適度にある。

　広さも高さも宿の部屋とは比べ物にならない。よし……ここにしよう。

「それじゃあ始めるぞ、ピギ丸」

「ピギーッ！」

　こうして俺とピギ丸は昼頃まで強化後の諸もろ々もろの再確認と試用を行った。

　試用を終えたあとは、宿へ戻って昼食をとった。

　この時点で時刻は12時半を回っていた。

　あと三十分くらいすれば約束の時間になる。

　早く終わっていれば、もういるかもしれない。

「外へ出てるか」

　出立の準備を終えて一階へ降り、宿の主人に声をかける。

「何かとお世話になりました」

「おぉ、ハティ様！　またミルズを訪れた際には是非この宿をご贔ひい屓きにお願いいたしますねっ！」

「ええ、その時はまた必ずこの宿に泊まりたいと思います」

　チップで融通がきくのはやりやすい。

　主人に礼を言って、宿の外へ出る。

　セラスの姿はまだなかった。

　ローブ下のピギ丸と一緒に、俺はセラスが来るのを待った。

「…………」

　午後３時を過ぎても、セラスは姿を現さなかった。







４．再びあいまみえる、その時を――




　もうしばらく来るかどうか待ってみた。

　しかし、セラスが現れる気配はない。時刻は午後３時半に差しかかろうとしている。

　遅くとも午後１時には戻る。彼女はそう言っていた。

　さすがに、遅すぎる。

　昨晩セラスは約束の時刻ピッタリに部屋を訪ねてきた。

　時間には厳しい気質と思われる。ローブ下のピギ丸に、声をかける。

「どう思う？」

「ピ……ピュゥゥ～……」

　弱々しく鳴くピギ丸。

「約束を反ほ故ごにしてそのまま消えたと思うか？」

「ピィィ～」

　否定の赤色。が、鳴き声は頼りない。自信を持って断定し切れないのだろう。

　ピギ丸のショックが伝わってくる。けっこう懐いてたからな。

「ま、確かめもしないうちから約束を反故にしたと決めつけるのは時期尚早だ」

「……ピ？」

「俺の見る目がなかったか――」

　もしくはセラスの身に、

「何かあったか」

　何が起こったのか確認はしておくべきだろう。俺の人を見る目を判断する意味でも。

「おまえはどっちに賭ける？」

「ピ？」

「あいつが俺たちに黙って消えたと思うなら、鳴くのは二回。違うと思うなら、鳴くのは一回だ」

「ピッ」

　二回目の鳴き声は、なかった。

「俺もおまえも、今回はずいぶんお人ひと好よしの側に立ったな」

　歩き出す。

「賭けは、不成立か」

　他にも疑問点がある。

　この時点でセラスが俺たちを欺いて消える動機が薄い。同行する気がなければ最初から護衛の誘いを断っているはずだ。……あとになって正体が暴かれたのを気にした？

　いや、だったら俺が起きる前に今朝の時点で姿を消すだろう。バラされるのを恐れたならもっと早くにミルズを去っているはず――俺を始末しないなら、だが。

　それとも、金貨３００枚を得てから消えるつもりだった？　これにも疑問は残る。

　昨夜セラスには青せい竜りゆう石せきを渡してある。あの石の流通について彼女はこう言っていた。

『表の市場では流通していないはずです』

　つまりセラスは裏の市場の存在を知っている。換金ルートに心当たりがあるのだ。

　もし正体のことで一刻も早くミルズから離れたいのなら、青竜石を手にしたまま、やはり夜や早朝のうちにミルズを離れればいい。

　ヨナトまでは路銀が持たないかもしれない。

　しかし、路銀をやりくりして換金できる大都市くらいまでは行けるはずだ。

　ウルザの王都にでも辿たどりつければ換金できるのではないか。何より、

「最初から騙だますつもりだったなら、無駄な行動が多すぎる」

　演技屋の端くれからするとセラスは下手を打ちすぎている。

　大穴で天性の女優の目も残ってはいるが……。いずれにせよ何があったかは確認したい。

　聞いていた侯爵の屋敷の位置を頭に思い描く。

「ミルズから、少し離れてるんだったな」

　伝聞情報のみだと脳内地図がまとまらない。俺はここへ来て日が浅い。土地勘もない。

「ミルズ近辺の細かい地図も、必要か……」

　この辺の地図を買おうと、大通りへ足を向けた時だった。

「おい聞いたかよ!?　例の竜りゆう眼がんの杯さかずきを見つけた女の話！」

　足が、止まる。目抜き通りの広場に人だかりができていた。

　突然のニュースに沸いている感じである。

「おれも聞いたぜ！　あの女、例の逃亡中の姫騎士だったんだろ!?」

「――――――――」

　まさか……正体がバレたのか？　何があった？

　耳を傾ける。すると、新しく輪に入ってきた者に対して一人の男が語り始めた。新鮮なスクープをまだ知らない者に語るのは楽しい。人間心理とは多分、そういうものだ。

「なんでもな？　セラス・アシュレインが竜眼の杯の報酬をもらいに侯爵様の屋敷を訪れたら、幻術破りで有名な魔術師様がその場に居合わせたんだと！　で、幻術による変身が解けちまったらしい！」

「そんで幻術が解けてみたら、なんと！　出回ってる元聖騎士団長サマの似顔絵に顔がそっくりだったってわけさ！」

「へぇ!?　エルフってのは幻術で顔の形まで変えられるんかい!?」

「なんてこった！　あの女、マジに噂うわさの聖騎士だったのか！」

　会話には遺跡攻略の説明会に居合わせた傭よう兵へいもまじっていた。

「さっき流れてきた噂じゃ、闇色の森の方へ逃げたらしいぜ！」

「おいおい待てよ！　てことは、今からあの女を捕まえれば莫ばく大だいな懸賞金が手に入るってわけか!?」

「よっしゃあ！　なら今すぐにでも闇色の森に行こうぜ！　聖騎士狩りだ！」

　その時だった。

「やめとけ！」

　先ほどこの場に現れたばかりの一人の傭兵が、声を上げた。

　勢いを削そがれた別の傭兵が不満げに突っかかる。

「あぁ？　ナニ言ってんだてめぇ……？　あの女にゃ今回の遺跡攻略で竜眼の杯を取られてんだ！　せめてとっつかまえて懸賞金くれぇもらわねぇとな！」

「やめておけと言っているだろ！　話が伝わって、もう動き出してるらしいんだよ！」

「はぁ!?　侯爵サマが、自らの兵で捕まえるってかぁ!?　はっ！　関係あるかよ！　ならおれが先にとっ捕まえて、侯爵サマから報酬をもらってやるよ！」

「違うんだって！」

「あぁ!?　じゃあなんだってんだよ!?」

「セラス・アシュレインを追っていた聖なる番人ホワイトウオーカーの道筋を辿って、どうも近くの都市まで来てたらしいんだよ！　いいか!?　これは僕らの出る幕じゃない！　いや――これは〝僕らが出られる幕〟じゃないんだ！」

「だから、ナニ言ってんだよおまえは!?　これでもおれたちは腕に自信アリの傭兵なんだぜ!?　ハークレー侯爵の私兵部隊じゃなきゃ、他に何がいるってんだよ!?　一体全体、何が来てるってんだ!?　あぁ!?」

「それはっ――」




　森のざわめきとその黒き重圧は、ほぼ同時に、降り注いだ。




「ギィ[image: ]ェゲ[image: ]ェエ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]――――ッ！」




　甲高くも、濁った鳴き声。

　鋭いその叫び声は遥はるか頭上で響き渡った。

　一斉に空を仰ぐ広場の者たち。




　黒き竜が、空に躍っていた。




「グギャェ！　ギョェ！　ギョゴェ[image: ]ッ！」

「グゲェ[image: ]！　グェ[image: ]！　ギョア[image: ]ッ！」

「ギィェ[image: ]ッ！　グェ！　グェェエ[image: ]ッ！」

　連なっていく獰どう猛もうなる竜りゆう声せい。

　距離が遠いため人影しか見えないが、竜には人が乗っている。

　竜たちは闇色の森の方角へと消えていった。

　あっという間の、出来事だった。

　聖騎士狩りだと息巻いていた傭兵は今や声を失っている。

　もはやその顔に、先ほどまでの威勢のよさはない。

「こ――」

　ようやく絞り出したような声で、彼は〝その名〟を口にした。

「黒竜、騎士団……」







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　闇色の森を駆けるハイエルフ。

（逃亡者として、再びこの森へ戻ってきてしまうとは……皮肉なものですね）

　セラス・アシュレインは唇をきつく引き締める。

　幻術破りの魔術師が居合わせたのは完全に想定外だった。魔術師ギルドから招かれた客人だったようだ。大陸に数名しか存在しないとされる幻術破り。

　恐るべき巡り合わせの悪さと言えよう。もしくは、

（最近のよい巡り合わせの反発、でしょうか）

　思い浮かんだのは、トーカ・ミモリの顔だった。

　胸がチクリと痛んだ。

　青竜石を持ち逃げしたと思われたかもしれない。あるいは正体が暴かれた件を知り、そのままミルズを離れたか。わきの甘い女だと、呆あきれて。

（いずれにせよ、彼らの信頼を裏切ってしまった形になりますね……）

　靴底を滑らせつつ、反転する。後方から迫る〝敵〟を迎え撃つべく剣を構える。

（やはり、逃げ切れませんか……ッ！）

　侯爵の私兵や傭兵ギルドの者の追撃は覚悟していた。だがまさか、

「ギョゲ！　ギィェェ[image: ][image: ]ッ！」

　迫りくる竜りゆう叫きよう。

（ここで黒竜騎士団とは……ッ）

　先ほど竜騎士と数合、刃を交わした。最強の騎士団を名乗るのも頷うなずける力量だった。

（並みの団員であの腕前だとすると、その上は一体……）

　世界最強の騎士団を束ねる五名の竜騎士――名を、五ご竜りゆう士し。その五竜士に名を連ねる〝勇ゆう血けつ殺し〟は大陸でも有名だ。が、それ以上に広く名を轟とどろかせる人物がいる。

〝人類最強〟

　一部では、黒竜騎士団を最強たらしめたのはたった一人の男の存在――〝人類最強〟のためだと言われている。

　伝説に登場する神族の落とし子でもない。勇血の一族でもなければ、異界の勇者でもない。彼はただの人でありながら〝最強〟の座へとのぼりつめた。

（〝人類最強〟だけで一国級の戦力に比するという話も、聞いたことがありますが――）

　重なり合った木々の向こうから、一匹の竜が飛び出してきた。

　竜は、そのまま突撃してくる。

　黒竜騎士団の象徴たる騎乗用ワイバーン。

　身体からだを捻ひねりながら、セラスは意図的に後方へ倒れ込んだ。

　空を切った竜牙が衝突し、ガチンッ！　と硬こう音おんを打ち鳴らす。

　すんでのところで、セラスは竜の嚙かみつきを回避。竜には明確な殺意があった。

（目的は、捕縛ではない？）

　獲物を逃した牙から、セラスの白い頰にねっとりと唾液が垂れる。

　殺意を帯びた赤眼がギョロリとセラスを見おろす。

　刹那――グルンッ！　と、風精霊の力で身体の回転を加速。

　遠心力で重みを追加。縦回転の斬撃。倒れ込みつつ、黒竜の喉もとを搔かっ切る。

　声にならぬ悲鳴を上げる黒竜。悲鳴代わりに土ぼこりを巻き上げ、竜が地面を滑走していく。騎乗していた竜騎士が跳躍し、竜から離脱。

　着地した竜騎士は、剣を手に体勢を立て直そうとする。セラスは風精霊による速度上昇を使用――一足で、肉薄する。接近に慌てて飛び退のく竜騎士。

　しかし、その喉はすでに氷刃で斬り裂かれている。

「か、はっ――」

　鎧よろいや兜かぶとを着けていようと、首や可動部の隙間には刃が通る。

　竜騎士は血泡を吹いて倒れ伏した。

「ギシェァ[image: ][image: ]――ッ！」

　枝を蹴散らし、次の黒竜が現れた。

（……火球種は、いないようですね）

　森を焼き払われて炙あぶり出される心配はなさそうである。

　襲い来る黒竜を次々と斬り倒していくセラス。

　戦いながら考える。

　今後どうすべきか。どう逃げるか。どこへ、逃げるか。

　今は幻術破りの影響で光の精霊が混乱している。混乱が落ち着くまで変化はできない。

（まずは時間を稼がなくては……ッ）

「おとなしく死ねぇ！　セラス・アシュレイン！」

　躍る剣けん戟げき。この時、セラスの剣はいざないの導線を描いている。敵は、すでに詰みの形へといざなわれていた。数度斬り結んだあと、竜騎士がハッとなる。

「しまっ――」

　ザシュッ！

　時、すでに遅し。竜騎士は絶命。直後、ひと息を置かずに返しの一いつ閃せん。鋭い氷脈の刃をもってセラスは黒竜の喉もとを斬り裂く。夥おびただしい血を噴き上げ、竜は息絶えた。

「はぁっ、はぁっ――ッ」

　あごの汗を拭う。気が、抜けない。

「！」

　セラスは、飛来した黒こく槍そうを弾はじき飛ばす。

「――ッ!?」

　後方から黒竜の気配。急ぎ背後へ視線を向ける――そこでハッとなる。思い出したのは、以前トーカが用いたあの騙だましの手法。あの時、音で気が逸はやり森で背後を取られた。

（これは、違う。背後の竜は騙し――本命の敵は、正面っ！）

　セラスは、風精霊の突風で直進した。風にのって繁しげみへ突っ込む。

「よくぞ見破ったぁ！」

　繁みの先に剣を構えた男が立っていた。他の竜騎士と鎧の雰囲気が微妙に違う。

「我が名はギズン！　五竜士が一人オーバン様率いる部隊の副長を務める者だ！　恨みはないが死んでもらうぞ、セラス・アシュレイン！」

　セラスは一瞬で理解する。これまでの竜騎士より格上の相手だと。

　今は光精霊が使用不能。ゆえに、三さん精せい一いつ体たいの精せい式しき霊れい装そうも使用できない。

（使用できる精霊で、やるしかありませんね）

　視界の右手側に切り立った岩が見える。

（よし、一刃交えたらあの岩を背にして――）

　刃と刃が、ぶつかる。

（くっ!?　剣速も、想像を超えて速い……ッ！）

　せめぎ合う二つの刃。

「これまでのバクオスの動きをうかがう限り、私を捕縛するものと思っていましたが……いよいよ私を始末する方針へ移ったわけですか……ッ」

「ふん、上の方針は変わっていない！　だが……ふっ、よかろう！　死ぬ前に教えてやろうではないか！　我らオーバン隊は、ある人物から密命を受けている！」

　ギズンの視線がセラスの胸もとへ下がった。舌なめずりするギズン。

「澄んだ蜜がごときその美貌、男の本能を弄ぶその肉体……ッ！　数多あまたの権力者が生者のまま手中の鳥カゴに飼いたがるのも当然だろう！　だが、この世にはそれを殺してしまいたいと願う者もいるわけだ！　ふんっ！」

　ギズンが、刃と共にセラスを押し返した。

「くっ……!?」

　想像以上の膂りよ力りよく。ハイエルフは人間ほど腕力がない。

　今は集中力も削そがれている。竜のいる背後へ気を配りながら戦っているためだ。

（やはりこの相手には、精式霊装がないと……、――ッ!?）

（しま、ったッ！）

　不意に足を泥に取られ、セラスは体勢を崩しかけてしまう。

　足がもつれたセラスの背後で黒竜が威嚇めいて翼を広げた。

「ギシャァァアアア[image: ]ッ！」

　ギズンが剣の腹でセラスの手首を打つ。

「――ッ!?」

　セラスは眉をしかめ、剣を取り落とす。

「疲労の影が見えるなセラス・アシュレイン！　どうも本来の力を出し切れていないようだ！　長らくの逃亡生活に疲れ切ったか!?」

「くっ――あっ」

　剣を拾おうとするも、セラスの足もとの剣は蹴り飛ばされてしまった。

　次の瞬間には、ギズンに組み伏せられてしまう。視線を逃がすセラス。

「殺すのなら……ひと思いに殺しなさい……っ」

「何もせずすぐ殺せと言われているが……気が、変わったよ。これで我慢しろという方が無理と言わざるをえんなぁ……っ」

（く、ぅっ……精式霊装さえ、使えれば……ッ）

　光精霊の混乱さえおさまれば使用できるはずだ。

　混乱を速くおさめるには、セラス自身も落ち着く必要がある。

「喜ぶがいい、亡国の姫騎士よ。もしまだ知らぬのなら……このギズンが、男を教えてから殺してやる。女の喜びを知らずに死ぬのも無念であろう？」

　手首を捻り上げてくるギズン。

「あなたには、き、騎士としての誇りはないのですかっ……このような下劣極まる行いを、恥と思わないのですか……ッ」

「さえずるな！」

　ギズンが、セラスの頰をぴしゃりとはたいた。

「……くっ」

「いいか？　妙な動きをすればそこの竜が貴様の目玉を爪でくり抜く。ひと思いに殺して欲しかったら、しばらくおとなしくしていろ」

「…………」

「あぁまさか！　あの美しさで高名な聖騎士を男として味わえる日がこようとは！　今日という日を、運命を司つかさどる天界の神々に感謝せねばなるまい！」

「【パラライズ】」

「さあ、お楽――し、み、……ん？　あ？　なん、だ……？」

「ギ、ィ、ェ……？」

（今の、声は――）

　草むらの陰から、彼が、姿を現した。

「おい」

　こちらへ手を突き出している。

「待ち合わせの時間は、もうとっくに過ぎてるぞ」







　◇【三森灯河】◇




　黒竜が飛び去った方角と、竜の鳴き声。

　俺はこれらを追って森へ入った。そのため、追跡は難しくなかった。

　以前より確実に増した走力やスタミナも早期到着の助けとなった。

　ステータス補正の賜たま物ものだろう。

　黒い鎧を着た男の下から、セラスが抜け出す。

　複数対象指定は任意の対象除外ができる。なので、彼女は麻ま痺ひにかかっていない。

　便利なスキルだ。

「ト――」

　言いかけて、セラスは口を閉じた。俺の名を口にしかけたらしい。

　しかし、鎧の男に俺の名を聞かれるのを避けた。思考はちゃんと働いているようだ。

「ええっと……まずは助けていただき、ありがとうございました」

　セラスが恭しく一礼する。

「間に合ってよかったな。で、こいつが黒竜騎士団か？」

　俺は黒鎧を見る。セラスは、着衣を整えながら答えた。

「はい。バクオス帝国の竜騎士のようです」

「へぇ、噂うわさの五ご竜りゆう士しってやつか？」

「いえ、五竜士が率いる部隊の副長だと名乗っていました」

　俺は、隣に立ったセラスを一いち瞥べつする。

「何やら大変だったみたいだな」

「……どうしてあなたは、ここへ来たのですか？」

　セラスの視線は麻痺中の竜騎士と黒竜を捉えている。

　一応まだ警戒しているようだ。俺は質問に答える前に、

「【ポイズン】」

　竜騎士に、毒を付与した。ひとまず非致死の設定にしておく。黒竜の方は致死設定に。

　毒が付与されたのを確認してから、質問に答える。

「あんたのことは早速ミルズで噂になってた。逃走に至った経緯まで流れてきてたよ。こっちの方へ逃げたってことも。で、俺はあんたを捜すために再びこの森へ来た」

　セラスの表情が深刻さを増す。

「私が聞いているのは、そ、そういうことではありません。私がお聞きしたいのは――」

「待った」

「え？」

「【スリープ】」

　俺は重ねがけで竜騎士と黒竜を眠らせた。

　以後の会話には、聞かれるとまずい内容が入るかもしれない。

　恥じ入るようにセラスが視線を伏せる。

「き、気づかずに申し訳ありません。込み入った話をするなら対処が必要でしたね。それで……な、なぜあなたはここへ？」

「俺は護衛としてあんたを雇った。ミルズで得た情報から推察する限り、俺たちを裏切って逃げたわけでもなさそうだったしな。だから、迎えにきた」

「ピッ♪」

　ピギ丸が嬉うれしそうに続く。

「お、おわかりなのですか？　私とこのまま一緒にいると――」

「俺も黒竜騎士団に追われる、か？」

「そ、そうですっ。ですから今すぐここを離れてくださいっ。今のところあの男以外に、あなたの存在は感知されていないようですし……っ」

「あんただって例の幻術で顔を変えれば一緒に逃げられるだろ？　それとも今までのアレと違う顔は作れないのか？」

「作れますが……今は幻術を使う精霊が幻術破りの影響で混乱していまして。その状態がおさまるまで、使えそうにないのです」

「その混乱はいつおさまる？」

「……わかりません」

　セラスは懐から小袋を取り出した。

「申し訳ありませんが、護衛の件は破棄でお願いします。この青せい竜りゆう石せきはお返しします」

「破棄の理由は？」

「ですからっ！」

　胸に手をあてるセラス。その表情には、痛切なものが走っていた。

「私と一緒にいると、あなたも危険に晒さらされるのですっ！」

「……正直言うと、面倒なんだよ」

「そ――そうです！　私と一緒にいると、面倒なことになるのです！」

　頭を搔かく。

「そういう意味じゃなくて、だな」

「で、ではどういう――」

「あんた以上の条件の護衛を探し直すのが、面倒なんだ」

「――――ッ」

　セラスが言葉に詰まったのがわかった。やや間があって、次に彼女は食い下がった。

「み、ミルズを北上すれば魔群帯へ辿たどり着く前にウルザの王都があります。そこなら腕利きの傭よう兵へいも雇えるはずです。高額な傭兵を雇うために青竜石を換金したいのでしたら、換金できそうな相手に心当たりがありますから、お教えできますし……っ」

　やはり裏の換金ルートを知っていたか。

「なあセラス、この話はどっちに問題がある？」

「も、問題……？」

「契約破棄の理由だよ。問題はあんた側にあるのか、それとも俺側にあるのか」

「……い、言うまでもなく私側の問題です」

「なら問題ない。契約は継続だ」

「ハティ殿！」

「ここで、服を脱げ」

　セラスが硬直した。彼女が、目をぱちくりさせる。

「――え？」

　俺は背負い袋を下ろした。中から買ってきた女物の服を取り出す。

「若干サイズが違うかもしれないが、あんたの服を調達してきた。その服はもうミルズの連中の記憶に強く残ってるだろう。念のため、魔群帯へ入るまでは着替えておいてくれ」

「あ――そ、そういうことでしたか……」

　照れくさそうにするセラス。

　ん？　ああ、なるほど……。

「言葉足らずで混乱させたな。悪かった」

「そうですね……動揺してしまったのは、事実で――」

　ハッとするセラス。

「ま、待ってください！　いつの間にか護衛契約を継続する流れになっています！　いいですか!?　私の抱えている問題は、あなたが思うよりずっと大きなものでっ……」

　苦しげに眠る竜騎士を見やる。

「黒竜騎士団の強さについては一応聞いてる。この大陸で最強の騎士団なんだろ？　で、あんたはその最強の騎士団に追われている。だから、逃げて身を隠す必要がある」

「…………」

　少し、踏み入るか。

「ヨナトへ行く本当の理由を聞いても？」

　しばし口をつぐんだあと、セラスは観念したように打ち明けた。

「ヨナトの西端にある港から西の大陸へ渡る船が出ているのです。ただ、その船に乗るのには大金が必要でして」

　それで、金貨３００枚が必要だったのか。

「てことは、聖せい勢せいとやらに参加するって話は建前か？」

「はい……噓うそをついていて、申し訳ありません」

　驚きはない。それもありうるとは思っていた。

「要するに、あんたは安全な場所に身を隠せればいいわけだろ？」

「そうなります。それが、私への――」

　胸もとの手をキュッと握りしめるセラス。

「あの方からの、最後の命令ですから」

　どこかにセラスの逃亡を手引きした人物がいたらしいな。そんな口ぶりだ。

　まあ、そこはいい。

「そこで一つ提案なんだが」

　俺は、その提案を口にした。

「禁忌の魔女に匿かくまってもらえるかどうか、交渉してみるってのはどうだ？」

「禁忌の、魔女に……？」

「誰もその魔女の居場所をいまだに確認できてないんだろ？　逆に言えば、隠れるにはうってつけの場所なんじゃないか？」

「た、確かにそうですが」

　禁忌の魔女……セラスを匿ってもらう代わりに、青竜石でも差し出してみるか。

　はっきり言って、セラスの精霊が持つ相手の噓を感知する能力は有用の極みだ。

　禁忌の魔女と交渉が必要になった場合、真偽を判断する能力は大いに役立つはず。

　エルフは滅多に人里へ現れないと聞いた。しかもセラスの精霊は特殊な種類らしい。

　となると今後、彼女の能力は替えがきかない可能性が高い。それに……。

　セラスの顔を見る。

「？」

　俺にとって〝やりやすい相手〟なのは、事実。

「身を隠すためにあんたは禁忌の魔女のいる場所を目指す。そもそも金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい自体、危険地帯とされてて人が寄りつかないんだろ？」

　魔群帯には危険な魔物が集まっているそうだが、金きん眼がんの魔物なら俺のスキルで殺やれる確率は高い。セラスがいればさらに安全性は上がるはず。俺はそう話した。

「例の古代文字の情報を得るために俺は魔群帯へ入る必要がある。で、上う手まくすればあんたも魔群帯が身を隠せる恰かつ好こうの場所になる」

「それは、そうかもしれませんが……」

「なら、契約は続行でいいな？」

「トーカ殿……なぜ、私にそこまで？」

「……どことなく似てるんだ、俺の叔母に」

「私があなたの叔母さまに、ですか？」

「ああ。叔父夫婦は、実の親に捨てられた俺を引き取って育ててくれたんだ。俺を邪魔者扱いしてた実の親どもと違って、その叔父夫婦は冗談みたいに優しい人たちだった。二人への感謝を忘れたことはないし、今も尊敬してる」

　不意に、叔父夫婦との思い出が甦よみがえってきた。自然と口もとから力が抜ける。

「外見や話し方は違うし、性格もそこまで似てないんだけどな……あえて言えば、雰囲気なのかな……」

　頭はいいのにたまに危なっかしいところなんかも、か。

　セラスは護衛として使える。特殊な精霊術も使える。ピギ丸も懐いている。

　ただ、俺がここへ来た理由はやはり――

「ここであんたを切り捨てるのは……叔母さんを見捨てて逃げるように思えて、気が進まなかった」

　セラスが微笑ほほえむ。光が溢あふれるような微笑、とでも言えばいいのか。

「トーカ殿……やはりお優しい方ですね、あなたは」

「ま、叔父夫婦と共通のものを感じた相手に甘くなる気質は認めざるをえないな。自覚はあるつもりだ」

　その時、黒竜が「グエェ」と短い悲鳴を上げて息絶えた。

　レベルは上がらなかった。そして、竜騎士の方はまだ生かしてある。

「さて……黒竜騎士団に関して何か役立つ情報を、引き出せるといいんだが」

　頭部の【パラライズ】を部位解除する。ついでに【スリープ】も解除。

　麻ま痺ひゲージ残量には、まだ余裕がある。

「――ぐが、ぁ……？　ぐぅ……苦、しい……っ！　い、痛い……ッ」

　毒で死ねない竜騎士を見おろす。

　セラスにしようとしていたことや、麻痺を付与される直前の言動。

　この二つから考えただけでもロクな人間じゃない。殺してもいい人間だろう。

　この男には俺の顔も割れている。始末しない理由はない。

　俺は、淡々と言った。

「俺たちの質問に偽りなく答えれば、救ってやる」

　噓は言っていない。非致死設定を解除して〝苦しみ〟から救ってやるのだから。

　聞き出すのは、まず黒竜騎士団の現在の状況。次いで戦力、位置、動き、今後の方針。

「あんたも聞いておきたいことがあれば、聞いておくといい」

　黙考後、セラスは口を開いた。

「私の命を狙っている者とは、誰ですか」

「ほ、他の連中は……どうし、た!?」

　竜騎士はセラスの質問をスルーした。俺は息をつく。

「ここへ来る途中で、俺が墜おとしてきた」

「ば、馬鹿を言えッ……ぐ……おまえのようなクソガキが、だと!?　くっ!?　この奇妙な術式でやったのか!?　何者だ!?」

「もう知ってるだろ？　ただのクソガキだよ」

「こ、黒竜騎士団に逆らってタダで済むと思うなよ……っ!?　ぐっ……そこの聖騎士崩れもだ！　ぐ、ぅっ!?　く、くく……捕まったあかつきには黒竜騎士団の愛玩物として長らく愛されるだろうなぁ!?　ふ、ふはは！　おまえが守ってきたネーア聖国の女どもも、なかなか美味であっ――」

　セラスが膝をついた。冷たい貌かおで、竜騎士を見おろす。

「誰の命令かと、聞いているのですが」

　やや気け圧おされた反応を示す竜騎士。

「い、いいだろう……っ！　このギズンも少々、き、興味がある……聖国に騎士として剣を捧ささげた元ハイエルフの姫君が、真実を知って、どんな顔をするか――」

　ゾクッと――背筋が、粟あわ、立った。

「セラス！」




　――――ザシュッ！――――




　それは、白い槍やりだった。

　空より飛来した一本の白はく槍そう。

　槍は、その先にいた者を貫いた。ギズンという男の頭部が、串刺しになっている。

　地面に縫いつけられた竜騎士の絶命は、明らか。視線を上へ移動させる。

　俺もセラスも反応するのが精いっぱいだった。

　セラスが振り向き、上空へと視線を飛ばす。

「一体、何が……、――――ッ!?」

　夕暮れが、迫っていた。

　三匹の黒竜。

　今までの竜と比べるとサイズが大きい。

　さらにもう一匹、何かまじっている。

　現状、射程圏外。いや、何よりもあいつは――

「セラス・アシュレイン」

　温かみのない硬質な声が耳じ朶だを撫なでた。

　白い男。

　服は白く、髪も白く、瞳だけが――鮮烈に赤い。
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　その男は異質と言えた。黒き竜騎士と黒竜の中にあって、唯一の白装束。

　ただ一人、鎧よろいすら纏まとわず。騎乗するは、白き竜。

　チラと隣を見やる。セラスが目を見開いていた。

「そん、な――ッ」

　白い男が、口を開く。

「わたしの名は、シビト」

　シビトと名乗った男は双そう眸ぼうを細めると、セラスではなく、なぜか俺を見据えた。

「ただ、世の多数の者はもう一つの名でわたしを呼ぶようだ。彼らはわたしを、こう呼んでいるらしい」

　もう一つの名を、その男は、淡々と口にした。

「〝人類最強〟、と」







　◇【聖王】◇




　オルトラ・シュトラミウス。

　彼はかつて、ネーア聖国を治めていた王である。

　今、彼は悪夢を見ていた。夢は時おり過去の鮮烈な体験を呼び起こす。

　あれは、まだオルトラが足腰に十分な余力のあった頃……





△






　ネーア聖国とバクオス帝国。

　その二国の国境をまたぐ遺跡群。ある時、遺跡群から金眼の魔物が溢れ出した。

　両国は共同で対処にあたることを決定。

　この時、バクオスの皇帝は自ら軍を率いて現れた。

　負けじとオルトラも自ら軍を率い、遺跡群へと向かった。

　ネーア聖国の軍が遅れて現地へ辿たどり着いた時であった。

　オルトラは、我が目を疑った。果たして伝承に聞く邪神がこの世に降臨したのか。

　最初、そう錯覚したほどであった。

　その少年の赤い瞳は、爛らん々らんと輝いていた。

　白い髪は魔物の血を浴びてまだらになっていた。

　特筆すべきは、明らかに戦いを楽しんでいるその表情である。

　次第に魔物が少年を避け始める。凶暴で有名なあの金眼の魔物が、である。

　しかも、少年は逃げ惑う魔物を悪あしざまに罵った。

『なぜだ!?　凶悪の代名詞たる金眼の魔物がなぜ凶悪の名に恥じる行動をとる!?　なぜ向かってこない!?　凶悪な魔物としての誇りはないのか!?』

　血に塗まみれて魔物を罵倒する少年。その声は絶望を帯びていた。

　あるいはそれは、悲痛な叫びのようでもあった。

　少年は〝敵〟を求めていたのである。オルトラはのちに、それを知った。

　と、少年がオルトラに気づいた。

　今でも思い出す。赤き瞳が自分を捉えた、あの瞬間を。

　王に強さの頂いただきを期待する目。

　一国の王たるオルトラへ少年が歩み寄っても、誰も止めない。

　否、止められなかった。戦意を灯ともす赤い瞳で、少年がオルトラを凝視する。

　しかしその瞳から一瞬のうちに熱が引いていくのがわかった。

『雑魚、ではないか』

　あてが外れた表情で少年は声を震わせた。

　心からの落胆を宿した少年は、顔を上げると、馬上のオルトラに手を伸ばしてきた。

『差し出せ』

　気味の悪いほど真剣な顔つきで、少年は言った。

『貴様の国で最も強きモノを、このわたしに差し出せ』





▽






　ガバッ！

「――ぁっ、はぁ、はぁ……ッ！」

　オルトラはベッドから跳ね起きた。

　悪夢にうなされたせいだろう。ひどく寝汗をかいていた。

　ひっそりと静まり返った室内。

　帝国領の南方に建つ湖畔の屋敷。現在、元聖王オルトラはここで静かに暮らしていた。

　バクオスに降伏したのちはここが彼の〝居城〟であった。

　北へゆけば故ネーア聖国。かつての王城は黒竜騎士団が管理している。

　皇帝は、ネーアの領土の大半を彼らに与えた。

（黒竜騎士団……）

　あの少年の夢をいまだ見る。

（今やあの少年が黒竜騎士団の団長……あぁ、なんと恐ろしい……）

　あの出遭いから数年後、オルトラは赤眼の少年――シビト・ガートランドと再会を果たしていた。

　それは、ちょうどアライオンの女神ヴィシスがネーアを訪問していた最さ中なかのことであった。

　王都の東に位置する遺跡から、金きん眼がんの魔物が地上へ溢あふれ始めた。

　それだけではない。魔物の中には人面種がまじっていた。周辺は大混乱に陥った。

　しかもこの時、ネーア聖国が誇る最大戦力たる聖騎士団は王都を離れていた。

『仕方がありませんね。ここは私が出るべきでしょう。私の訪問中で幸いでしたね、オルトラ王』

　女神の口からその言葉が放たれた時、オルトラは安あん堵どで胸を撫で下ろした。

　女神ヴィシスが訪問中だったのは幸運だった。彼は心から主神に感謝した。

　超危険指定の魔物――人面種。

　自前の聖騎士団を送り込めば、まず少なくない損耗を覚悟しなくてはならない。

　そもそも人の手に負える相手ともオルトラは思っていない。

　しかしその危険な人面種も神族であるアライオンの女神であれば……。

　ただ、聖騎士団不在の今は形だけでも自ら兵を率い、王たる自分が現地へ赴く必要があるであろう。面子メンツは保たねばならない。

　このように判断したオルトラは、女神と共に人面種の出現地へと急行した。

　そうして――目を疑う光景に、オルトラは遭遇することとなる。

　死肉の山だった。

　魔物の肉を啄ついばむ野鳥の群れ。まるで悪夢をそのまま具現化したような、そんな光景。

　陰惨な光景の奥には、凄惨かつ醜悪な表情で絶命した――人面種。

『こ、これは……彼が、やったのか……？』

　その人面種の頭上に槍底を突き、さながら〝まだ足りぬ〟と言わんばかりに死体の山を静かに睨にらみつける赤眼白髪の男に、オルトラはある面影を見み出いだした。

　――貴様の国で最も強きモノを、このわたしに差し出せ。

　あの時の少年であった。

　育っていたのか。あの人面種を、五体満足でくだすほどまでに。

『もはや……人とは思えぬ……』

　気づけば、それはしわがれた己の声であった。受けた衝撃があまりに大きすぎたせいか、頭の中の思考が口からそのまま言葉として漏れ出ていた。

『通称〝人類最強〟シビト・ガートランド。神族の血がまじっているわけでもない純然たる人の身でありながら、あれほどの強さ……なぜあれほど強いのかは、私でも説明がつきません』

　女神は平然としていた。むしろ、どこか嬉うれしそうでもあった。

『根源なる邪悪が復活することがあれば、我がアライオンの喚よび出す異界の勇者が重要な存在となるのは確かですが……こと純粋な戦闘能力という一点においては、シビト・ガートランド以上の者が現れるかどうか……。ひとたび戦が起これば先陣を切り、戦場に死体の山を築くと聞き及んでいます。おそらくはそう遠くない将来、黒竜騎士団を率いる存在となるのでしょうね』

　渇望の残ざん滓しを昏くらき瞳に宿した白い男を眺めながら、女神は続けた。

『いずれ、彼を中心として一つの大きなうねりが形成されていくのかもしれません。シビト・ガートランドは神族の私からしても、理外な存在と言えます』

『そ、それほどですか……あの男……』

　女神から見ても怪物に等しい存在。

　オルトラはそんな男が隣国にいることを、恐ろしく思った。

『ふふ、ですがあなたの擁する聖騎士団の団長さんも素晴らしい才覚を持っているのではありませんか？　私は、彼女をとても評価していますよ？』

　回想を終えたオルトラは、ガウンの胸もとをゆったりと緩めた。

　嫌な予感ほど的中する。事実その不安は的中し、ネーア聖国はバクオス帝国に占領されてしまった。ただ、最悪の結果だけは避けられたと思っている。

（だが、しかし……）

　オルトラは顔を両手で覆った。頭の中に浮かぶのは、あの聖騎士団長の面差し。

（あぁ……セラス……）

　黒竜騎士団が王都へ到達する前に彼女は城を離れた。今も逃亡中と聞く。

（おまえを逃がしたのを悔やんではいない……悔やんでは、いないが――）

　心配は尽きない。無事なのだろうか？

（いや……）

　くぐもった呻うめきが漏れる。胸奥から迸ほとばしるは、後悔の念。

（わしは……選択を誤ったのかもしれぬ。あぁ、こんなことになるのなら……っ！）

　クワッ、とオルトラは目を見開く。

「無理矢理にでも、抱いておけばよかった……ッ！」

　しかし、娘がセラスに男を近寄らせなかった。

　父であり王であるオルトラさえも例外ではなかった。

　セラスが団長を務める聖騎士団は男子禁制。







[image: ]







　あれも元を辿れば娘の発案によるものだった。

　オルトラがセラスと顔を合わせられるのは公の場のみ。

　王たる自分でさえ会える時間と場所が制限されていたのだ。

　我が子ながらオルトラは娘が苦手だった。いや、恐れていたと言ってもいい。

　ゆえにセラスのことでは、不干渉にならざるをえなかった。

（あぁ……）

　思い出すたび胸が甘く、切なく締めつけられる。

　あの悩ましくも麗しい線を描く肢体。薄桃色の滑らかな唇。いつも布地を困らせていた豊かな胸。耳を甘く撫なでる清らかな声。かぐわしい微かすかなメスの香り。

　凜り々りしくも包容力のある人となり。極めつけは、あの完璧な美貌……。

　セラス・アシュレインのすべてが、老い枯れ果てていた王を再び精力溢れるオスへと仕立て直してくれた。

（あぁ、嫌だ……）

　アレが誰かのものになるのが怖い。オルトラは心からそれを恐れていた。

（王であるわしにアレが仕えている……剣を、捧ささげている。ゆえにアレはわしの所有物……王であった時代はそれを落としどころと自らを戒めていた。この熱き想おもいと渦巻く情欲は内に秘め、セラスを想像の世界で味わうだけでよしとすべき……己に、そう言い聞かせてきた……）

　メソメソと嗚お咽えつするオルトラ。

（噓うそを見抜くセラスの前では、常に細心の注意を払ってよき王を演じ続けてきた……だがその実、わしはただの臆病者だったのだ……）

　今、セラスはどこか遠くへ消え去った。逃亡を手引きしたのは娘のカトレアである。

　手引きの動きには気づいていた。気づきながらも、見逃した。

（あの時はセラスがバクオスの連中の手に渡るくらいならばと……そう思った。今後、セラス・アシュレインという存在は、死にゆく老人の甘美な郷愁に留とどめておこうと……）

　シーツを強く握り込む。さながら、想いの丈を示すように。

（しかし――）

「やはり、だめだ」

　許されぬ。許してはならぬ。

（いずれアレが誰かに捕まり、他の男に穢けがされてしまうかと思うと――胸騒ぎがおさまらぬ……っ！）

　けれど自分の手もとへはもう戻ってくるまい。所有もできまい。

（あぁ！　このままアレを誰かに奪われてしまうのならっ！　いつまでもこのような苦悩が続くのならば……っ！）

　力なくこうべを垂れる。

「セラスよ……」

　元聖王は両手を組み合わせた。まるで、祈るように。

「これが、わしの最後の願いだ……頼む……」

　オルトラは嗄かれた喉から、力強く、しわがれた声を絞り出した。

「どうかこの世から、死んで消えてくれぇぇ……ッ！」







　◇【三森灯河】◇




「シビト・ガートランド……ッ!?」

　剣を構え直しながらセラスが言った。フルネームも知っているようだ。

「しかも五ご竜りゆう士しまで……ッ」

　……とはいえここにいるのは四人だけ。一人、足りない。

　シビトは白はく槍そうを手にしていた。白竜の身体からだには革帯が巻きついている。その革帯には数本の白槍がストックされていた。まるで、予備の弾丸みたいに。

　さらにシビトの腰には剣が確認できる。今は、鞘さやに納まっているが。

「口は封じてやったぞ、オーバン」

　シビトが言った――その視線は、俺に固定したままで。

　左手側の金髪の男が頭を搔かきながら答える。

「あのさ、殺す必要あった？」

　オーバンと呼ばれた金髪の男。

　肌は褐色。均整のとれた顔立ちだ。狡こう猾かつそうな表情をしている。耳にはピアス。

　口だけをかすかに綻ばせるシビト。

「小銭稼ぎもほどほどにしておくことだな。大方、オルトラあたりの差し金であろう？」

　が、赤い眼めは笑っていない。奇妙な男である。捉えどころがない、とでも言おうか。

　緩い空気でギズンの死体を見下ろすオーバン。

「欲望に忠実な分、個人的には扱いやすい副長殿だったんですけどねぇ～」

「それは貴様の都合であろう。あのギズンはこの舞台の邪魔となりそうな存在だった。ゆえに、わたしの気分で殺した」

「まあギズンは欲望に弱い面があったので、今回の任務には向かないかもって懸念はあったんですよねぇ～。やっぱり連れてこない方がよかったかなぁ？」

「それにギズンの伸び代は頭打ちだった。ただ、あの槍やりをもし避けていれば助けてやるつもりだった。全力でな」

　……槍に貫かれた時、ギズンは麻ま痺ひで動けなかった。回避行動を取れない状態にあったわけだ。まあ――どのみち回避は不可能だっただろう。

　俺のあごから足もとに、一粒の汗が落ちる。

　とにかく【パラライズ】の存在はまだ感づかれていない。そう見てよさそうだ。

　セラスを一いち瞥べつすると、動揺していた。

「オ、オルトラ王が……私を？」

　あの困惑ぶり……オルトラとはネーア聖国の王だと推察できる。

　仕えていた王がセラスを殺そうとした？　であれば、彼女の戸惑いぶりも頷うなずける。

『このギズンも少々、き、興味がある……聖国に騎士として剣を捧げた元ハイエルフの姫君が、真実を知って、どんな顔をするか――』

　ギズンが死の直前に放ったあの言葉。殺害を命じたのが聖国の王なら、言葉との辻つじ褄つまも合う。しかしなぜ王がセラスを殺そうとするのか？

　理由の見当はつかない。セラスも心当たりがないようだ。

「あのじいさん、まだけっこうな財産を隠し持ってるみたいでさぁ。頼みを聞けば隠し財産をぜぇんぶ吐き出すって言ってんだよねぇ。オレさぁ、まだまだ各国に欲しい宝石がアレコレあってさぁ」

「財宝の在あり処かなど、得意の拷問で聞き出せばよいではないか」

　二人の竜騎士は淡々と会話を続けている。セラスの疑問はスルーされていた。

　ただ、シビトの視線は俺に固定されたまま。視線がずっと、俺から外れない。

「オルトラはあれで変に覚悟がキマっちゃってんだよねぇ。イカれてる相手だと拷問って効果が薄かったりするんだよ。だから、要求通りセラス・アシュレインを殺さなきゃ絶対に口を割らないと思う」

　くすりともせず、シビトは嗤わらう。

「妄執と色欲とは恐ろしいものだな」

「ウゲェー！　シビトってばあのじいさんのキモチワルイ情念まで見透かしてたのかよ!?　怖ぇ！」

　その時、右手側の竜騎士が会話に割り込んできた。

「オーバンの個人的事情はひとまず置いておいて――セラス・アシュレインの処遇はいかがいたしますか、シビト殿？」

「陛下はなんと？」

「捕えたあとの処置は、我々に任せると」

「あの方はわたしたちをよくわかっておられる。強き戦士ではないが、賢明な皇帝であると言えるだろう」

「シビト殿、いかがでしょうか？　騎士たちの士気をより高めるために、褒美として彼女を部下たちに与え回してから始末するというのは？　どのみちオーバンの〝小銭稼ぎ〟で、結局は始末されるわけですし」

「それじゃ困るんだよねぇ、シュヴァイツちゃ～ん」

　オーバンが不平の横よこ槍やりを入れる。

「困る？　どういうことですかな？」

「元聖王サマは純潔とわかる状態で死体を持ってこいって言ってんのよ。他の男のアレのニオイがすれば絶対わかるとか、すげぇ気持ち悪いこと言ってたけど……てか、生かして連れてこいじゃなくて死体で持ってこいってあたり、もうかなりイッちゃってると思わない？」

　シュヴァイツと呼ばれた中年が短く唸うなる。

「ふぅむ、そうでしたか」

　オーバンの言を冷静に受け止めたようだ。

　シュヴァイツという男は、熊を思わせるヒゲを蓄えていた。焦げ茶の髪をオールバックにしている。顔立ちは男前と言えるだろう。左目には黒い眼帯。声は落ち着いたバリトン。大柄だが粗野な印象はない。気品の中に老ろう獪かいさがうかがえる。印象は、いかにもな貴族という感じ。騎乗しているのは、オーバンと同じサイズの大きめの黒竜。

「とすると、彼女を活いかす方向で使うのは難しいようですな。いやいや、我ながら品のない愚考でした。申し訳ない」

「あ――あなたたちは、何をわけのわからぬことを言っているのですか!?」

　セラスが声を上げた。声は、糾弾の響きを伴っている。

「あの穏やかなオルトラ王が、そのような奇怪な言を口にするはずがありません！　それ以上勝手な妄言を連ねるのであれば、我が王への侮辱と受け取ります！」

　苦笑気味に唇を尖とがらせるオーバン。

「さすがにコレはちょっと聖騎士ちゃんもかわいそうだよねぇ。あの凜々しい義憤も、真実と照らし合わせたらほんと滑稽になっちゃうよ。あれかな？　ああして忠義に厚くて純真だからこそソソるってことなのかなぁ？　ま、美人なのは確かだよね。オレも綺き麗れいな宝石は好きだし」

　次に、オーバンはニッコリと笑った。

「でもまあ、とりあえずキミが生きてるとあのじいさんは安心して死ねないらしーよ？」

「た、たわごとを……ッ！　一体、何が目的ですか!?」

　俺は考えていた。

　……違う。本人も、薄々わかっているはずだ。

　セラスには噓を感知する精霊の力がある。多分、やつらは噓をついていない。

　だからこそ彼女の動揺は膨れ上がっているのだ。

　セラスは今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「オ、オルトラ王が……そのような……」

　脱力気味に、膝をつくセラス。シュヴァイツは無感動に彼女を眺めた。

「どういたしますか、シビト殿？」

「決まっている。セラス・アシュレインには、生を勝ち取る権利を与える」

「なるほど、いつものアレですな」

　事務的に頷くシュヴァイツ。

「セラス嬢があなたと決闘して勝利すれば見逃す、と。オーバン殿もそれでよいですな？」

「聖騎士ちゃんが女として綺麗に死んでくれれば、オレはなんでもいいよー♪　結果はわかり切ってるわけだしさぁ」

「どう、かな」

　今まで黙していた人物が初めて声を発した。俺から見て左端の黒竜に騎乗しているやつだ。鎧よろいから露出している部分には包帯が巻かれている。

　声から察するに、男。左目だけが包帯から露出している。

「ネーア聖国、聖騎士団長。精せい式しき霊れい装そうが、有名である」

　口もとへ手をやるシビト。

「精式霊装の話は当然わたしも聞き及んでいる。ゆえに、ここまで追ってきた。わたしはその精式霊装と戦えればそれでいい。あとのことは、おまえたちの好きにするといい」

　シビトが俺を、さらに凝視する。

「と――つい先ほどまでは、そう思っていたのだが」

　シュヴァイツが眉をひそめる。

「シビト殿……？」

「なぜか今はセラス・アシュレインより、わたしはあの少年が気になっている」

　視線を俺へと移すシュヴァイツ。

「あなたがずっと彼を注視していたのは、このシュヴァイツも気づいておりましたが……しかし一体どこが気になるのです？　せいぜいセラス・アシュレインの雇った荷物持ち程度にしか、思えぬのですが」

「老いたな、シュヴァイツ。あの者は実に興味深い存在だ」

　シビトが俺に、薄く微笑ほほえみかけてきた。

　何かを期待する赤い眼。

「少年――貴様、何者だ？」





□






　俺は、ずっと、動けなかった。

　スケルトンキング。思っていたより弱かった魔物。

　ミルズ遺跡の魔物に対して、俺は慎重になりすぎていた。

　弱い相手の力量を見極めるのは苦手らしい。が、強い相手は違う。

　大きなものや高いものは目につきやすい。見上げれば大抵、そこに聳そびえ立っている。

　巨大さというのは容易にわかる。自分がどこに立っていても、自分が見る位置を特に変えずとも、その存在の大きさはわかる。

　だから、わかった。

　俺は今、喉もとへ刃を突きつけられているのと同じ状態だ。ひとたび何か攻撃的なアクションを起こした瞬間、俺はたった一撃でシビトに殺されるだろう。

　そして俺がそれをわかっているのを、やつもわかっている。

　人類最強――シビト・ガートランド。

　本能が告げている。最強の名は飾りではない。こいつは、

　あの魂喰いよりもヤバい相手。

　シビトと遭遇してから、噴き出す汗が止まらない。

　顔面はもはや汗まみれだった。選択肢によっては、ここで終わるかもしれない。

　生か、死か。

　命が残るか、否か。

　滝のように伝い落ちる汗が、地面に落ちる。おそらく、

　すべては俺次第――――





▽






　それにしても、なぜだろう？

　廃棄遺跡の時もそうだった。こんなにも、ヤバい状況なのに。

　シビトが、愉快げに問う。

「貴様、何を笑っている？」

　あぁ、そうだ。

　こういう時に限ってどうして俺は――笑えて、くるのだろう？

　歪ゆがんだ笑みをシビトに返す。

「なあ、シビト・ガートランド――」

　よし……攻撃は来ない。伝わっているのだ。攻撃の意思の有無が。会話を求める意思表示も。腕を上げるのはおそらく不可能だが、喋しやべらせてはもらえる。……十分だ。

「俺と、少し話さないか？」

　シビトが目もとを和らげた。

　なるほど。要するに、スキルを撃とうとする気配さえなければ――

「よかろう。まずは、貴様の名を聞こうか」

　あの最強との交渉は、可能。

「ハティ・スコルだ」

「なるほど、偽名か」

　あっさり看破された。

「……まあな」

「本来の名を隠す必要がある、と。姫騎士と同じく何やら事情があるらしい」

「シビト殿」

　シュヴァイツが割り入ってきた。

「どうした？」

「ワタシにはやはり解せませぬ。一体、あの少年の何がお気に召したのです？」

「不思議に思わぬか？　五ご竜りゆう士しを前にしても、アレは怯おびえていない」

「そうですかな？　ワタシには、怯えて冷や汗をかいているように映りますが」

「違う。あれは怯えとは異なる反応だ。よく見るといい。アレは戦意を喪失していない。隙あらば、何か仕掛けようとしている」

「シビト殿に何か仕掛ける？　何をです？　詠唱呪文では詠唱が間に合わぬでしょうし、そこらの魔導具による攻撃術式がシビト殿に通じるとも思えませぬが」

「下手に動けばわたしに瞬殺されるのもアレは理解している。そんな状況下にあっても、アレは笑い、わたしと会話する意思をみせた。降伏でも命乞いでもなく、ただこのわたしとの会話を欲したのだ。わたしには、それが新鮮だった」

　言われてみれば、という顔をするシュヴァイツ。シビトが口もとを緩める。

「遥はるか弱き者が、この場を切り抜ける策を何か講じようとしている。わたしが〝人類最強〟と呼ばれているのを、知りながら」

　察しのいい男だ……。観察眼が鋭い。

「どうだシュヴァイツ？　興味深いとは思わないか？」

「……確かに」

「思わぬ場所から新しい風の舞い込んできたこの舞台、幕引きにはまだ早い。わたしはアレとのひと幕をもう暫しばし続けてみたいのだ。セラス・アシュレインは――」

　俺から視線を外さずシビトが言う。

「もはや、敵としての興味は失うせた。わたしを認識した時の反応からして、わたしを殺せるとは思っていないようだしな……」

「オルトラの本性を知って、精神的にも揺れているようですしな」

　連中の会話は貴重な情報でもある。仕入れる情報は多い方がいい。

　が、こちらも沈黙しすぎはよくない。

　……しかし、よくもまあこうも注意を逸そらさないものだ。

　シビトの隙を見出せない。魂喰ぐいの時とも微妙に勝手が違う。

　……焦るな。選択肢を間違えれば――あっという間に、終わる。

「聞きたいことがある」

　タイミングを見て、俺は口を開いた。

「よかろう。言ってみろ」

「あんたは自分を満足させられる敵を探している。そうだな？」

「相違ない」

「けど人を超えた強さを持つ相手なら、そのへんにウジャウジャいるんじゃないか？」

「何を挙げるか大方察しはつくが、言ってみるがいい」

「まず大たい魔ま帝ていとその軍勢がいるだろ」

「現時点では、大魔帝軍とやり合うのは難しい」

「なぜ？」

「問題は、マグナルだ」

　例の北の国か。対大魔帝軍の最前線。

「マグナルの王は他国の軍が自国領へ入るのを嫌がるのでな。大誓壁ナイトウオールが破られたとはいえ、白はく狼ろう騎士団が健在なうちは他国からの援軍はできるだけ拒むであろう。特に我がバクオスはネーアへ侵攻したために、他国よりも警戒されている。とはいえ、いずれ白狼騎士団の長には一騎打ちを願い出たいところだが」

「なぜ今すぐそうしない？　あんたはこの大陸で最強なんだろ？　好き放題やればいいじゃないか」

「これでもわたしは騎士団をあずかる長の立場にある。皇帝陛下への忠誠心もないわけではない。我がガートランド家の立場を考えても、そう無茶な行動はできぬのだ。他国との外交に関わることならば、なおさらな。もちろん、遺憾ではあるが」

　シュヴァイツが言い添える。

「国家間の関係とは実に複雑なものなのです。世界最強を称する我ら黒竜騎士団といえど、他国の軍すべてを敵に回して勝てるわけではありません」

　たとえばシビトが他国の強者を好きに殺し回る。結果、他国からバクオスは総攻撃を受けるかもしれない。家を大事にしている点も、あいつの足あし枷かせだろうか。

　なるほど。最強にも枷がないわけではない。

　逆に言えば、そんな不自由な状況ゆえにより強く〝敵〟を渇望しているとも言える、か。

「……一つ聞きたい。アライオンの女神は、あんたの敵としてはどうなんだ？」

　クソ女神に対するシビトのスタンス。これも、確認しておきたい。

「女神ヴィシスか。今のところ神族を敵に回す気はない。我がバクオスとアライオンは緊密な関係を築いている。まあ、個人的にあの女神はどうも好かぬが……しかし――」

　シビトの瞳が輝きを増していく。

「女神が召喚した異界の勇者には、大いなる期待を寄せている」

　２‐Ｃの勇者たち。やはり興味を持っていたか。

「ヨナトの聖女、ミラの狂きよう美び帝てい、ウルザの〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟……他にも魅力的な相手はいる。だがやはり――」

　薄く微笑むシビト。

「加護の力によって爆発的に最強の座へ近づくという異界の勇者たち。わたしは、彼らこそがこのシビト・ガートランドの宿敵となってくれると――信じ、期待している」

　なんとなくわかってきた。この、シビト・ガートランドという男が。

「けど、女神があんたと勇者の戦いを許すと思うか？」

「大魔帝討伐の役目を終えた勇者であれば、あの女神なら一人くらい差し出すであろう。無論――」

　やや弾んだ声になって、シビトが続ける。

「大魔帝がマグナルの白狼騎士団を打ち倒し、アライオンの勇者たちをも駆逐し、あの女神を八つ裂きにし、我が黒竜騎士団のもとまで辿たどり着くのであれば――それはそれで、歓迎しよう」

　滲にじみ出ているのは絶対的な自負心。

　己は生き残った強者と戦えさえすればいい。相手は誰であろうと、かまわない。

　ただひたすらに渇望するは強き者との戦い。しかし立場もあって戦いたい相手とは自由に戦えない。〝人類最強〟は持て余している――最強と称される、その力を。

　ふと独り言めいて、シビトが言った。

「そういえば……アライオンといえば、セラス・アシュレインにとっては深き因縁を持つ相手でもあるか」

　放心気味だったセラスが顔を上げた。彼女は、眉根を寄せる。

「どういう、ことですか？　私とアライオンに、深い因縁など……」

　セラスは、思い当たる節がなさそうな反応をしている。シビトが細く息を吐く。

「死にゆく者への手向けだ。ネーア聖国がなぜ滅んだのか、貴様に教えてやろう」

　さして興味なさげに、シビトは続けた。

「長らくネーアへ攻め入らなかった我がバクオスが方針を急に変えて侵攻を行ったのは……おまえが元凶だったのだ、セラス・アシュレイン」

「――え？　私が、原因……？」

　セラスの混乱に拍車がかかった。俺でもはっきりとわかるほどに。

　シュヴァイツが憐あわれみの情を覗のぞかせる。

「反応を見るに、何も伝えられていなかったようですな」

「よ、世よ迷まいごとを……ッ！　なぜ、私がバクオスの侵攻を受ける元凶だったなどと言えるのですかッ！」

　シビトが呼びかけた。

「シュヴァイツ」

　小さく頷うなずくシュヴァイツ。シビトは、隣の男に説明を任せたようだ。

「女神ヴィシスは貴殿を欲していたのです、セラス・アシュレイン」

　何？　ここで、クソ女神の名前……？

　しかも、あのクソ女神がセラスを欲しがっていた？　どういうことだ？

　セラスも、不可解の反応を示している。

「アライオンの女神が……私を？」

「大魔帝が現れる予兆のあった頃の話と聞いております。女神はオルトラ王に貴殿を差し出すよう要求したそうです」

「なぜ、私を――」

「確たる理由はこのシュヴァイツにもわかりませぬ。ただ、女神は〝ヴィシスの徒〟と呼ばれる私的な配下を何人か有しております。大魔帝降臨を前にその一人としてお眼鏡にかなったのではないかと、ワタシはそう推測しますが」

「ですがそんな話、耳にした記憶すら……」

「オルトラ王は断固拒否したと聞いております」

「我が王、が？　まさか王は――国が侵攻されるきっかけとなった私に咎とがを求めて、私の命を……？」

　いや、その理屈はおかしい。だとすれば無茶苦茶にもほどがある。

　多分、聖王がセラスを殺そうとする理由は他にある。

　セラスの引き渡しを拒否した理由。

　聖騎士団長を失うのが痛手だったから？

　違う。ヒントは五竜士の会話に含まれていた。特に、オルトラ王の人物評。

〝イカれてる〟〝妄執〟〝色欲〟〝純潔とわかる状態の死体〟

　セラスへの異常な執着――それが、理由ではないだろうか。

　王は意地でもセラスを引き渡さなかった。なのに、遠く離れると今度はセラスを殺す刺客を放った。つまり王はセラスを所有しておきたかった。そんな風に考えられる。

　しかしもう手中へ戻ることはない。ならばせめて、殺してしまいたい。手元に二度と戻らぬのなら。他の者の手に、渡ってしまうのなら――亡き者としてしまいたい。

　大方、そんなところだろう。

　確かに〝イカれたじいさん〟だ。ま、この推察が正しければだが……。

　つーか……それでセラスが国の滅んだ元凶ってのも、さすがに酷こくすぎる。

　責を求めるならクソ女神と元聖王だろ。

　シュヴァイツが遥か彼方かなたにあるアライオンの方角を見やる。

「この大陸で長らく国家間の戦争が起きていないのは、裏にアライオンの女神の存在があるためと言われております。我がバクオスがウルザへ侵攻しないのも、間に女神を入れた平和協定を結んでいるためです。この大陸において女神の影響力とは、それほど強いものなのです」

　バクオスとウルザの平和協定。ミルズの宿酒場で客たちが話していた。

　だからウルザは、バクオスに攻め込まれる心配がないのだと。

「ですがその女神の要求を拒否したどころか、以後のアライオンからの通達を一切無視し続けるという態度を取れば……あとは、わかりますな？」

　協定は間に女神が入るからこそ意味がある。逆に女神の影響力が消えれば有名無実と化す。つまりバクオスにとっては、女神からネーア侵攻のＧＯサインが出たも同然。

「そん、な……」

　セラスはさらなるショックを受けていた。

「言うなれば、貴殿の有用さが女神の目に留まったのがアダとなったわけですな。オルトラ王の件も含めれば、その浮世離れした美貌も……」

　オーバンがヘヘッと笑う。

「聖騎士ちゃんはいわば傾国の美女ってわけだ。てか、シビトちゃんは男として聖騎士ちゃんにキョーミないん？」

「芸術的な美しさは認めよう。が、わたしにとっての甘美とは強き敵の内にのみ存在する。強き者だけが、わたしにとっての〝美人〟と言える」

「ふーん。しかしまあ、並外れた美人ってのはいつの世もやっぱ権力者を狂わせちまうもんなのかねぇ……ネーア王家も大変だ」

「……姫、は？」

　セラスが問うた。それは、不意に口を衝ついて出た問いのようだった。

　王家という言葉に反応したのだろうか？

「カトレア姫のことですかな？」

　シュヴァイツが確認する。頼りない声で、セラスは問いを重ねた。

「無事、なのですか……？」

「ゆくゆくは、シビト殿の妻となるでしょうな」

「……ッ！」

　言を引き継ぐシビト。

「皇帝陛下のお達しでな……ネーア領の安定統治のため必要な婚姻だそうだ。とはいえ、婚礼の儀は大魔帝の問題が片づいたあとの話であろう」

「……姫さま、が」

「アレは気の強い女でわたしもいささか手を焼いている。まあしかし、異性としての魅力は感じぬな。姫騎士として名を馳はせる貴様の方が、戦えるだけまだマシというものだろう」

　シビト・ガートランド。本当に、強者にしか興味がないのか。

「だが、どのみちセラス・アシュレインはここで死を迎える。せめてその首は、カトレアのもとへと送り届けてやろう」

「くっ……姫さまに、そのような――」

「黙れ、諦めの弱者」

　シビトがぴしゃりと言った。

「――ッ」

「貴様への手向けは終わった。恨むのならば、ここで生を勝ち取れぬ己の弱さを恨むがいい」

　視線すら送らずセラスへそう言い放つシビト。

「はなから勝てぬと断じている者ほどつまらぬものはない。覚悟を決めて抵抗せず死を受け入れる行為が時に称賛されるが、死地にあって足あ搔がかぬ者ほど興を削そがれる存在はない。怯おびえて逃亡する者をわたしは唾棄する。弱者であろうと、このわたしに立ち向かってくる者ならば――わたしは、好ましさを覚える」

　淡い夕焼けを背にシビトが微笑ほほえむ。

「言うまでもなく……わたしを殺せるほどの力を持った者が向かってくるのが、何より好ましいのだがな」

　……手札は、揃そろった。

　道筋が組み上がった――気はする。生き残るための、道筋。

「しかし……このまま日が落ちるまでつまらぬ時間稼ぎをされるのも、退屈が過ぎる。何か策は思いついたか、少年？」

「シビト・ガートランド。あんたは、自分の命を脅かす敵が欲しいんだよな？」

「相違ない」

　……焦るな。落ち着け。ここで選択肢を、違たがえるな。

「だったら、俺がなってやろうか？」

「貴様がわたしの命を脅かす敵に……？　しかし貴様に何がある？　いや――何を隠している？　我ら五ご竜りゆう士しより遥はるか弱者と容易にわかる貴様から溢あふれ出るその戦意は、どこからきている？　わたしの見る限り今の貴様の言はハッタリではない。なんらかの確信を持っている。貴様は何かを隠している……そうだな？」

「お察しの通りだ。俺には隠しごとがある」

「今その隠しごとを言わねばこの槍やりで殺す。足搔いてみせろ、少年」

　ゆっくりと息を吐く。一拍置き、俺は言った。

「確か、加護の力で爆発的に最強の座へ近づくんだったな？」

　シビトの片眉がピクリと反応した。

「お望み通り隠しごとを、明かしてやるよ」

　歯をみせてシビトに笑いかける。

「本当の俺の名は、トーカ・ミモリ」

　おそらくこのカードが、分ぶん水すい嶺れい――




「俺は、異界の勇者だ」

「合点が、いった」




　空いている方の手を、シビトが口に添えた。反射的に口もとへ手をやった感じだった。

「違和感の正体は、それか」

「トーカ殿が……異界の、勇者？」

　セラスも驚いていた。他の五竜士も意外そうな顔をしている。

「はぇ～！　あの少年、異界の勇者だったんかい!?」

「女神はすでに勇者召喚を成功させたと聞き及んでおりましたが……こんなところで出会うとは」

　シビトが問う。その声は、やや弾んでいた。

「しかしトーカ・ミモリよ、貴様はなぜこのような場所にいる？」

　シビトは噓うそを感じ取る。セラスの精霊の力とはまた違った地力だと思われる。

　俺が名乗った瞬間、あいつは偽名を看破した。あからさまな噓は見破られる。

　ここから露骨な〝噓〟は通用しない。

　乗り切るには〝真実〟だけで押し通す必要がある。

「召喚された勇者の中でも俺は立場が特殊でな。だから、他の勇者とは別行動をしている。他でもない女神がそうさせた」

「ふむ。言葉に、偽りはないようだが」

　やはり虚偽を見抜く感性の持ち主。汗がポタリと、頰から伝い落ちる。

　他の勇者とは立場が違う。

　他の勇者とは別行動をしている。

　他でもない女神がそうさせた。

　虚偽はない。どれも事実。ただし解釈は、シビト次第。

　噓を感知する相手との会話。

　噓を見破るセラスとのやり取りの経験が活いきている、と言えるか。

「なぜ貴様は他の勇者たちと別行動をしている？　女神から特別な密命でも受けたか？」

　イエス、ノーの返答は避けるべきだ。俺は、得意気な顔をした。

「他の連中と比べて俺は格が違うらしくてな？」

「ほぅ？」

　双そう眸ぼうを細めるシビト。期待を寄せる目。

　そう、俺はＥ級勇者。他の勇者とは〝格〟が違う。

「おかげで今は単独で行動させてもらってる」

「女神も特別と認めた男、か」

「ああ、女神にとって俺は格別の勇者だったらしい」

「面白いではないか。それで――異界の勇者である貴様は、わたしに何を望む？」

　余裕たっぷりに俺は言った。要求を、突きつけるように。

「猶予だ」

「つまり……ひとまずこの場は見逃せ、と？」

「そうだ」

「しかしここで貴様を見逃したとして……わたしになんの得がある？」

「得はあるはずだ。少なくとも、あんたにとってはな」

「わたしにとっての得、だと？」

「俺が今より強くなって、テメェを殺す」

　ゾクッとした表情をするシビト。鳥肌でも立ったみたいな反応だった。

　シビトの口もとは歪ゆがんでいる――そう、いびつな笑みの形に。

　抑えきれぬ歓喜を堪こらえている感じだ。

「わたしを殺す、だと……ッ？」

「俺は異界の勇者だ。レベルが上がればテメェの領域に辿たどり着くかもしれねぇだろ？」

　言葉遣いはある程度、荒々しく。好戦的に、挑戦的に。かすかな理性を、滲にじませつつ。

　成長すれば俺は必ずシビトの領域に届く。三み森もり灯とう河かは今、そう信じている。

　想像、できている。シビトをくだす己の姿を。

「この男……己の身の丈を知りながら、しかし、本気でわたしの領域に辿り着くと信じている。やはり、面白い」

「誰よりも俺は強くなる。極論、すべてを――あの女神すらをも蹂じゆう躙りんできるほどの力を、得てやる」

「ふっ、ではあえて聞こう。どうやって強くなるつもりだ？　わたしの記憶が正しければ、異界の勇者は金きん眼がんの魔物を殺――」

「俺はこれから、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいへ向かう」

　シビトの興奮の度合いが跳ね上がった。その回答を期待していた、という顔。

「魔群帯にひしめく金眼の魔物で貴様は〝レベルアップ〟するのだな？」

　俺は曖昧に笑った。

「かもな」

「だが金眼の魔物なら、魔群帯へ赴かずとも女神が適当な強さの相手を用意してくれるのではないか？」

「俺には他の勇者と違う道を歩ませてみるんだとよ。だから今の俺は、女神ヴィシスから自由を与えられている」

　女神の言葉。

『転送先の遺跡から生きて地上へ出られた場合は、あとはもう干渉しないという取り決めをしています。アライオンはその者に、自由に生きる権利を与えます』

「向こうも今の俺については干渉しないと言ってたしな。要は自分の目的さえ達成できりゃあいいんだろ、あの女神は」

「最終的に大たい魔ま帝ていさえ倒すのなら、そこへ行き着くまでの過程には余計な口出しをしないというわけか」

「ま、そこはあんたの想像にお任せするさ」

「ふっ……貴様、よほど女神にとって扱いづらい勇者だったらしいな？」

　喜悦を秘めたシビトの瞳。

「今の俺はそこまでステータス――加護の数値が高くはない。だから今の俺はあんたにとって雑魚に見えるだろう。が、いずれは〝人類最強〟をぶっ殺せる勇者になってみせる。そのために今、あんたは何をすればいいか……わかるよな？」

「ここは見逃せ、というのだな？」

「ああ」

「しかし……わたしと貴様が再会し、将来的に決闘できる保証はあるのか？」

「安心しろ。いずれ俺は、女神のところへ戻るつもりだ」

「ふむ」

「ま、大魔帝軍の今後の動向次第で戻る時期は変動するかもしれねぇがな」

「たとえ貴様が姿をくらましたとしても、自ら格外と認めた勇者をあの女神が放ってはおくまい……つまり、貴様が雲隠れする心配はないというわけだな」

「つーか俺としては戻らざるをえない。女神のもとへ戻らず、そのままどこかへ消え去るつもりはねぇよ」

　当然だ。

「女神のもとには、必ず戻る」

　復ふく讐しゆうを、果たすために。

「――よかろう」

　朗々と、シビトが言った。

「わたしは見てみたい。是が非でも、成長した貴様の姿を見たい。そして女神が認めた格外の潜在力を秘めた勇者と――殺し合いを、してみたい」

「ああ、俺もだ」

　一歩、前へ出る。

「だからいずれテメェと俺の二人だけで決着をつけようぜ、シビト・ガートランド……ッ！」

　歓喜に包まれ、目を剝むくシビト。

「弱者でありながら……本当に、貴様はわたしを滾たぎらせてくれる……心地よいぞ、その戦意！　その殺意……ッ！　いいだろう！」

　シビトは言い放った。

「貴様を見逃そう、トーカ・ミモリ」

「カカ、そうこなくっちゃな」

「では、遠慮なくこの場を立ち去るがいい。我々もセラス・アシュレインの息の根を止めたら、この場を去ろう」

　セラスが、息を吞のんだのがわかった。俺はすかさず言う。

「そいつは困るな」

「何？」

「セラスは俺の旅に必要だ」

「金棲魔群帯に同行させるというのか？」

「今の俺の強さじゃ、まだ協力者が必要だ。察しのいいあんたなら、わかるだろ？」

「ふむ……その女が金眼の魔物を弱らせて、とどめは貴様がさす算段か」

「あんたの敵としては不十分でも、セラス・アシュレインの腕が立つこと自体はあんたも認めてるはずだ」

「しかし、セラス・アシュレインの件は女神に報告しなくてもよいのか？　もう今は興味も失うせているかもしれぬが……セラス・アシュレインは、他でもない貴様を召喚した女神の欲した女。何も告げず同行させれば女神の機嫌を損ねるかもしれぬぞ？　機嫌を損ねさせたネーアがどうなったかは、先に述べた通りだ」

「ハッ！　関係ねぇよ！」

　シビトへ向かって一歩踏み出し、俺は言い放った。

「む？」

「どんな話だろうと、あの女神への報告なんざ無限に後回しでいいんだよ！」

　豪気に笑い飛ばしてみせる。

「俺は利用できるもんならなんでも利用してやるッ！　女神の心証なんざ関係ねぇよ！　俺が力を得るために、俺はセラス・アシュレインを利用するッ！　ただそれだけだ！」

「ふ――」

　口を、大きく開いていくシビト。

「ふ……ふはは、ふははははっ！　よいぞ、トーカ・ミモリ！　そうだ、それでこそだ！　貴様にはつまらぬ理の殻を破る熱がある！　あぁ、このような者は実に久しぶりだ！　物もの怖おじせず、このわたしに対し真っ向からそのような意気をぶつけてきた者は！」

　やはりあいつは、自分へ向かってくる者に喜びを覚えるタイプ。

　立ち向かう意思を崩さない俺の姿勢を、喜んでいる。

　シビトが居住まいを正し、指だけでセラスを示す。

「わかった。では、慈悲をやろう。我が慈悲により、ここはセラス・アシュレインも見逃そうではないか」

　オーバンが慌てふためく。

「え!?　ちょっ!?　シビトちゃん!?　ちょっとちょっと!?　マジにあの聖騎士ちゃんをここで見逃すつもりかい!?」

「トーカが己の成長のために必要だと言うのだ。殺すのはわたしとトーカが決闘を終えてからでもよかろう。もしこの大陸を離れる懸念があるのなら、西の大陸へ向かうヨナトの船に外交ルートで通達を出しておけばよい。どのみちアレを殺すことに変わりはない。所詮、遅いか早いかの違いでしかあるまい」

「いやでもさぁ!?　せっかく聖騎士ちゃんを見つけたんじゃん!?　たとえばさ、魔群帯の魔物に殺されたあとで死体が食われて跡形もなくなるとか、もしくは、そのまま目の届かないところに雲隠れでもされたら――」

「黙れ、殺すぞ」

　殺さつ刃じん的なシビトの一喝。

「う……っ!?」

　オーバンが身を引く。彼の顔は、青ざめていた。

　肌を痺しびれさせるほどの強烈すぎる殺意。他の五ご竜りゆう士しまでもが一瞬、身を怯ひるませた。

　舞台へ足を踏み入れて興を削そぐ者を咎とがめるような、そんなドス黒い一喝だった。

　黒竜騎士団における絶対者は、ただ一人――シビト・ガートランド。

　あいつさえ押さえれば騎士団の意思は操れる。

「というわけで……寿命がのびたようだな、セラス・アシュレイン」

　シビトが言った。

「せいぜい磨すり減るまでトーカに使われるがよい。今日より貴様はトーカのための〝道具〟だ。必ずやわたしのもとへ〝完成したトーカ〟を届けよ。そうだな……守らねば、カトレアを痛めつけるか」

「！」

「もし無事に〝完成品〟を送り届けたなら――その時は、一瞬の痛みすらなく殺してやる。約束しよう」

「――トーカ、殿」

「悪ぃなセラス、そういうことだ」

　大丈夫だ。セラスも気づいている。

　この場を切り抜けるために、俺がシビトとこうしてやり合っていることに。

　シビトの決定に他の五竜士はもう何も言わなかった。絶対者には、逆らえないのだ。

「シュヴァイツ」

　シビトが声をかけた。

「はっ」

「今日もどこぞで道草をくっているグリムリッターにも伝えておけ。この二人には手を出すなと」

「かしこまりました」

「〝勇ゆう血けつ殺し〟の名を得てから、アレは一層貴様の言うことを聞かなくなったようだな」

「はっ……我が息子ながら、アレは騎士団の中でも異質ですゆえ。ただ、今は下手におさえつけぬ方が使い勝手もよろしいかと……」

「の、ようだな」

　シビトの白竜が、大きく翼を広げた。

「ふっ……第一幕はわたしの想像を遥はるかに超えたよき舞台であった。さらなる期待を寄せる次幕への引きとしても、悪くはあるまい」

　幸福そうに表情を和らげるシビト。




「再びあいまみえるその時を楽しみにしているぞ、トーカ・ミモリ」




　他の五竜士の黒竜も羽ばたきを大きくした。ここを去る準備を、始めたのだ。

「――――――――」

　乗り、切った。

　汗はまだ止まっていない。

　セラスも、死なずに。

　俺も、生き残った。

　俺たちを〝人類最強〟に見逃させることに、成功した。




　賭けに、勝った。




　まだ汗が、止まらない。
















「【パラ――








「トー、カ――










――ライズ】」










――きさ、まッ！」















　向かってくる〝敵〟をシビトは拒まない。

　俺が会話しながら挑戦的に近づいてきていても、やつは拒まなかった。

　咎めなかった。そう――殺さなかった。要するに、




　射程圏内。




「さすがだよ、〝人類最強〟」

　場を立ち去ろうと竜を反転させるその瞬間。

　最も警戒が薄れるその空ス隙キを、俺は狙った。

　なのにただ一人、真っ先に、恐るべき速度でシビトは俺の攻撃意思に反応してきた。

　だがその時点でこちらの優位は整っていた。ゆえに俺の方が、ほんのわずか速かった。

　事実で塗り固められた〝真実〟をシビトが信じ込まされた時点で、この結末へ至る確率は高くなっていたのだ。

　シビトはあの魂喰ぐいと真逆の性質。

　魂喰いは〝怯おびえ〟が油断へ誘い込む隠かくれ蓑みのとなった。一方、シビトへの隠れ蓑は〝闘争心〟だったと言える。逃げるのではなく、向かっていく。

　他には〝舞台的な流れ〟を意識する人物だったことも、要因か。

　去りかけた時のシビトの言葉。

『第一幕はわたしの想像を遥かに超えたよき舞台であった。さらなる期待を寄せる次幕への引きとしても、悪くはあるまい』

　あの時点であいつにとってこの〝舞台〟は終わっていた。

　シビトにとってはもう〝終幕〟の感覚だった。

「いずれあいまみえての決着、か――悪ぃが、てめぇらとの因縁をそこまで長く引っ張るつもりはねぇよ」

　汗が止まらなかったのも道理。あの一瞬が、すべてだった。

　この舞台はここで幕引きだと誰もが信じ込み、気が緩み、そして、刹那的に生じたあの一瞬の空隙――ねじ込むには、あそこしかなかった。ケリを、つけるべきだと思った。

　リスクでしかない。ここで連中を〝逃のがす〟のは。

「残念ながらこいつは綺き麗れいな物語じゃないんだ、シビト・ガートランド」

　これは、汚れた物語。

　シビトの期待した〝決闘を誓い合った因縁の相手との対決〟の入り込む余裕など、ない。

　なぜならこれは復ふく讐しゆうの物語だ。俺の歩む道は、汚れた復讐へと繫つながっている。

　合理的に考えれば、この復讐劇にとって今の黒竜騎士団の存在はリスクでしかない。

　ゆえに、排除。

　次幕は、ない。

「だから――」

　スキル名の発声時、一瞬の間隙を縫って、俺は右手を突き出していた。

　その右手の向こう側で、今、麻ま痺ひ状態の五竜士たちが地面へ落下していくのが見える。

　俺はさながら、

　右手の先に映る五竜士たちを、

　手中で、

　握り潰すかのように、

「さっき生まれたばかりの、おまえらとの因縁も――」




　逆手にした掌てのひらを、握り込む。




「ここで終しまいだ、黒竜騎士団」







[image: ]







５．受け継がれたもの




　騎乗竜ごと、五竜士が勢いよく地面に叩たたきつけられていく。

　竜の潰れた鳴き声。血を噴き出しながら一時的に飛行を保ったため、竜の身体からだは血染めの状態になっていた。麻痺中に無理に動こうとすると、激しく出血するためだ。

「さすがは世界最強を称する騎士団の竜ってとこか」

　シビトとの会話中、竜たちはよだれを垂らして俺を睨にらんでいた。殺意を滲にじませて。

「ずっと、俺を殺したくてたまらなかったんだよな？」

　五竜士が場を去る時も竜たちは不満げだった。俺は、指示を出す。

「ピギ丸、アレの準備しておけ」

「ピギッ！」

　それから、呆ぼう然ぜんとするセラスに俺は話しかけようとした。その時、

「何、を……したぁ!?　トーォ、カ[image: ]!?」

　地面に転がったシビトが声を上げた。シビトは、身体を起こそうとしていた。

　まだ【スリープ】は射程圏外。ここで近づきすぎるのはリスクが大きい、か。

　距離を取って答える。

「言ったはずだ。俺の力は、格外らしいと」

　腕を突き出す。

「【ポイズン】」

　五ご竜りゆう士しだと万が一があるかもしれない。

　非致死での様子見はなしだ。致死設定で――確殺する。

「ぬっ!?　ぐ、あぁ……っ!?」

　シュヴァイツが苦しげに呻うめき、オーバンも続く。

「あ、あぐぁッ!?　まさか、コレ……？　麻痺の、状態異常なのか……ッ!?　状態異常系の……術式!?　馬鹿、な！　全員に連続でかかるなんて……ありえ、ないって！　ぐあぁ!?」

　包帯男の身体から、勢いよく鮮血が噴き出す。

「――ぐ、ぬッ!?」

　白い包帯に血の領土が広がっていく。早速、無理に動こうとしたか。

　今、五竜士は四人とも地に伏していた。どのくらいで死に至るかは不明。

　弱ったのを見計らって【スリープ】のコンボといくか。眠らせる方が確実だ。

「トー、ォガァ……ッ！」

　槍やりの底が、地面を打つ音。

「……やっぱ〝人類最強〟の名は、伊だ達てじゃねぇよな」

　シビトが、立ち上がった。

　他の三人にはもう動く気配はない。諦めているようだ。しかし、やはりシビトは別格。彼の全身は小刻みに震えていた。槍で身体を支え、崩れ落ちぬよう踏ん張っている。

　そして、立ち上がる過程でシビトは大量に出血していた。

「ご、ぶ……ッ」

　口から血けつ塊かいを吐き出すシビト。

　シビトの吐いた血の塊が地面に落ちて鈍く弾はじける。血は、目もとからも流れていた。

　魂喰いは動こうとするも無理だった。が、シビトは無理を通してきた。

　シビトが槍を振りかぶる。見るからに強引に、力任せに。

　ブシュゥッ！

　槍を持つシビトの右腕から、激しく出血。

　それでも、血を噴きながらシビトは投とう擲てきの準備に入る。

　――危なかった。

　さっき容易に近づいていたら、俺の心臓は今頃ひと突きだったかもしれない。

　イチかバチか近づいて【スリープ】をかけるか？

　ピギ丸の〝アレ〟は間に合わない。俺は、駆け出そうとした。

　と、踏み込みかけた俺の前方にザッ！　と人影が滑り込んできた。

「セラス……？」

「今の状態のシビトが投げた槍なら、私でも弾き落とせるかもしれません。でなくとも、私の身体が盾になるはずです」

「セラス、精神的なダメージの方は大丈――」

「今の私は、トーカ殿の護衛です」

　俺の問いを遮り、セラスが言った。

「……悪いな」

「ふっ……まだ早いですよ、トーカ殿。感謝の言葉は、生き残ってからに――」

　ブシュゥ！

「ぐ、ぅ……っ!?」

　さらに噴ふん血けつするシビト。結局、シビトの反撃は――

「ご、は……ぁ――っ!?」

　杞き憂ゆうに、終わった。投擲には至らず。

　膝をついた〝人類最強〟が完全に動きを止めた。

　シビトの眼下に広がる血の沼。沼がその面積を、ゆっくりと拡大していく。

「麻痺と毒のコンボを喰くらってあそこまで動けたやつは、過去にいなかった」

　俺は感嘆の息をつく。つまり、シビトはそれほど規格外の強さだった。

「普通のやり方じゃ、まず勝てなかっただろうな」

　やはり【パラライズ】を決める確実性を最大まで引き上げたのは、正解だった。

　――ミシッ、ミシッ――

　首とこめかみのあたりに〝根〟の張る感覚が、侵しん蝕しよくしてくる。

　ここで油断はできない。死を見届けるまでは万全の態勢で備える。毒を付与した相手の失命を待つのが【ポイズン】を用いた戦い。大出力の一撃で、終わるわけではない。

「ぐ、ぅ……ぐ、が――ぅ――、……」

　最初に力尽きたのは包帯男だった。先ほど無理に動こうとしたのが死へと加速させた。

「……なんだ？」

　突如、包帯男の身体が強く発光。直後――天を貫く太い一筋の光が上がる。

　射出された光は、一瞬で消えた。

「今の光は、一体……？」

　セラスが怪け訝げんを口にする。俺は推測を口にした。

「合図、かもな」

　たとえば、死を伝える合図。自分を殺した敵の位置を示す合図かもしれない。

　あの包帯の下……自動で発動する術印のようなものが描かれていたのではないか？

　遺跡で見つけた黒い卵を包んでいた布のような、絶命時に敵の位置を示す術印。

　今の光……本来の用途はシビトが駆けつけるためのものか？

　五竜士を上回るほどの敵をシビトが〝逃さぬ〟ための。

「で、今回のケースで駆けつけるのは――」

　遠くの空から、鳴き声が聞こえた。絶え間ない複数の鳴き声がこちらへ向かってくる。

　竜の鳴き声。感じからして、二十匹は超えるか。あるいはそれ以上。

　五竜士が別の場所に待機させていた部隊だろう。別の場所に置いていた理由は察しがつく。舞台の興を削そぎかねないために、シビトの意思で置いてきたと思われる。

　先ほどの光の柱が狼煙のろしとなったか。

「トーカ殿、いかがいたしますか？　森に隠れて逃げるのも手かとは思いますが……っ」

　――ミシッ、メリッ――

　この時点でこの場を離れるのは避けたい。たとえば、回復魔法のような術式があったとしたら……駆けつけた竜騎士たちによってシビトたちが救われるのは困る。

「少なくとも俺は残って、ここで五竜士の死を見届ける」

　シビトに近づくのはまだ危険だろう。

　窮きゆう鼠そほど恐ろしいものはない。廃棄遺跡での自分を思い出す。

　真に追い詰められた時こそ、人は信じられない力を発揮する。

　セラスが精せい式しき霊れい装そうを使える状態なら、とどめを頼んでもよかったかもしれないが……。

「セラス、あんたは逃げてくれてもいい。それと、さっきは何も説明せずに悪かっ――」

「私も、残ります」

　覚悟を決めた声音でセラスが言った。次いで、彼女は少し冗談っぽく言った。

「その代わり、報酬の青せい竜りゆう石せきはしっかりいただきますよ？」

　意外と肝が据わっているのかもしれない。

　それに、俺が思うより立ち直りも早いタイプなのかもな。

「わかった――報酬は、しっかり払わせてもらう」

　黒竜が、迫る。

　集団の先頭を飛ぶ黒竜が、上空で停止した。竜騎士が大声で呼びかける。

「シュヴァイツ様っ!?　い、いかがされたのですかっ!?」

　あの距離はまだ射程圏外……不用意には降りて来ない、か。

　呼びかけられたシュヴァイツは今、麻痺で大声を出せない。

「アズ、ラン……ッ！」

　代わりに上がったのは、シビトの声。呼びかけられた竜騎士が困惑をみせる。

「なっ!?　シ、シビト様……ッ!?　え!?　まさか!?　お、お怪け我がを!?」

　怪我を負っただけでも部下たちには信じられぬ出来事らしい。

　血を口から吐き出しながら空へ叫ぶシビト。

「[image: ]やづらをっ……がはっ!?　上空から殺ごろぜ！　不用意に、ぢかづく、な……ッ！　遠ぎょりがら、殺、ぜぇぇえ[image: ]――――ッ！」

　動くことはもうできないようだが、まだ叫ぶ余力は残っていたか。

「なんど、じでも！　二人を、殺ごろぜぇ……ッ！」

　麻ま痺ひに逆らう行動は死へと近づく。あれだと、ゲージがなくなる前の死もありうる。

　――ミシッ――

　ピギ丸が「ピッ！」と合図する。

　俺の両目の脇あたりまで〝根〟が張っているのが、わかる。

　この〝根〟の正体は、ピギ丸の一部。よし――

　繫がった。

　この能力の問題点は二つ。

　一つは、この状態になるまで時間がかかること。

　もう一つは、発動中は俺のＭＰを常時バカ食いしていくことだ。

　顔まで〝根〟が侵蝕してくる点も、その変化に気づいた敵の警戒を高めてしまう。

　ゆえにシビトとの会話中には使えなかった。

　目に見えてＭＰが目減りしていくのは確認済み。そのため、会話前の発動はそもそも不可能だった。シビトとの会話中にＭＰが切れて気絶するかもしれないのだから。

　つまり魔物強化剤によって得られた〝この力〟は、超短期決戦用。

「トーカ殿、そ、その姿は……？」

「安心しろ。これは俺がピギ丸の力を借りてるだけだ。心配はいらない」

　後続の黒竜が上空に集結しつつある。

「フン……連中、浮足立ってやがる」

　続々と追いついてくる竜騎士に先着組が何やら必死に説明している。

　最強を冠する五竜士が地に伏しているのも混乱に拍車をかけているようだ。

　ま、そりゃそうか。シビト・ガートランドが血の池の上で膝をついているなど、連中には想定外すぎる光景なのだろう。

「何を、じ、じでいる……っ？　は、やぐ……ごろ、ぜ……ッ」

　シビトは大声を出せないほど弱っている。あいつは麻痺状態にもかかわらず無茶をしすぎた。消耗しすぎている。もはや上空の竜騎士たちに、シビトの声は届かない。

　見る限り、もう動ける様子ではない。というわけで、

「墜とすぞ、ピギ丸」

「ピギッ！」

「セラス」

「は、はいっ」

「もし上から投擲物がきたら斬り落としてもらいたい。余裕があれば、まだ生きてる五ご竜りゆう士しへの警戒も頼めるか？」

　空を見上げ、剣を構えるセラス。

「はい！　お任せください！」

　俺の首の後ろから、何本もの突起が、続々と顔を出していく。

　他の人間から見たら、まるで俺から翼でも生えていくみたいに映るのだろうか。

　空に集結した黒竜騎士団の増援を、見上げる。

「それじゃあ――」

　魔素供給、

「完全決着と、いこうか」




　攻性形態アサルト、最終加速アクセル。




　茜あかね色の空に滞空する黒竜の群れ。

　夕日が、いわし雲を染め上げている。

　鮮やかなオレンジの光は、深い森にも侵蝕していた。

　煌きらめく橙だいだいの光が木々の隙間を貫いている……。

　空の竜騎士は戦闘態勢に入っていた。

　槍やりを構える者、大弓を引く者、杖つえを掲げる者。

　が、攻撃はこない。地上の五竜士を人質と捉えているのか。

　あの〝人類最強〟を倒した相手とやり合うのは分が悪いと感じているのか。

　絶対的な統率者のいる群れの弱点は、ボスを失うと動きがニブる点だ。こういった集団は往々にして大将首を取られると弱い。最初にこの話を知ったのは不良漫画、だったか。

「ステータス、オープン」

　ＭＰのステータスを呼び出し、一いち瞥べつする。物もの凄すごい速度で数値が減っていく。

　この状態での長丁場は不可能。

「さっさとケリをつけるぞ、ピギ丸」

「ピギッ！」

　魔素を注入され、燐りん光こうを放つ突起物。

「ピッ、ギィィィイイィィイイイイ――――ッ！」

　バシュゥッ！

　突起物たちが、一斉に、夕焼け空へと伸びていく。ぐんぐんと上昇していく。

「な、なんだぁ……ッ!?」

　何本もの針が伸びながら、空へ解き放たれていくような光景だった。突起物たちは飛とび矢やさながらの速度で竜騎士獲物の群れへと迫る。

「くっ!?　狼狽うろたえるな！　き、斬り落とせぇえええ！」

　しかし、虚むなしく空を切る竜騎士の剣音。

「なっ!?　停止した、だと……ッ!?」

　そう……突起は竜騎士まで到達せず、群れの手前で停止していた。

　戸惑いをみせる竜騎士たち。勢いそのままに襲いかかってくると思っていたのだろう。

　問題はその停止位置にあった。おおよそ、空の竜騎士たちの10数メートルほど先。

　つまり――20ヽメートル圏内。

　上空へ手を伸ばす。そう、ここからなら――

「【パラライズ】」

　やつらに届く。

「なっ!?」「竜の、動きが……ッ!?」「い、や……我らの、動き……もッ!?」

　結合状態のピギ丸は半分〝俺自身〟でもある。ゆえに、接続状態の今の俺は――

　突起の先端からが射程距離と化す。

「くっ！　あの奇妙な触手の能力か!?　ちっ！　この……化物め！」

　微妙に射程の外にいた竜騎士が、剣を投げた。突起の一本が真っ二つにされる。

「チッ」

　舌打ち。初めての実戦投入でまだ操作に慣れていない。

　何匹か討ち漏らした。距離感を、摑つかみ切れなかったか。

「ピギ丸、大丈夫か……ッ!?」

「ピュ♪」

　肯定の緑。

　……ん？　見たところ、元気そのものだ。痛みを我慢している様子もない。

　このあたりの情報は大賢者のメモになかった。

　素早く思考を走らせる。この状態のピギ丸……。

　ダメージになるのはいわゆる核かくに近い部……か？　核心臓から離れた突起部分ならダメージもない。もしくは、小さい。

　それに、だ。俺と結合しているなら、斬られた時点で俺にもダメージがあっておかしくはない。なら、

「もう少しばかり、強気でいっていいのかもな」

「ピィ！」

「けどまあ、痛かったら言えよ？」

「ピギィッ！」

　落下してくる麻痺状態の黒竜を尻目に、さらに、まだ健在な黒竜たちへ突起を飛ばす。

「く、来るなぁああ――ッ！」

　ああそうか。この距離なら、

「【スリープ】」

　残りの黒竜たちの動きが停止――眠性付与、成功。残っていた黒竜も騎乗者ごと墜落してくる。さながら――黒い雨。次々と地面に叩たたきつけられていく黒竜。

「グェエッ!?」「ゴッ!?　ゲ、ギャァッ!?」

　青と橙のグラデーションと化した夕焼けの空と、闇色の森へ墜おちていく黒竜騎士団。

　まるで光の世界から、闇の世界へとのみ込まれていくようだった。

「さて……」

　毒を付与せずとも首を折って死んだ竜もいるようだ。墜落だけでも大ダメージ。

　だが、とどめはさす。念入りに。

　地面に打ちつけられてもまだ生きている黒竜たちに、毒を付与する。

　さらに別方向へ突起を伸ばす。

「ぐ、あ、ぁ……ッ」

　オーバン。

「ば、馬鹿……な、ぁ……ッ」

　シュヴァイツ。

「トー、[image: ]、ガ―――[image: ]……ッ！」

　シビト。

　残った五竜士へ向けて。麻痺ゲージが切れる前に――次のゲージを、追加。

「【スリープ】」

　あとは命が尽きるまで、麻痺と眠りを交互に繰り返せばいい。

　大抵の相手はこの半無限コンボで処理できる。状態異常スキルが、効きさえすれば。
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ２→ＬＶ３】
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　さて――これで【スリープ】も、レベル３に追いついたか。……ん？
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【新たなスキルが解放されました】

【フリーズ凍結性付与】

【ダーク闇性付与】

【バーサク暴性付与】
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　新しい状態異常スキルが、解放されたのか。

　が、細かい確認は後回しだ。まず今は黒竜騎士団を確実に始末する。

　既存スキルの半無限コンボでいけるはずだ。

「――いや、待てよ？　試す価値は、あるか」

　始末する上でも有効かもしれない。実験相手にいつ巡り合えるかわからないしな。

「セラス」

「――は、はいっ？」

「もしオーバンが襲ってきたら、対処を頼む」

「あ――わ、わかりました」

　詳細や理由は聞かずのみ込んでくれた。セラスに内心礼を言う。

　突起を操作し、再度まだ息のあるオーバンのところへ伸ばす。

　最初の麻ま痺ひゲージはまだかろうじて残っていた。

「【バーサク】」

　オーバンの身体からだが激しく痙けい攣れんし始める。

「ぐ、ガ、ぁァ、ぁ……ッ！」

　短い叫びを上げるオーバン。怒りを秘めた濁った声。麻痺状態中に無理に動くと大ダメージを受ける。これが目もく論ろ見み通りいくかは、わからないが……。

　オーバンが、血を噴き上げた。

　目論見通りいった。

　新スキル【バーサク】は、おそらく暴力衝動を植えつけるスキル。

　暴力衝動と麻痺状態のコンボ。

　暴力衝動を抑えきれず動こうとする。結果、麻痺の性質で大ダメージを受ける。

　このコンボなら麻痺中の敵を早めに殺せる。

　今度はシュヴァイツのところへ突起を近づける。

　突起で近づくのはリスクが少ない。擬態からの不意打ちを避けられる。

　シュヴァイツの麻痺ゲージは切れていた。麻痺をかけ直し、眠りの方を解除する。

　今シュヴァイツは麻痺状態のみ。多分、このスキルの試用は起きていてもらう必要がある。

「【ダーク】」

　目を開くシュヴァイツ。

「……ぅ、ぐっ……っ!?　なっ……夜……？　違、う!?　視、界……め、目……が――」

　こっちは、視界を闇で閉ざすスキルか。姿を見られたくない時は使えそうだ。

　射程距離次第では近距離用の【スリープ】と分けて使えるだろう。

「ぐ、ゴ、が、ァ、ぁ……ッ！」「ぬ、ぐぐ……っ、――ッ!?」

　毒に呻うめき苦しむ二人の五ご竜りゆう士し。

　オーバンは、金のためにセラスを殺そうとした。シュヴァイツはセラスを部下の慰み者にしようとした。実験台にしてもまるで心が痛まない。俺と同じで、ロクでもない。

　さて、残りの【フリーズ】もなんとなく想像はつくが――

「――っと？」

　ステータス表示を確認する。と、ＭＰが急速に数値を減らしていた。

　このままＭＰがゼロになられたら困る。

　セラスの様子をうかがうと、地に散らばる騎士団を硬い表情で眺めていた。

　あの様子だと……やはりステータス表示は俺にしか見えていない、か。

「解除だ、ピギ丸」

「ピッ」

　両目の脇から〝根〟が引いていく感覚。……残りのスキル確認は後に回そう。

　麻痺や眠り、毒に干渉するタイプだと困る。凍結は微妙に干渉しそうなんだよな……。

　身体の自由を奪うあたりが似ている、というか。

　幸い行動不能系は麻痺と眠りが効いている。今は確実性を取りたい。

　視界の先で、断末魔の呻きが上がり始めた。

　五竜士の黒竜が絶命。やがてシビトの白竜も、力尽きる。

「ギェ、エッ――、……」
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１７８９→ＬＶ１７９６】



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　さすがは〝人類最強〟の騎乗竜。けっこうな経験値を持っていたようだ。

　人間から経験値が入る仕様なら、莫ばく大だいな量を稼げたんだろうけどな……。

　ただ、レベルアップでＭＰは全快した。もうこの局面でＭＰには困るまい。

　他の竜や騎士たちも順々に力尽きていく。眠りながら死んでいくのが大半だった。

「文字通り永遠とわの眠りってやつか」

「凄すさまじい力、ですね……シビトを騙だまし討ったあなたの策にも驚かされましたが、今ほどのピギ丸殿との合わせ技も」

　話しかけてきたセラスを見る。話す調子は冷静だが、声はまだ動揺を含んでいた。

　あれでまだ実は放心気味なのかもしれない。俺は、周囲を確認した。

　少し、セラスと話しておきたいことがあった。戦闘中に話せなかったアレコレなども。

　ここを早く去りたいのは山々だが、俺はまだこの場を動けない。

　この場にいるすべての敵が息絶えるのを見届けねばならない。

「さっきのアレは発動まで時間がかかるし、精神力もバカ食いする。制約も多い」

　俺のステータスはＭＰだけ他より高い。さっきの力はＭＰが豊富じゃないと厳しい。

　Ｅ級勇者とはいえ、かろうじて魔術師タイプ（？）のステータスだったのは助かった。

「その……ピギ丸殿とのあの力も、異界の勇者の力なのですか？」

　躊躇ためらいがちにセラスが聞く。俺の事情に深く踏み込まないこと。アレの条件をまだ気にしているのだろう。どこまでも律儀な性格をしたハイエルフだ。

「異界の勇者の力、か」

　魔物強化剤。製法は『禁術大全』に記されていた。書き記したのはかつての異界の勇者。

　通称、暗黒の勇者。またの名を大賢者アングリン。

　着込んでいるローブの生地に触れる。

「そうかもな。そうとも、言えるのかもしれない」

　セラスが倒れている五竜士を見る。

「タダ者でないとは思っていましたが、異界の勇者だったとは驚きました。あの不思議な力も近頃噂うわさになっている呪術の類かと……。それで、その……アライオンの女神に、私のことを――」

「心配するな。俺は、アライオンを追放された身だ」

「そ、そうなのですか？」

「正確に言うと、使いモノにならないからと女神に廃棄されたんだよ。ま、女神は俺が死んだと思ってるだろうな」

　安心させるように口端を吊つり上げる。

「だからまあ心配するな。あんたをクソ女神に突き出したりはしねぇよ」

「ク、クソ女神……？」

「クク、他にどんな表現ができんだよ？」

　苦い笑みになるセラス。

「それほどの力を持ちながら追放されたとは、よ、よほどウマが合わなかったのですね……ですがあの不思議な力の正体、これで納得がいきました」

「俺が異界の勇者ってのは伏せたい情報だったんでな。それに、あんたが知ってもさして意味のない情報だと思ったし……どうせ俺たちはいずれ別れる予定だろ？　知らないで済んだ方がいいこともある。それより、礼が途中だったな」

　セラスがかぶりを振る。

「礼など……五竜士が現れて以降、私は何もしていません。結局、トーカ殿一人で倒してしまったようなものです」

「護衛としての役目は十分に果たしたさ」

　五竜士の動きはセラスが警戒していた。おかげで心置きなく上空の敵に集中できた。

　セラスは――寂しげな微笑を、浮かべていた。

　一時的に思考が別のところへトんでいる顔だった。小さなセラスの肩を、軽く叩たたく。

「大丈夫か？」

「あ、申し訳ありません。色々な事実が頭の中へ一気に入ってきて……まだ、混乱しているかもしれません」

「あんたもアレコレ抱えてるものがあるみたいだしな。でもま、さっきは目の前のことに頭を切り換えてくれて助かった」

「死なせては、いけないと思ったのです」

「ん？」

「ここで私が放心している間にトーカ殿を死なせてしまったら、今度こそ私はもう立ち直れない……そう感じたのです。いえ……もしくは自己防衛の結果なのかもしれません。心の自壊を防ぐためには、ここでトーカ殿を守るべく行動するしかない。そんな風に思ったのでしょう。自分の気の持ちようのせいで、この命を助けてくれた恩人を守れなかったなど――私自身が、許せませんから」

　こういうところかもな、と思った。

　叔母さんとセラスが似ているところ。落ち込むことがあっても――

「なんつーか、けっこう芯の部分が強いんだよな……」

「……時おりトーカ殿は、そういう優しい顔をしますね」

「優しい人間のことを考えてるから、かもな」

「例の叔母さま、ですか？」

　セラスに笑いかける。

「優しいといえば、あんたも似たようなもんだが」

「叔母さまの時とは表情の優しさが違います」

「……似てるといっても、叔母さんとあんたは違う人間だしな」

　人間というか、ハイエルフだし。

「同一の存在として扱うつもりはねぇよ」

　俺の言葉に、セラスは目もとを和らげた。

「ぅ、ぐ――、……」

　オーバンが、力尽きたか。続いてシュヴァイツも力尽きる。

　他の黒竜や竜騎士も、ほぼ息絶えたようだ。

　……静かだ。

　毒スキルによる毒殺。このスキルには〝死の待ち時間〟がある。

　どのくらい正気を保てる人間がいるだろう？

　心変わりしない人間がどれほどいるだろう？

　怖くなって途中で解除するやつもいるかもしれない。

　急に憐あわれみの情が湧くやつだっているかもしれない。

　まともじゃ、無理なのだ。

　他者の生死の決定権を握りつつ、何人もの人間の死をその場でジッと待つ行為。

　イカれた暴性で憐れみを振り払い、眼前に広がる闇から決して目を逸そらさず、最後は心を凍りつかせる――きっと、これらが必要となる。

　俺は周囲へ次々と【パラライズ】を放った。一応、生死を確認するためだ。

　生者ならゲージが出現する。死んでいれば――ゲージは出ない。

　これも廃棄遺跡で確認した機能。ゲージが出たのは、ただ一人のみだった。

「ト、ォ、カ……」

　俺の口から漏れ出たのは、感嘆の息。そいつにはまだ睡眠ゲージが残っていた。
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「【スリープ】状態でもギリギリ意識を保ってるのかよ……つくづく規格外すぎるだろ、シビト・ガートランド」

　ただ、身体からだの方はもう動かせないようだ。先ほどから動く気配はない。

　途切れ途切れの殺意だけが伝わってくる。眠気の方は普通に耐えているのだろう。

　シビトを凝視し、観察する。覚醒と非覚醒を繰り返している状態みたいだ。

　追加した麻ま痺ひゲージ。毒状態。

　今はもう弱り切っている。ほぼ無力化したと言っていいだろう。

　セラスが俺とシビトの間に素早く立つ。

　――カリッ――

　うつ伏せになったシビトが、地面を爪で搔かいた。

　こちらを見ろという合図だろうか？　閉じかけた目で、俺を見上げてくる。

　シビトの生命が、尽きかけているのがわかる。

「き……さ、ま――、……何……も、の――だ……？」

　俺たちは先ほど、すでに名乗り合った。

　だからシビトが聞きたいのは、また別のこと。それが、わかった。

「俺が異界の勇者として召喚されたのは事実だが、今は世界を救う勇者なんて上等なもんじゃない。今の俺は――」

　地に伏すシビトを、セラスの背後から見おろす。




「ただの復ふく讐しゆう者しやだ」




　そうして、俺は〝人類最強〟の最期を、暗くなっていく空と木々の黒影がまじわり始めた闇色の森にて、静かに見届けた。







　◇【十河綾香】◇




　アライオンの王都エノー。

　エノーの北には山岳地帯がある。馬車で半日ほどの距離だ。

　その山岳地帯にも遺跡が存在する。

　古竜遺跡。遥はるか昔、青せい眼がん竜りゆうという伝説のドラゴンが棲せい息そくしていた遺跡である。

　しかし現在、青眼竜の存在は確認されていないそうだ。

　２‐Ｃの勇者たちは、古竜遺跡を訪れていた。

「はぁっ！」

　十そ河ごう綾あや香かの槍やりが、魔物の心臓部を貫いた。

　吐血した魔物が痙けい攣れんを始め、やがて動かなくなった。短く息を整え、背後を振り向く。

「みんな、大丈夫？」

　七名の生徒。女神の試練をクリアできなかった者たち。

　綾香に預けられた〝脱落者〟たちである。女子五名、男子二名。

「う、うん……」「すごいね、十河さん」

　彼らも手に武器を持っている。けれど武器が血を吸った形跡はほぼない。

　鎧よろいも真新しいまま。あからさまな使用の痕跡が見られるのは、盾のみだ。

「みんなはまず自分の身を守ることを考えて。魔物を殺すのは、まだ考えなくていいから」

　一人、身体を縮めて泣いている女子がいる。

「ごめんね、綾香ちゃん……わたし足が震えて……動くことも、できなくて……」

　綾香は微笑ほほえみ、震える女子の頰を撫なでた。

「大丈夫、南みなみ野のさん。私こそ、いきなりこんなところへ連れてきてしまってごめんなさい」

　頰を撫でられた南野萌も絵えが「ううん」とかぶりを振る。

「お礼を言うのは、わたしたちの方だよ……わたしたち、廃棄されそうだったんだよね？　ぐすっ……でも、綾香ちゃんがお願いしてやめさせてくれたんだよね？　女神さまが、そう教えてくれたの」

　女神はあえて彼らに経緯を伝えたらしい。つい、裏の思惑を警戒してしまう。

（本来なら味方のはずの女神さまの側まで疑わないといけないのは、きついわね……）

「わたしたち、がんばるから……ぐすっ……綾香ちゃんの足、引っ張っちゃうかもしれないけど……」

「大丈夫。みんなは私が守る。魔物が出たら、私に任せて」

（もうクラスメイトを、死なせたくない）

　２‐Ｃではすでに一名、死亡者が出ている。

　三み森もり灯とう河か。彼を、救えなかった。

（Ｓ級勇者がすごい力を持つなら、私のがんばり次第で大たい魔ま帝ていを倒せるかもしれない）

　槍を強く、握り込む。

（大魔帝を倒せば元の世界に戻れる……そして――）

　死なせない。大魔帝を、倒すまでは。少なくともこの七人は全力で守り抜いてみせる。

（それから、鹿か島しまさんも……）

　大魔帝を倒す。

（そのためにはレベルアップが必要……金きん眼がんの魔物を、殺さないと）

「周防すおうさん」

　綾香は、眼鏡をかけたボブカットの女子に声をかけた。

「私がすぐ動けない時は魔物の足止めをお願いできる？　時間稼ぎでいいから、みんなの安全を確保してほしいの」

「…………はい」

　抑揚のない返事をしたのは周防カヤ子こ。

　七名の武器に〝ほぼ〟使用感はない。しかし、カヤ子の剣には血の形跡があった。

　少し前に綾香はだめもとでみんなに尋ねた。

　トドメをさしてレベルアップしたい人はいるか、と。

　地面にはその時、槍で弱らせた魔物が転がっていた。

　一人だけ、手を上げた者がいた。それが周防カヤ子だった。

　前の世界ではどこか陰のある印象の子だった。人と喋しやべっているところをあまり見たことがない。鹿島小こ鳩ばととは別の意味で目立たない子だったが、意外と度胸は据わっているようだ。しかしそうなると、脱落組にいるのが不思議ではあるのだが……。

　他の生徒たちが申し訳なさそうにする。

「役に立てなくてごめんね、十河さん」「男なのに、ショボくてごめん」「でも、ほんと怖くて……」「……生物を殺すのって、生理的にムリで」

「謝らないで？　考え方や感性は個人個人で違うと思う。できることとできないことがあるのは、当たり前だから」

　綾香は微笑みを返す。全員が自分と同じことができると思ってはいけない。

　人には適材適所がある。自分にできることを、すればいい。

「この世界には戦っている人をパワーアップさせる魔法？　みたいなものもあるって話を聞いたの。みんなも、いずれそういうスキルが使えるようになるかもしれない。魔導具っていう便利な道具もあるみたいだし……だから、無理をして魔物に立ち向かわなくてもいいから。まずはしっかり自分自身を守ってほしい。それで、もし余裕があれば私が戦うのを補助してくれたら嬉うれしい。ええっと、だから……あんまり申し訳なく思わないで。ね？」

　こぶしを握ってみせる。

「大魔帝を倒して、みんなで元の世界に帰りましょう」

　希望を抱く表情になるカヤ子以外の六名。

「十河さん……っ」「わたし、綾香ちゃんのグループでよかった……」「ぼ、ぼくたちもできる範囲でがんばるよっ」「これからもよろしくね、十河さん！」

　皆、心根の優しい子たちだ。だからこそ、自分が守らなくてはならない。

「さて……」

　今回、女神は勇者たちにある一つの条件を出していた。

　肉にく竜りゆうという魔物を倒し、その眼球を持ち帰ること。

「例の魔物を、探さないと」

　先を進むと、綾香たちは広いエリアに出た。女神に渡された地図を確認する。

　カヤ子がランタンで照らしてくれた。

「ありがとう、周防さん」

　地図によれば、肉竜の棲息エリアは近い。

「おやおや？　誰かと思えば、綾香じゃないか」

　別の通路からゾロゾロと人が出てきた。綾香の名を呼んだのは、先頭の男子。

「……安やす君」

　彼は、変わった。

（いえ……もしかすると、彼はあの時の――）

　過去を思い出していた綾香に安が近づいてくる。

「お互い、大変だよなぁ？」

「え？」

「トボけなくてもよい。綾香だって、都合よく上級勇者の力を頼ってきた足手まといどもを引き連れてるじゃないか」

　肩を気安く叩たたかれた。

「うむ、だるいものだよな？　力ある者の、役回りというのは」

　自分が引き連れてきた生徒たちを安が指差す。彼らは曖昧な微笑を浮かべていた。

「私は仲間を、足手まといだなんて思っていません」

　安が肩を竦すくめる。

「綾香らしい期待通りの回答だ。まさに正しい答えって感じ。正論ってやつだよなぁ？　すっごいよ。輝いて見えるよ。あのアホどもとは違うよ。どうかね綾香？　今から僕と、二人だけで組まないかね？」

「いきなり変なことを言わないで。それにあなたとも、私は上う手まくやれると思えない」

「ぐっ……綾香は結局、都合よく利用される側の人間だな。有能なのに、惜しい惜しい。クケケ」

　彼のグループと協力できるかは未知数だったが、無理そうだ。

　自分の仲間を大仰な仕草で示す安。

「こいつらＢ級以下の勇者の呼び名、女神から聞いたかね？」

「呼び名？」

「あいつらＢ級以下を〝薄はく色しよくの勇者〟って分類でひとまとめにしてるんだってさ！　これがどういう意味かわかるか、綾香？」

　安が両手を広げる。

「その他大勢モブってことだよ！　色のうっすいね！　モブモブモブぅ！」

「いいえ、その他大勢なんかじゃない。一人一人が、顔も名前もあるクラスメイト――」

　その時、奥の通路から魔物が数匹飛び出してきた。

「グがァぁアあアあ――ッ！」

　すべて、金眼の魔物。

「みんな、下がって！」

　綾香は仲間たちを背にし、槍を構える。安のグループが悲鳴を上げた。

「や、安さん！」「お願いします！」「Ａ級の力で、助けてください！」

　戦意をみなぎらせた安が、目を剝むく。口もとには狂的な笑み。

　安は、魔物の方へ手を突き出した。

「我が命により、敵を焼き尽くせ――【剣眼ノ黒炎レーヴアテイン】ッ！」

　安の手から黒い炎が勢いよく放出された。まるで、鎖から解き放たれた獣のように。

　見ると彼の瞳には光る剣の紋様が浮かんでいた。

　襲いかかる黒炎が、魔物たちをのみ込む。

　魔物は悲鳴を上げながら、あっという間に力尽きた。

（あれが安君の固有スキル……？）

　次々と称賛の声を上げる安のグループ。

「す、すげぇ……さすがは安さんですよ！」「やっぱり安さんはすごい！　すごい！」「あの炎、勇者の中でもきっと最強クラスですね！」「一生、ついていきます！」

　皆、目に感情がない。媚こびを売っているだけなのだろうか。

　安は自嘲っぽく微笑んで、てのひらを見つめた。

「やれやれ……この力を見せつけるつもりなど、なかったのだがな……」







　安のグループと別れた綾あや香かたちは、先へ足を進めていた。

（安君は、ランクの低い勇者を足手まといだと断じた……）

　変わっていく、何もかもが。

　先へ進むと、魔物の死体で溢あふれたエリアに到達した。

　本来の道からは逸それているが、この方角から魔物の悲鳴が大量に上がっていた。

　なので気にかかった。桐きり原はらたちのグループだろうか？

　物陰から様子をうかがうと、二人の女子の姿が見えた。

　高たか雄お姉妹。膝をつく妹の背を聖ひじりがさすっている。妹の前には吐と瀉しや物ぶつが確認できた。

「大丈夫？」

「悪い、姉貴……ここまで大量の死体に囲まれてると、さすがに気分が……」

「いいのよ。あなたも日本社会によって形成された人間だもの。だから、それほどおかしな反応ではないわよ」

「あ、姉貴は平気なのかよ？」

「想像力の一部をシャットダウンすれば問題ないわ。精神的な問題のほぼすべては、想像力が生み出す幻想だもの」

「難しくてさっぱり意味わかんねぇけど、やっぱ姉貴はすげぇよ……」

「といっても、死体のニオイまではシャットダウンできないけれど。だけどこの死臭も、生きた微生物の放つニオイと思えばさほど問題なくも思えるわ。それは〝死〟臭ではないもの」

「……悪い、やっぱ意味わかんねー」

「いいのよ」

　姉妹の周囲に散乱する魔物の死体は、焼け焦げているのが三分の一ほど。残りは胴体が真っ二つに分かれている。断面が綺き麗れいすぎるように思えた。

　いずれも姉妹の固有スキルによるものだろうか？　だとすれば、

（Ｓ級でまだ固有スキルを覚えていないのは、私だけ……）

　レベルは上がっている。しかし、まだ綾香の固有スキルは解放されていなかった。

　聖が手もとの小袋を摘つまみ上げる。

「肉竜の眼球も手に入れたし、この遺跡での条件は達成ね」

　肉竜の眼球は五名に対し一つでいいと言われていた。

　なので計八名の綾香たちが必要なのは二つ。

　聖が、顔を向けずに言った。

「それと――出てきても取って食ったりはしないわよ、十そ河ごうさん？」

　やはり気づかれていた。綾香は物陰から身を出した。

「ごめんなさい……ここから魔物の悲鳴がたくさん聞こえてきたから、気になって」

　綾香の背後へ聖が視線を滑らせる。

「そういえば、お仲間が増えたんだったわね」

　姉妹が歩いてくる。綾香の横を通り過ぎかけた時、聖が立ち止まった。

「大丈夫？」

「わ、私？」

「そうよ？」

　綾香は苦笑する。あの高雄聖に心配されたのが、ちょっと意外だった。

「な、なんとか私なりにがんばってるつもりだけど……」

「大丈夫ではないようね？」

「え？」

「答える時、視線を逸らしたもの」

「あ――」

「あなたはもう少し、自分を労いたわることを覚えた方がよさそうね」

　言って歩き去る聖。顔色の悪い樹いつきが、綾香の肩に手を置いた。

「ま……あんま無理すんなよ、委員長？」

「……あ、ありがとう」

「姉貴はあれで、アンタのことけっこう気に入ってるみたいだしな」

「え？」

「行くわよ、樹」

　聖が呼ぶと、樹は小走りで姉を追った。

「聖さん、今の――」

「別に、否定はしないけれど」

　高雄姉妹はそのまま、颯さつ爽そうと闇の中へ消えて行った。

　やや遅れて、綾香たちは来た道を引き返す。高雄姉妹の姿はもう見当たらない。

「肉竜が確実にいる棲せい息そくエリアは、この先ね……」

　確認を終えて地図をしまう。

　高雄姉妹が殺した肉竜の死体のおかげで実物を目にできた。想像よりは大きかったが、

（槍やりなら、リーチを活いかした立ち回りでいけるはず……）

　あとは天井の高さ次第。

　数分歩き、奥の棲息エリアに到達した。ただ、さほど期待はできない。

　特に、自力での入手は。綾香としては一応〝確認〟にきただけだ。なぜなら――

「何、これ……」

　背後の萌も絵えが震えた声を出す。ここにも、溢れ返っていた。

　夥おびただしい魔物の死体。高雄姉妹が殺した数より多い。

　虐殺。最初に連想した言葉は、それだった。

「トカゲもどきの肉って食えんのかよアァ!?　そろそろハラ減ってきたわ！」

　小お山やま田だ翔しよう吾ごが奥の洞穴から姿を現した。血を浴びているが、自分の血ではなさそうだ。

「翔吾、ヤバすぎー♪」「血に飢えたケモノって感じだよねー」「つーかショーゴ、タイマテーより凶悪なんじゃね？」

　奥にいたのはやはり桐原グループ。

「うるっせぇよ！　Ａ級勇者サマになんつー口きいてんだてめぇらわぁ！　バレットすんぞオラァ!?」

「翔吾、怖ぇー♪　あれじゃむしろ魔王の側じゃん？」

「大たい魔ま帝ていをぶっ殺したらおれが次の大魔帝でも名乗っかな!?　お、この案けっこうネツくね!?」

　大剣の血を払い、魔物の死体を蹴とばす小山田。

「てかレベルの上がりがニブくなってんだよなぁ！　ガチで敵なし過ぎて萎えるわ！　なあ、綾香ぁ!?」

　急に話を振ってきた。

「他の薄色ザコ勇者に合わせて、おれたち上級勇者までこんなザコ魔物しかいねぇ遺跡に連れてこられても困るよなぁ!?　あ、でも今の十河センパイはなぜかヨワヨワ勇者サンたちを引き連れてるんッスよね!?　不良在庫押しつけられてお疲れサーッス！　正直、見ててウケまーす！」

「――――ッ」

　綾香は反論しかけて、やめた。

　小山田は挑発している。いちいち目くじらを立てても不毛だ。

「みんな、行きましょう」

　小山田を無視し、歩き出す。

　一応、警戒はしておく。いつちょっかいをかけてくるかわからない。

　あの大剣がいきなり襲ってくることだって、ありえないとは言い切れない。

（いつでも、対応できるようにしないと――）

「ピぎェぇエえエえ――ッ！　ぐェ！　ぐェぇッ！」

　魔物の鳴き声に、綾香は身構えた。と、耳に何か擦れるような音が届いてくる。

（……何かを、引きずる音？）

　まじっているのは、ゆったりした足音。

　音は、小山田が出てきたのとは違う洞穴から聞こえてくる……。

「あ――」

　姿を現したのは、刀を手にした桐原拓たく斗と。

　血を浴びた刃。彼は、魔物を引きずっていた。

「うっ!?」

　萌絵が口もとを両手でおさえる。桐原グループの面々もやや身を引いた。

　小山田だけが笑っている。

　魔物の四肢が、切断されている。

　引きずられながら喚わめき立てる金きん眼がんの魔物。

「ほら、鳴けよ」

　淡々と歩いてくる桐原が、平静そのものな表情で魔物に声をかける。

「喚け」

　桐原が魔物の傷口へ軽く刃を突き入れた。絶叫する魔物。

「呼べよ」

　叫び声がエリアに響き渡る。

「仲間経験値を」

　金切り声を上げて必死にもがく魔物。

　見るに堪えない光景だった。魔物、とはいえ。

「た、拓斗？」

　桐原グループの女子が引き気味に声をかけた。

「ちょっと、や、やりすぎじゃね？」

「……だよな」

「そうだよ！　さすがに、ヒくっつーか――」

「けど、誰が困る？」

「は？　だ、誰って……」

「オレが金眼の魔物をこう扱って誰が困る？　頼むから、教えろよ」

「いや、なんつーか……いないとは、思うけど……」

　困り顔で小山田を見る女子。助けを求める表情。

　魔物はその間も喚き続けている。狂暴な声で、ギャアギャアと。

「おーい、拓斗ぉ」

「んだよ、翔吾」

「おまえさぁ……頭よすぎ！」

「褒めても何も出ねーぞ」

「けどよー？　ぶっちゃけどうなん？」

「何が？」

「他の魔物が出てくる気配とか、マジでなくね？」

　周囲は静まり返っている。呼び水にされた魔物の声だけが、反響していた。

　舌打ちする桐きり原はら。

「ちっ……無駄骨か」

　桐原が魔物の喉もとに刃をあてた。

「ギ、ぎェ……っ!?」

「役立たずが」

　桐原が刃を引いて魔物の喉を搔かっ捌さばく。魔物は血を噴出させ、息絶えた。

「強く、なりすぎたか」

　無感動に刃の血を拭き取り始める桐原。

「いい加減、雑魚の相手も飽きてきたな」







　無事に肉にく竜りゆうの眼球を入手し、綾あや香かたちは遺跡の外へ戻った。

　各遺跡は国に管理されている。この古竜遺跡も周りを壁に囲まれていた。

　地上へ出てくる魔物を防ぐための壁。ここには、兵士が詰めている管理用の建物もある。

　綾香たちは遺跡前の広場へ足を運ぶ。今回の勇者たちの集合場所である。

　広場には戦いくさ場ば浅あさ葱ぎのグループの姿もあった。小こ鳩ばとの姿もある。

　綾香たちのグループが、最後だった。

（どうにか、一人の負傷者も出さずに戻ってこられた……）

　青空の下、２‐Ｃの面々が揃そろう。

　担任の柘ざく榴ろ木ぎ保たもつ、治療中の佐さ倉くら麻あさ美み、死亡した三み森もり灯とう河かの三名を除いて、だが。

　柵に腰をおろしていた小山田が顔を上げる。

「ん？　なんだ、あいつ？」

　生徒たちの視線が一点に集まった。一人の女がこちらへ歩いてくる。

「猫、耳……？」

　いや、違う――人間の耳が確認できる。頭部のアレは猫の耳に見える装飾品だ。

　細身の女。歩き方が綺き麗れいだった。

　薄いスミレ色の髪。灰色の瞳は猫目を思わせる。服装は扇情的な印象。

　あれも魔素の流れを考慮した衣装なのだろうか？

　少なくとも露出嫌いな綾香には無理な代物だ。

　腰には二本の短剣をさしている。

　そして――最も興味を引いたそれは、女の腰の後ろでウネウネ動いていた。

　猫を連想させた最大の理由。尻尾さながらに動く奇抜な形状の刃……。

（連接剣っていう似た形の剣を、以前どこかで見た記憶があるけど……）

「なんだぁ、てめぇ？」

　小山田が女の前に立つ。桐原はぼんやり成り行きを見ていた。

　安やすはあぐらをかき、泰然と様子をうかがっている。

　高たか雄お姉妹は遠巻きに眺めていた。浅葱が隣に立つ小鳩に、

「何、あのエロコスちゃん？　てか、今日は女神ちゃん来るんじゃなかったっけ？」

　と話を振っていた。小鳩は返答に窮していた。女が、順繰りに視線を飛ばす。

　桐原、聖ひじり、綾香、樹いつき、安。視線は最後に、小山田へ戻った。女が薄い唇を開く。

「女神ヴィシスの代理できました。以後、女神が手を離せない時はわたしがキミたちを取りまとめます。今日はキミたちを無事に連れて帰るのと、軽い挨拶のためにきました」

　淡々とした話し方。思ったより声は幼く聞こえる。小山田が、小馬鹿にした顔をする。

「こんな細チビがまとめ役ぅ？　てか、てめぇおれらより強ぇんか？　おれらより弱ぇやつに、桐原組は従うつもりねーぞ？」

「お試しになりますか？」

「お？　やんのか？」

「そうですね……地面に膝をつかずわたしに一撃でも入れられたら、なんでも言うことを聞く奴隷にでもなってさしあげましょうか」

「出たーっ！　いかにも自分お強いですって感じのイキッた台詞せりふ！　あ？　勝ちフラグ立てたつもりかよ!?　いいぜ！　なら、予想を覆しておれの奴隷にしてやんよぉおお！」

　桐原が呆あきれ顔になる。

「てめーは言い方が嚙かませ犬っぽいぞ、翔吾」

「うっせぇよん！　嚙ませ犬と思われてたＡ級勇者がこーゆー余裕たっぷりの相手を涙目でヒーヒー言わせんのが楽しいんだろーが！」

「キミがオヤマダさんですか。確かに、眉を顰ひそめる口の悪さですね」

「あ～？　てめぇも名乗れや！」

「わたしはヴィシスの徒が一人、ニャンタン・キキーパットです」

「は――はぁっ!?　にゃ、ニャンタ――ぶほっ！」

　小山田が、噴き出した。

「ぶわははははっ！　にゃ、ニャンタンっ!?　マジに!?　なんで名前までそんなニャンコに寄せてんの!?　ひ、卑ひ怯きようだぞニャンタン！　ギャグで精神攻撃かよ!?　ひーウケるーっ！」

「？」

「ぶっは！　やっべぇ!?　マジでどこがツボったのかわかってねぇ顔してやがる～！　ひ～っ、こいつ天然モノかよ～！　うひゃひゃひゃひゃひゃっ！　勝てねぇ～！　神！　こいつ神だわ！　今年で一番笑えたわ！　よっしゃ決めた！　ニャンタン奴隷にしたら、まずはお笑い芸を仕込む！　ぜってぇ、仕込む！」

「いきますよ」

　カシャッ、とニャンタンの手甲の先から爪型の刃が三本突き出た。

　小お山やま田だが大剣を構える。

「お!?　マジにやる気じゃねぇか！　うっしゃこいやぁ！　怪け我がしねぇように手加減してやっからよ！　ニャンタン♪」

　数分後、

「が……ッ!?　ぅぐ、ぐ……っ!?　んだよ、あいつ……？　マジ、で……強ぇじゃ、ねぇかよ……ッ！　くそ、がぁ……ッ！」

　地面を叩たたく小山田。膝は、地面についていた。彼の大剣は遠くに落ちている。

　小山田は息を切らしていた。

　他方、ニャンタンは息一つ乱れていない。傷一つ負っていない。

　ウネウネと尻尾剣だけが動いている。

　彼女を見る桐原の目つきが変わっていた。桐原は何やらブツブツ呟つぶやいている。

　独り言のようだった。

　綾香は息を吞のむ。

（信じられない……それに、なんなのあのスピード……）

　動きも洗練されていた。見み惚とれるほどに。

（あれは……〝技〟がある人の戦い方……）

　ニャンタンの澄まし顔は変わらない。表情の変化の乏しい人物だ。ニコリともしない。

「今ので挨拶代わりになったでしょうか？　では、王都へ帰りますよ。それと、今後の女神の方針を伝えておきます」

　ニャンタンは平板に言った。

「キミたちはそろそろ、次の段階へ入るようです」







　◇【ニャンタン・キキーパット】◇




　ニャンタン・キキーパットが古竜遺跡前の広場で勇者たちに〝挨拶〟をするより前のことである。

　ニャンタンは、ヴィシスに呼び出されていた。





△






　女神の自室。

　椅子に座る女神。彼女は、読み終えた手紙を机に放った。

「大たい魔ま帝ていの軍勢に大きな動きが出てきたようです。近々、今後を左右する大きな一戦があるかもしれません。あなたを早めに呼び戻したのは正解でしたね、ニャンタン」

　ニコッとする女神。

「わたしは、何をすればよろしいのですか？」

「シクシク……大魔帝の側に面倒そうな動きが出てきたせいで、私は大忙しなのです……ですので、あなたに私の代理を頼みたいのです」

「具体的には、どの領域を代行するのでしょうか？」

「勇者たちの面倒を見てほしいのです。まとめ役、と言いますか……」

「なぜわたしに？」

「あなたは強いですし、聡そう明めいですし……まあ何より派遣していたウルザは一番どうでもいい国ですからね。あなたを遊ばせておくにはもったいない国です。ね？」

「――はい」

「何よりあなたは、忠誠心が厚いですから」

　女神が片方の靴を優雅に脱ぎ、生足を前へ差し出した。優しい目で見上げてくる。

「ですよね、ニャンタン？」

　ニャンタンは、膝をついた。跪ひざまずく体勢。次いで顔を前へ出す。

「変わらぬ忠誠を、行動として見せていただきたいのです」

「……れろ」

　ニャンタンは、舌を女神のつま先に這はわせた。

「ぺろ……ぴちゃ……れろ……れる……」

「ふふふ、変わらぬ忠誠の証あかしをありがとうございます♪　これで私も安心して勇者たちをあなたに任せられます♪」

「れろぉ……れろ……ぺろ……」

「ご安心ください。あなたの大切な妹さんたちはちゃんと私が〝保護〟していますから。絶対無欠に、安全です。約束します。だって……有能な姉であるあなたにすら居場所がわからないのですから、絶対に安全ですよね？」

「…………」

「あの――ど、どうしました？　舌の動き、止まっていますけど……大丈夫ですか？　忠誠心が、とっても心配です」

「…………れろ……ぴちゃ……ぺろ、ぺろ……」

「はい、素晴らしい忠誠心ですね♪　ん～、勇者さんたちもこのくらい忠義に厚いとよいのですけれど……ぐすっ……私が至らぬばかりに……およよよ……」

　扉がノックされた。

「どうぞ、お入りなさい」

「女神さまに、ご、ご報告を――あっ」

　文官が気まずい反応を見せる。ニャンタンの姿を目にしたためだろう。

「も、申し訳――」

「うふふ、これはあくまで儀式的な確認行為ですから。お気になさらないでください。それで、緊急のご報告ですか？」

「あ、その……ウルザ入りしていた五ご竜りゆう士しが動いたとの報告が、あがってきまして」

「彼らはセラス・アシュレインを追っていたのだったかしら？　ん～、彼女は使い道があると思っていたのですが……もうあまり興味はないですね～。堅物そうなので、よく考えると使いづらそうですし……国が滅びてかわいそうですねぇ～。ん～……元がハイエルフの国のお姫さまなので、使い道もなくはないと思うのですが……」
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　女神が親指をニャンタンの口にねじ込んだ。ニャンタンは〝確認行為〟を続ける。

「五竜士……シビト・ガートランドはどうしたものですかねぇ？　彼も駒としては使い方が難しい印象なのですが――まあ、勇者の成長にはひと役買ってくれるでしょう。あ、イイコトを思いつきました！」

　笑顔で両手を打ち鳴らす女神。

「勇者さんたちのレベルも大分上がってきたことですし、そろそろ次の段階に入るとしましょう！」

　文官に指示を伝えていく女神。

「――というわけで、まずはヨナトに頼んで〝四し恭きよう聖せい〟をお借りしましょう。それと、近くに剣けん虎こ団だんがいましたね？　彼らも呼び寄せましょうか。あ、ウルザの竜殺しドラゴンスレイヤーにも声をかけてください。そして、黒竜騎士団の五竜士ですね……勇者を成長させる役回りなら〝彼〟は喜んで引き受けるはずです。ええ、では私の指示通りに」

「かしこまりましたっ」

　照れ顔の文官が、恭しく一礼する。

「ふふ」

　女神は天井を見上げ、口もとを上品に綻ばせた。

「大魔帝の軍勢と勇者さんたちがぶつかる日は、意外と近いかもしれませんねぇ……」







　◇【三森灯河】◇




「着替え終わりました、トーカ殿」

　現在、俺たちは黒竜騎士団の死体から離れた場所にいた。まだ森の中だが。

「元の服は悪かったな」

　言って俺が振り向くと、セラスは服の細かなところを整えていた。

「あの服は、予備がありますから」

　セラスの前の服は破かせてもらった。破いた切れ端には血を付着させた。

　染み込ませたのは騎士団の死体の血である。

　血の染みた衣服の切れ端。それを少し辺りに撒まいてきた。また、今いる場所と逆の方角にも目印を残してきた。セラスの靴で作った足跡と、森の奥へ続く血痕を。

「すぐ見破られるかもしれないが、気休めの目くらましにはなるだろ」

　セラスが重傷を負ったと錯覚させる。目的はそれだ。

〝セラス・アシュレインは怪我をしている！　この出血だとそう遠くまではいけまい！〟

　要はこう思わせたい。怪我をしている話が広く出回ればもっといい。

　探す連中は〝怪我をしている人物〟に目がいく。

「さて、今後の方針だが……俺はあんたを連れて予定通り金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいを目指す」

　セラスが出立の準備の手を止める。

「本当に、よいのですか？」

「何度も言わせるなよ。あんたさえよければ、こっちはなんの問題もない」

　それでもセラスは少し食い下がった。俺に累が及ぶのをやはり危惧している。

　シビトたちの死はそのうち外へ伝わるだろう。

　が、セラス一人でやったと思われるだろうか？

　多分、想像力のあるやつは協力者の存在に思い至る。

　いずれシビトの件は女神の耳にも入るはずだ。俺の存在に行き着く可能性もある。

　例の調査隊から報告が上がっているかもしれない。廃棄遺跡に変化があった、と。

　三み森もり灯とう河かの生還もいつかは悟られる。行動はそれを前提として組み立てるべきだ。

　希望的観測はできるだけ避けたい。

　備えあれば憂いなし。最悪の事態は、常に想定しておく。

　……ん？　遠とお吠ぼえ？　狼おおかみ、か？

　死体に集まってきたか。獣にとっては死体も食料。

　死体が食い荒らされてボロボロなら、死因がぼやけるかもしれない。

　ミルズ遺跡の〝異変〟を思い出す。毒スキルの死は奇怪に映る。しかし、死体の損傷が激しければそうは映らないかもしれない。つまり状態異常スキルの隠かくれ蓑みのにできる。

　女神に気づかれる確率を下げられる。

　できるだけあの場は急いで離れたかった。なので、死因を偽装する余裕はなかった。

　が、群がってきた獣が結果として偽装工作を施してくれそうだ。

　舞台がこの森だったのは、僥ぎよう倖こうかもな……。

　俺は改めてセラスに言い含めた。方針を変えるつもりはない、と。

　ついにセラスは折れた。

「わかりました。トーカ殿がそうおっしゃるのであれば、これ以上この件には何も言いません。その代わり――どうかこの命、お好きに使ってください」

　胸に手を置くセラス。誓いを立てる騎士みたいなポーズだった。

　荷物の準備を終えたセラスが、言った。

「では、先を急ぐとしましょう。五竜士にはまだ〝勇ゆう血けつ殺し〟が残っているようです。噂うわさでは〝人類最強〟をいずれ越えるかもしれない逸材とも聞きます。血を好む好戦的な性格で、他の五竜士も手を焼いていたとか――」

　訝いぶかしむ顔をするセラス。

「……トーカ殿、どうしました？」

　俺は口もとに手をやる。

「五竜士の騎乗していた竜ってのは、他の黒竜とサイズが違ったよな？」

「え？　は、はい……」

　記憶を引っ張り出す。

「多分だが――もう、潰してる気がする」

「え？」

「あんたのいた場所へ来る途中、他の黒竜を墜おとしてきたって言っただろ？　その中に、俺を見るなり襲いかかってきた妙に好戦的な竜騎士がいた。そいつの黒竜が他より大きかったんだ。そう、ちょうどさっき殺した五竜士の騎乗竜と同じくらいの大きさだった。鎧よろいの感じも、他の竜騎士とは違ってた」

　名前はわからなかった。しばらくは、副長あたりだと思っていた。

〝グリムリッター〟

　シビトが確かそう呼んでいた。シュヴァイツとやらの息子なのだったか。

　思い返せば、あったかもしれない。シュヴァイツの面影が。

「あの男がその〝勇血殺し〟でほぼ間違いないと思う。だから、もう五竜士の心配はしなくていいはずだ」

　そう、やれたのだ。他の四人の五竜士までなら。

　魂喰ぐいより楽な相手だった。相手が〝勇血殺し〟であろうとも。

　つまるところ〝人類最強〟が、唯一にして最大の障害として降臨したのだ。

　あいつだけは、仕掛けるしかなかった。

　騙だまし討ちするしか、なかった。

　セラスが脱力する。

「では、あなたはあの〝勇血殺し〟すらもあっさり倒してしまっていたのですか……」

「らしいな」

　準備を終えた俺たちは森の中を歩き出した。

　灯あかりは使わなかった。人がいるのを知らせる目印になってしまう。まあ、視界は確保できている。闇に慣れた目も月の光もある。光のない廃棄遺跡と比べれば、何倍もマシだ。

「ピッ♪　ピッ♪　ピィ～♪」

　ピギ丸は上機嫌だった。さっき、セラスと再会を喜び合っていた。

　彼女と合流できて嬉うれしかったのだろう。なんというか、微笑ほほえましい光景だったな。

「そういや、例の聖王の実態はあんたの認識とかなりの齟そ齬ごがあったみたいだが……ネーアにいた頃、その王への違和感はなかったのか？　噓がわかるんだろ？」

「時おり王が何か噓をついているのは察していました。ですが、噓は姫さまも日頃からついていましたし」

　懐かしむ顔をするセラス。

「姫さまに言われたのです……自分はセラスに噓をつくことがあるけれど、噓の中には優しい噓もある。偽りすべてが悪意とは限らない、と」

　なるほど、賢い姫さまだ。

　セラスの力は噓の内容までは感知できない。

　真か偽か。判定できるのはそこまで。噓発見器みたいなものだ。

　だったら予防線を張ってしまえばいい――そう、優しい噓という予防線を。

　自分の噓はあなたのためを思ってついている噓なのだ、と。

　ならば噓をついていると気づかれても問題はない。ネーアの姫さまが善人かはわからない。話を聞く限りは善人っぽい印象だが。まあ、聖王のセラスへの気持ちも〝悪意〟とは言い難い。セラスが実態に気づけなかったのも、仕方ないのかもな。

「ついでに一つ踏み入ったことを聞くが、その姫さまのことはいいのか？」

　セラスが頷うなずく。やや、寂しげに。

「今の私はアライオンの女神から快く思われていないはずです。今回の黒竜騎士団の一件もありますし――ですので、私が接触すれば姫さまにも悪い影響が出るでしょう」

「まあ、そうかもな」

「私は国を見捨てた逃亡者……そう思われていた方が、ネーアにいる者たちの身は安全なはずです。姫さまの身も」

「その姫さまは、それもすべて承知で？」

「はい」

　セラスが服の胸もとを緩く開いた。胸もとから、首飾りの宝石を摘つまんで取り出す。

「姫さまからいただいたものです。向こうでは、私が盗んだとなっているはずですが」

　ネックレスっぽい感じだった。

「これを売って路銀にしろと姫さまから渡されたのですが……どうしても、売ることができなくて……」

「それで路銀を稼ぐ必要があったわけか」

「はい。自分でも愚かだとは思っています……足がつくのを避けるため、王家にゆかりのある品ではないのですが」

　セラスは微笑んでいるが、声には泣き出しそうな気配が漂っていた。

「姫さまがくださったこれを、私はどうしても手放すことができませんでした」

「好きだったんだな、姫さまのこと」

「はい」

　セラスがネックレスを胸もとにしまった。彼女は、しみじみした表情をしていた。

　確かに愚かなのかもしれない。が、責める気にはなれなかった。

　おかげで俺は、セラスと出会えたようなものだし。

「ところで路銀といえば、例の金貨３００枚は手に入ったのか？」

「……いえ」

「俺としては、侯爵は無視するつもりだ。無闇に痕跡を残したくない」

　侯爵があの黒竜騎士団を潰した相手を追ってくるとも思えない。

「私もそれがよいかと。ただ……路銀の足しを作れず、申し訳ありませんでした」

「問題ない。俺には金貨や銀貨もけっこうある。それに、ほら」

　懐から小袋を取り出し、セラスに放る。

「――っと？　あの、これは？」

「開けてみろ」

「……っ!?　まさか、す、すべて青せい竜りゆう石せき……なのですかッ!?」

「まあな」

「あなたは本当に、何者なのですか……」

「シビトに伝えた通りだ」

「復ふく讐しゆう者しや、とおっしゃっていましたね？」

　セラスの声が強い真剣味を帯びた。

「禁忌の魔女に会うのは、その復讐に必要なことなのですね？」

「ああ」

　セラスとの旅は途中まで。

　復讐を果たすまでの仲間ではない。だから、話す必要はないと思っていた。

　足を止めるセラス。

「誰への復讐、なのですか」

　俺も、立ち止まる。そして振り向き、復讐する者の名を告げた。

「女神ヴィシス」

　復讐対象の名を聞いたセラスの反応。想像はしていた、という反応だった。

　俺も〝クソ女神〟とか言ってたしな。

　……明かして困ることも、ないか。

　俺は女神によって廃棄遺跡へ送り込まれた話をした。そして、遺跡から生還した話も。

「――で、生還した俺はこの森であんたと出遭った」

　話を聞き終え、神妙な面持ちになるセラス。

「まさか闇色の森の〝封じられし地下墓地〟が、女神が廃棄者を送り込むための地下遺跡だったとは……」

　廃棄遺跡という呼び名はメジャーではないらしい。外向きには開かずの地下墓地として知られているようだ。ある意味、墓地と言える場所だが。

「青竜石は廃棄遺跡で見つけた死体の荷物から手に入れた。あそこには、大賢者アングリンとかいう勇者も送り込まれてた」

「えっ!?　あの大賢者が、ですかっ？」

「女神にとっては目障りな存在だったんだろうさ」

「トーカ殿が送り込まれた理由はなんだったのですか？　ウマが合わなかったためだと、私が勝手に推察してしまっていましたが……」

　これはまだ話してなかった。

「勇者の等級判定で、俺だけ最下級の判定だったんだ」

「それほどの力を持ちながら……」

「過去の前例から判断した結果、最下級の廃棄を決めたらしい」

　他の勇者を鼓舞するための、生いけ贄にえとして。

「アライオンでは前例主義が強いと聞きます。であれば、頷ける話ではありますが……」

　昔はこうだったから。昔はこれで上う手まくいったから。

　アライオンの〝歴史〟という過去のデータ。

　それは女神が思い通りに積み上げてきた〝前例〟なのだろう。

　女神にとって都合のよい歴史、前例。クソ女神が使わない理由はない。

「しかし、送り込まれたトーカ殿はこれまで生存者がなかった廃棄遺跡から生還した……黒竜騎士団を倒したその〝状態異常スキル〟の力によって」

「ああ」

　皮肉っぽく視線を伏せるセラス。

「女神の前例主義が起こした失敗、ですね」

「結果としちゃ女神の本質が早々にわかってよかったがな。俺のスキルが有用と判定されてたとしても、どのみち都合よく利用されてただろう」

「なるほど……復讐の理由は、わかりました」

「な？　人に誇るような理由じゃねぇだろ？」

　俺は嗤わらう。

「俺を廃棄しやがったクソ女神が気に入らねぇから、死ぬほど痛い目に遭わせてやりたい。それだけだ」

　胸の前で手を掲げる。

「だから、復讐の障害としてふざけたやつが立ち塞がったら――容赦なく、俺の判断で蹂じゆう躙りんする」

「…………」

「だが、そんな独りよがりな復讐への加担は信念や義を重んじるあんたには似合わない。だろ？」

　俺の正面へ回ってセラスが姿勢を正した。

「いえ、トーカ殿に助けていただかなければ、私は今日この日に五ご竜りゆう士しに殺されていました。今となっては、私自身もアライオンの女神に対し思うところがないわけではありませんし。ですから、もし私の力が復讐のお役に立つのであれば――」

　胸に手をあてるセラス。

「どうかこの力、復讐のためにお役立てください」

　彼女は膝をつき、こうべを垂れた。跪ひざまずく騎士のように。

「もはやかつての王にとって、セラス・アシュレインは不要の存在のようです。聖王に捧ささげた我が剣も、今は行き場を失ったも同然……」

「自分で言うのもなんだが、復讐なんて褒められたもんじゃないぞ」

　誰からも称賛などされない。人から褒められる物語の主人公には、なれない。

　まあ、なるつもりもないが。

「これは、正しき復讐ではないと？」

「この復讐は俺にとって〝正しい〟だけだ。紛れもなく私怨でしかない。俺のためだけの復讐劇だ。そこにセラス・アシュレインの求める正しさは、ないと思うぜ」

「だからこそ、役立ちたいと思うのです」

「…………」

「先にも言いましたが、アライオンの女神に対する個人的な感情もあります。しかしそれ以上に……あなたは危険を顧みず、自らの命を賭して私を救ってくださいました。その〝あなた〟の恩に報いたいのです。あなたにとって正しければ、私はかまいません」

　セラスが顔を上げる。

「一度死んだこの身、どうか好きにお使いください。あなたにであれば、どう扱われても本望です」

　……信頼する相手から頼まれたら、コロッと連帯保証人とかになってしまいそうだ。普段の警戒心は強いが、逆に一度深く信頼してしまうと一気に警戒心が解けるタイプか。

　息をつく。

「そこまで言うなら、好きにするといい」

「――ありがとうございますっ」

　忠義とか、恩義とか。

　場合によっては金を通した契約関係を上回る。

　金で雇った相手は信頼に足る。雇われた側は、提示された報酬が欲しい。だから目的達成のために必死になって働く。しかし、金で繫つないだ関係には一つ問題がある。

　金で雇った者は、より大きな金額を出した側に鞍くら替がえすることがある。

　なので、逆にあっさり裏切る存在とも言える。

　一方で忠義や恩義による関係性は異なる。金に左右されない。大きな金額をチラつかせられてもぶれにくい。その分、深い〝絆きずな〟が必要となるが。

　絆とは、鎖――俺のイメージは、それだ。

「セラス・アシュレインの力、頼ってもいいのか？」

「必ずやご期待に応えてみせましょう」

　なかったわけでは、なかった。こうなるかもしれないという予測が。

　闇色の森へ逃げ込んだセラスを助けに向かった理由。

　叔母さんに似ていたから助けた。あれも、噓ではない。本当のことだ。

　しかしそれとは別に、恩を売ればこうなるかもしれない、とも思っていた。

　このセラス・アシュレインという人物なら。

　絆とは、鎖。

　俺という人間は、どうあっても復讐遂行が第一なのか。やっぱり、クズ野郎だ。

　邪悪。

「悪いな、セラス」

「トーカ、殿……？」

　通り過ぎざま、彼女の肩に手を置く。だからせめて、

「セラス・アシュレインから受けた恩義には、俺もいずれ報いるつもりでいる」

　借りは、返す。

　恩義に対しても。

　恨みに、対しても。







　俺たちは先を急いだ。

　方針としては、ミルズを避けてやや遠回りで北の魔群帯を目指すことになった。

　途中に小さな村があるそうだ。まずはそこが目的地となる。

　道中、俺たちは適度に別行動をとることにした。出回った情報によっては〝二人組〟は怪しまれる。といっても、バレる確率は低いと思う。セラスはミルズにいた時と服が違っている。何より今は、顔も変えている。

　光の精霊の混乱は治まっていた。今はもう変化の力が使える。ただし、元の顔から大きくは変えられないのだという。だから〝他人のそっくりさん〟にはなれない。

　今、セラスは〝ミスト〟とは違う顔に変化していた。

　が、現在の俺の目に映るのは尖とがった耳と見覚えある人並み外れた美貌。

　セラス曰いわく、他の者には別の顔で見えているのだとか。

　つまり俺にだけ元の姿の顔で見えている。そんな便利機能もあるらしい。

　ただこの状態だと新しい偽名の〝ミスラ〟と本名の〝セラス〟を呼び違えないよう特に気をつけないといけない。そんなことを俺が考えていると、

「あの……今後、状況によっては〝我が主あるじ〟とお呼びしてもよろしいでしょうか？」

　セラスがそんな提案をしてきた。彼女は立ち止まると、恥じ入るように続けた。

「以前、本当の名を呼ばれた私がうっかり返事をしてしまったことを覚えていますか？」

　ああ、と頷うなずく。

「今後も〝ハティ殿〟と呼ぶべきところを、うっかり〝トーカ殿〟と呼んでしまうかもしれませんので……」

　あの時のことを、気にしてるのか？

「……まあ、予防策にはなるかもな。わかった、呼び名のことは任せる。状況によってセラスの判断で使い分けてくれ」

「はい。申し出を聞き入れてくださり、ありがとうございます」

　……真面目だ。しかし〝我が主〟ってのもすごい呼び名だ。

　俺の方が慣れるのに時間がかかるかもしれない。

　少し歩いたあと、俺は言った。

「当面、俺の背中はセラスとピギ丸に任せる」

　顔だけ向けて、背後のセラスに言う。

「今後ともよろしく頼む」

　セラス・アシュレインは澄んだ微笑ほほえみをもって、柔らかに主の呼びかけに応えた。

「――――はい、我が主」







エピローグ




　ウルザの王都とミルズの間に一つの小さな村がある。

　俺たちは二日ほどかけて、その村に到着した。

　到着後はセラスと別行動をしている。宿の部屋も別々である。

　二人で行動するのはもう少しミルズを離れてからと決めたためだ。

　この村から北上するとウルザの王都がある。

　王都をさらに北へ行けば、目的地の金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいだ。

　五竜士とやり合った日から二日が経過していた。

　追手の気配はいまだなし。

　最強を称した黒竜騎士団。

　中核をなしていた五竜士の死。

　彼らを擁していたバクオスは今、混乱しているだろう。

　一夜にして国の屋台骨たる戦力が壊滅したのだ。

　案外、追手を出す余裕すらないのかもしれない。







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　早々に休むための服装に着替えると、セラスは寝具に身体からだを横たえた。

　煤すすけた天井を見つめながら、彼女は湧き上がる想おもいに意識を向ける。

（トーカ殿……）

　あの時以来、彼のことを考えるたびに頭にジワッとした熱を持つ自分がいた。

（隠せているとは、思うのですが）

　トーカの前では努めて冷静な従者であろうと心掛けている。

　今後もそうするつもりだ。

　トーカには明確な目的があり、彼はそこへ向かってよそ見をせず一直線で到達するつもりだ。今は、余計なことを考えさせてはならない。

　宿の部屋が別々で助かった。今は頭の中を整理し、気持ちを落ち着ける必要がある。

（しかし……あんな風に、命を救われてしまっては――）

　彼が助けに来なければ、確実に死んでいた。

　木の軋きしむ音のする寝具の上で、寝返りを打つ。

　今、変身は解いた状態だ。精霊への対価も支払い切った状態。

　つまり、対価によって眠りを妨げられることはない。なのに眠気がこない。

（身体も適度に疲労している……つまり、私は……気が昂たかぶって眠れなくなっているのですか……）

「元ネーア聖騎士団長として、あるまじき精神の緩み――」

　と、的外れの自戒を独り口にしかけてやめる。

　高潔たる聖騎士団長の精神云うん々ぬんは関係ない。今のは完全にごまかしだ。

　セラスはしなびた枕を抱き、ミルズの宿で考えていたことを再び引っ張り出した。

（信用できる、相手……）

　彼を信用できないなどと、この時点で言えようはずはない。

　もし自分を騙だまそうとしているのなら、それはあまりに常軌を逸している。

　一体どこの誰がそのために命を賭し、あの黒竜騎士団――ひいてはあの〝人類最強〟と対たい峙じできるというのか？

　必ず勝てるとも知れぬ相手と相対し、自分を救ってくれた。

　自分が裏切って青せい竜りゆう石せきを持ち逃げしたと思わず、信じてくれた。

　むしろ彼が信用できるかどうか値踏みしていた自分をこそ、セラスは恥じた。

（思い返せば、トーカ殿を〝我が主〟と呼ばせてほしいと勢いで提案したのも……私自身、トーカ殿の名前を呼ぶことにまだ照れがあったからなのかもしれません。だから、この気持ちはやはり――）

　セラスは、自らの身体の火照りを自覚する。

（けれど……彼の目的に余分なものが入り込んでは、彼の旅の邪魔になってしまいます。だからせめて、しばらくは――）




　忠実な騎士であろう。

　仕える者と主の関係として、彼の旅の従者であろう。




　――彼の剣で、あろう。




　そうして、姫騎士セラス・アシュレインは頰に感じる火照りを覚えつつ、その目を静かに閉じた。
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　◇【三森灯河】◇




　俺は、村の広場に立っていた。

　セラスは宿で睡眠中。ピギ丸は部屋で待機している。

　広場の中心にある営えい火かが夜闇を薄く照らし出している。

　時おり、火の粉が鱗りん粉ぷんめいて宙に舞った。

　広場にはたくさんの村人がいた。旅人とおぼしき者も目についた。他には、踊っている者、談笑している者、楽器を演奏している者、陽気に酒を酌み交わしている者……。

　広場にはいくつか屋台も出ていた。思ったより気合の入った祭りみたいだ。

　俺たちはちょうど村の祭りの日に訪れたらしい。よそ者が足を運ぶには絶好のタイミングと言える。目的のない旅人でも〝祭りの見物にきた〟で通せるのだから。

　屋台見物を装いながら聞き耳を立てる。しかし、大した情報はなかった。黒竜騎士団の話題も出ていたが、ここでは〝ミルズの方で何かあった〟程度の認識らしい。

　てのひらを眺める。

　ＬＶ３になった【スリープ】には、新たに〝任意解除〟が追加されていた。

　もう一つの追加効果は〝ゲージ増加〟。持続時間の延長効果のようだ。

　また、ここへ来る途中に【フリーズ】も試用してみた。

　対象を氷で覆い動きを封じるスキル。これは非致死のスキルらしい。

　他スキルとの重複付与は不可。ただしこのスキルは生物以外にも使用可能。

　射程は【スリープ】と同じ短距離型。特徴的なのは、効果の持続時間か。

　持続時間はなんと３００日。

　が、今のところ解除ができない。レベルが上がれば解除可になるのかもしれないが……。

　現状、安易に使えるスキルではなさそうだ。ただ、

「もし、俺の考えている使い方ができるなら――」

　毒死の死体が残る問題を、解決できるかもしれない。

　いずれ、試してみるつもりだ。

　ふと、ある屋台が目についた。

「いらっしゃいっ」

　陽気そうな中年の店主が営火を指差す。

「どうだい？　何か買って、あんたも参加するかい？」

　背後を見ると、被かぶり物をした村人や旅人が炎を囲んで踊っている。

　この村では祭りの際、被り物をして踊る風習があるそうだ。

　店に並んでいるマスクは伝承の登場人物をモチーフにしたものとのことだ。

「……マスクか」

　最初に目についた被り物を手に取る。

「お、蠅はえ王おうが気になるかね？」

「蠅王？」

「おや、知らないのかい？」

　店主が語り出した。……別に、聞いてはいないのだが。

「かつて魔の島を要塞化し、１００年にわたってあらゆる侵略者と戦ったと伝えられる魔族の王の呼び名さ。根源なる邪悪の生み落とした魔族が活躍する話なのに、蠅王の物語は人気があるんだ」

「蠅の王……」

「まあ、根源なる邪悪から疎まれて追放されてるし、その追放した親玉とも最終的には対立するから、そのへんも人気の理由かもなぁ。あ、そうだ。蠅王の組織した戦団も最後には全滅しちゃうんだけど、みんな死にざまがカッコイイせいか、蠅王の配下たちもけっこう人気なんだ」

　マスクを検あらためる。目にあたる部分が丸くない。

　蠅といえば赤い丸目の印象だ。けど、このマスクの目は細く攻撃的な印象を与える。

　触覚も角っぽく見える。

「悪魔の王、か」

　前の世界にも蠅をモチーフにした悪魔の王がいたっけ。

「この被り物って、珍しいものなんですか？」

「蠅王の伝承は有名で人気だから、同じ被り物を売ってる場所はそこらにあるよ。だから、同じものは大陸中で手に入る」

　へぇ……大陸中で手に入るのか。ふと、形の違う蠅の被り物を見つける。

「それは？」

　蠅王のマスクとはデザインが違う。

「こいつは蠅王の配下をモチーフにした被り物さ。ガキどもが戦争ごっこで邪悪の側を演じる時は、必須道具だなっ」

　……追放された魔族の王、か。

　少し考えてから、俺は言った。

「王と配下の被り物を一つずつもらえますか？」

「お、毎度あり！　いやぁ、説明したかいがあったかな!?　あ！　そっちの幕の奥に姿見があるから、試しに被ってみたらどうだい!?」

　店主が屋台の脇にある小さなテントを指差す。金を払って、俺は幕の中に入った。

　大きな姿見の前に立つ。

　人前で何か動きを起こすときは、このマスクを被って動くのがいいかもな……。

　上う手まくすれば別人に成りすませる。

　大陸中に出回っているマスク。好都合だ。

「さて……」

　今後、何者かを聞かれた時はどうする？

　商人というわけにはいくまい。きっと揃そろえるものが大量にある。

「とすると――」

　傭よう兵へい団。

　武器さえあれば傭兵で通じるはずだ。商人と違い素性も隠しやすい。

　まあ、傭兵団といっても人数はまだ二人と一匹だが。

　そういえば、廃棄遺跡を出た直後にも案としては出していた。

　対女神の傭兵団。

　手中の蠅王のマスクに視線を落とす。

　蠅の王の擁する傭兵団。

　今の俺は、善の勇者ってガラじゃない。

　悪魔の方がしっくりくる、か。

　マスクを被る。

　自らによる――自らへの戴冠。

　鏡に映る黒いローブ姿。

　魔ま蠅ばえの頭部。

　暗がりに浮かぶその姿は、まさに、悪魔めいて映る。

「――――女神ヴィシス」

　復ふく讐しゆう対象の名を、ポツリと口にする。

「やがておまえも蹂じゆう躙りんされる側に回る。いや――」

　踵きびすを返し、鏡に背を向ける。

「俺がそちら側に立たせてやる」




　マスクに手を添える。




「悪魔に魂を売り渡した人間の執念、甘く見ないことだ」







あとがき




　一巻よりもあとがきのページ数が増えました。篠崎芳です。

　あとがきなるものをこれまでもそこそこ書いてきたはずなのですが、毎度のごとく担当様に「いまだにあとがきって何を書けばいいのかわからないんですよね……」とぼやいていたりします。メールなども似た傾向があって、あとがきやメールより小説を書く方がまだ楽かもしれないと思えるほどです……。やり取りは電話越しに話す方が省エネ感を覚えるタイプかもしれません（メールはメールで、別の利点はあるのですが）。しかしなぜあとがきやメールだとこんなにもエネルギーを消耗するのか……謎ですね。




　とはいえあとがきは書かねばならないので、二巻のことを少し。

　二巻では廃棄遺跡から生還したトーカがいよいよ本格的にハイエルフの姫騎士セラス・アシュレインと関わっていきます。この二巻を起点として今後は二人の距離感や関係性の変化を軸の一つとして描いていけたらと考えています。多くの場合、キャラクターの個性は他者との関係性を描き出すことで獲得されていきますし、その関係性の積み重ねや変化こそがキャラクター小説の醍醐味とも言えます。ですのでこの作品の目的の一つとして、今後はその点にも力を入れて書いていきたいと思っています。




　ここからは謝辞を。担当のＯ様、今年は何かとお手間とご心配をおかけしております（汗）。そんな中でも常に真摯かつ心強いご対応、ありがとうございました。イラストを担当してくださっているＫＷＫＭ様、セラスをはじめ、この作品のキャラクターたちの魅力はＫＷＫＭ様のイラストによってよりいっそう増したと実感しています。イラストが届いたあと、担当様と「ＫＷＫＭさんにお願いして本当によかった」とよく話しております。この作品にとって、幸福な巡り合わせだったと感じております。

　今巻を世に出すためにお力添えくださった皆様、この場を借りてお礼申し上げます。

　また、いつも温かいご声援をくださるＷｅｂ版の読者の皆様にはとても感謝しております。今の自分がどのくらいまで走れるのかいまいちわからない部分もありますが、走り続けられる限りは、筆を取っていきたいと考えています。

　そしてこの二巻を手に取ってくださったあなたに、心よりの感謝を。もしこの作品の何かがあなたにとって魅力的なものたり得るなら、嬉しく思います。




　それでは、トーカとセラスの関係性をより深掘りできたらいいなと構想（妄想？）している次巻でお会いできることを祈りつつ、今回はこのあたりで失礼いたします。


篠崎芳
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